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略字一覧

Acq acquisition（データ収集）
AM ante meridiem（午前を意味する AM）
ASME American Society of Mechanical Engineers（米国機械学会）
AVG Abstand-Verstärkung-Größe（距離ゲインサイジング）
AWS American Welding Society（米国溶接協会）
CSC curved-surface correction（曲面補正）
DAC distance-amplitude correction（距離振幅特性曲線）
DC direct current（直流）
DGS distance gain size（距離ゲインサイズ）
DHCP Dynamic Host Configuration Protocol（動的ホスト構成プロトコル）
DIN digital inputs（デジタル入力）
ERS equivalent reflector size（同等反射源サイズ）
FFT fast Fourier transform（高速フーリエ変換）
FSH full-screen height（フルスクリーン高さ）
FW full wave（全波）
HTML hypertext markup language
HW half wave（反波）
ID inside diameter（内径）
IP Internet Protocol（インターネットプロトコル）
JIS Japan Industrial Standards（日本工業規格）
MCDU motor controller drive unit（モーターコントローラーと駆動装置）
ML material loss（材料減肉）
N/A not applicable（該当なし）
ND no detection (of signal)（信号データなし）
NS no synchronization（同期なし）
OD outside diameter（外径）
P/C pitch-catch（ピッチキャッチ）
P/E pulse-echo（パルスエコー）
PA phased array（フェーズドアレイ）
PCS probe center separation（プローブセンターセパレーション（プローブ間距離））
PM post meridiem （午後を意味する PM）
PRF pulse repetition frequency（パルス繰返し周波数）
PW pulse width（パルス幅）
略字一覧
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RF radio frequency（無線周波数）
RGB red green blue（赤色、緑色、青色）
SDH side-drilled hole（横穴）
TCG time-corrected gain（時間補正ゲイン）
TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol（転送制御プロトコル /インターネッ

トプロトコル）
TT through-transmission（透過）
TTL transistor-transistor logic（トランジスタ -トランジスタ論理回路）
US United States（米国）
USB universal serial bus（ユニバーサルシリアルバス）
UT ultrasonic technology（超音波技術）
VPA virtual probe aperture（開口幅）
WD wedge delay（ウェッジ遅延）
XML extensible markup language（拡張マークアップ言語）
略字一覧
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安全にお使いいただくために

使用目的

OmniScan MXUは、工業用途およびメインテナンス用途で材料・製品などの非破壊
検査を目的として設計された OmniScan用ソフトウェアです。

取扱説明書

本マニュアルには、Evident製品を安全にかつ効果的に使用する上で、必要不可欠な
情報が記載されています。 使用前に、必ず本マニュアルをお読みになり、 その説明に
従って製品を使用してください。

本マニュアルは、安全ですぐに読める場所に保管してください。

本マニュアルで表示されている装置の部品およびソフトウェアの表示画面は、お使
いの装置に含まれている部品やソフトウェアの表示画面と異なる場合がありますが、 
操作の動作原理は同じです。

安全性に関する記号

本装置および本マニュアルには、次に挙げる安全性に関する記号が表示されていま
す。

重要
安全にお使いいただくために
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 一般的な警告記号
この記号は、危険性に関して注意を喚起する目的で示されています。 潜在的な危
険性を回避するため、この記号にともなうすべての安全性に関する事項には、必
ず従ってください。

高電圧警告記号
この記号は、感電の危険性があることを表しています。 危険性を回避するため、
この記号にともなうすべての安全性に関する事項に従ってください。

安全性に関する警告表示

本マニュアルでは、以下の警告記号を使用しています。

危険記号は、正しく従い実行しなければ、切迫した危険な状況につながる事柄を示
しています。 この記号は、正しく従い実行しなければ、死亡または重傷につながる手
順や手続きであることを示しています。 危険記号が示している状況を、十分に理解
し、対策を講じない限り、先のステップへ進まないでださい。

警告記号は、危険があることを示す記号です。 この記号は、正しく従い実行しなけれ
ば、死亡または重傷につながる手順や手続きであることを示しています。 警告記号が
示している状況を、必ず十分に理解し、対策を講じない限り、先のステップへ進ま
ないでください。

注意記号は、危険があることを示す記号です。 この記号は、正しく従い実行しなけれ
ば、中程度以下の障害、特に機器の一部または全体の破損、あるいはデータの喪失
につながる可能性のある手順や手続きなどに注意する必要があることを表していま
す。 注意記号が示している状況を、必ず十分に理解し、対策を講じない限り、先のス
テップへ進まないでください。

危険

警告

注意
安全にお使いいただくために
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参考記号

本マニュアルでは、以下の参考記号を使用しています。

重要記号は、重要な情報またはタスクの完了に不可欠な情報を提供する注意事項で
あることを示しています。

参考記号は、特別な注意を必要とする操作手順や手続きであることを示しています。 
また、参考記号は必須ではなくても役に立つ関連情報または説明情報を示す場合に
も使用されます。

ヒント記号は、特定のニーズに合わせて本マニュアルに記載されている技術および
手順の適用を支援、または製品の機能を効果的に使用するためのヒントを提供する
注意書きの一種であることを示しています。

警告

一般的な注意事項
• 装置の電源を投入する前に、本マニュアル、OmniScan MXおよびMX2のユー
ザーマニュアル、または OmniScan SXのユーザーマニュアルに記載されている
指示をよくお読みください。

• 本マニュアルは、いつでも参照できるように安全な場所に保管してください。
• 設置手順および操作手順に従ってください。
• 機器上および本マニュアルに記載されている安全警告は、必ず守ってください。
• 機器がその製造元が指定した方法で使用されていない場合、その機器の提供する
保護機能が損なわれることがあります。

重要

参考

ヒント

警告
安全にお使いいただくために
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保証情報

Evidentは特定の期間において、契約条件に基づき、お使いの Evident製品に材料お
よび製造技術の欠陥がないことを保証します。契約条件については、
https://www.olympus-ims.com/ja/terms/をご覧ください。

Evidentは、本製品を本使用説明書 に記載された適切な方法でのみ使用し、酷使、
誤用、不正な修理、改造が行われていない場合にのみ保証します。Evidentは、所有
物あるいは人体損傷に関わる損害を含むいかなる結果的あるいは付随的損害につい
て一切の責任を負いません。

機器の受領時には、その場で、内外の破損の有無を確認してください。輸送中の破
損については通常、運送会社に責任があるため、いかなる破損についてもすぐに輸
送を担当した運送会社に速やかにご連絡ください。 梱包資材、貨物輸送状なども申し
立てを立証するために必要となりますので保管しておいてください。え運送会社に
連絡した後で、損害賠償請求や機器の交換についてサポートが必要な場合は、
Evidentまでご連絡ください。

本マニュアルでは、Evident製品の適切な操作について説明しています。ただし、本
マニュアルに含まれる内容につきましては、教示を目的としておりますので、利用
者または監督者による独立した試験または確認を行ってから特定のアプリケーショ
ンで使用してください。このような独立した確認の手続きは、複数のアプリケー
ションで、それぞれの検査条件の違いが大きくなるにつれて重要になります。こう
した理由により、本マニュアルで述べられている技術、例、手順が工業基準に適合
していること、または特定のアプリケーション要件に適合していることを保証して
おりません。

Evidentは製造済みの製品の変更を義務付けられることなく、その製品の仕様を修正
または変更する権利を有します。

テクニカルサポート

Evidentは、販売後のサービス徹底を心がけ、高品質のテクニカルサポートと信頼の
アフターサービスを提供しております。本製品の使用にあたって問題がある場合、
または本マニュアルの指示どおりに操作ができない場合は、最初に本マニュアルを
参照してください。それでも問題が解決せずサポートが必要な場合は、当社のアフ
ターセールスサービスセンターまでご連絡ください。最寄りのサービスセンターに
ついては、Evidentのウェブサイトの「修理サービスのご案内」ページをご覧くださ
い。
安全にお使いいただくために
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はじめに

OmniScan MXUソフトウェアには、さまざまな非破壊検査用アプリケーションに適
した超音波検査機能が搭載されており、従来型の超音波 (UT) と超音波フェーズドア
レイ (PA) の両方の動作モードを備えています。 OmniScan MXUソフトウェアは、画
期的なポータブル探傷器である OmniScan MX2および OmniScan SX上で動作しま
す。

本ユーザーズマニュアルでは、OmniScan MX2および OmniScan SX探傷器用の
MXUソフトウェアについて説明します。 なお、セクション、手順、ステップ、また
は説明によっては、いずれか一方のモデルに限定されている場合があります。

• 特定のセクション、手順、ステップ、または説明が 1つのモデルを対象としてい
る場合は、対象となるモデル名が明記されています。

• 特にモデル名の明記がない場合は、OmniScan SXと OmniScan MX2の両方を対
象としていることを意味します。

• 「OmniScan探傷器」という用語は、OmniScan MX2および OmniScan SX探傷
器の両方を意味します。

その他、関連する Evident文書

その他の OmniScan探傷器に関連する文書は、次のとおりです。

参考
はじめに
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OmniScan MXおよびMX2 — ユーザーズマニュアル
OmniScan MXと OmniScan MX2の使用方法に関する内容と手順について説明
しています 。 特に、OmniScanのハードウェアキーを使用してソフトウェアユー
ザーインターフェイスを操作する方法についてには、本書を参照してください。

OmniScan MX2 — スタートガイド
OmniScan MX2の使用をすぐに開始するために必要な情報が記載されている小
冊子です。

OmniScan SX — ユーザーズマニュアル
OmniScan SX探傷器の使用方法を理解するための操作に関する情報を説明して
います。

OmniScan SX — スタートガイド
OmniScan SXの使用をすぐに開始するために必要な情報が記載されている小冊
子です。
はじめに
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1. 探傷器の概要

OmniScan MXUのフロントパネルには、OmniScanソフトウェアを簡単かつ効率的
に操作するためのフロントパネルが付いています。  22ページの図 1-1  および 23ペー
ジの図 1-2 は、OmniScan MX2と OmniScan SXのフロントパネルおよびフロントパ
ネルに付いているキー類とインジケーターランプを示しています。 OmniScanでは、
USBキーボードおよび USBマウスを接続し、ユーザーインターフェイスを拡張する
ことが可能です。

本マニュアルでは、機能を有効にするためのハードウェア制御をキーと呼んでいま
す。 ボタンは、ソフトウェア制御に使用します。

参考
探傷器の概要
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図 1-1  OmniScan MX2のフロントパネルコントロール

メイン
コントロール
部（28ペー
ジの「メイン
コントロー
ル」を参照）

ファンクショ
ンキー
（30ページの
「OmniScan MX2
のファンク
ションキー」
を参照 )

電源キーヘルプキー

増加キー（30ページの
「OmniScan MX2インクリメン
トステップ」を参照）

電源
インジケー
ター
（41ページの
「電源インジ
ケータラン
プ」を参照）

アラームインジケータランプ
（43ページの「アラームイン

ジケータ」を参照）

タッチスクリーン
ディスプレイ

ファンクショ
ンキー

（30ページの
「OmniScan MX2
のファンク
ションキー」
を参照 )

データ収集イ
ンジケータラ

ンプ
（41ページの
「データ収集
インジケータ
ランプ」を参

照）
第 1章
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図 1-2  OmniScan SXのフロントパネルコントロール

1.1 OmniScan探傷器の起動

OmniScan探傷器を起動するには

1. OmniScanのフロントパネルの右下隅にある電源キー（ ）を 1秒間押し続け
ます。
OmniScanの電源インジケーターランプが点灯し、Evidentの壁紙と OmniScan
のロゴが入ったタッチスクリーンが表示されます。 続けて、自動的に OmniScan 
MXUソフトウェアが立ち上がります。

2. OmniScanのストレージカードに複数のプログラムがある場合には、画面の左側
に縦方向のボタンとして表示されたプログラムから、起動したいプログラムを選
択します。

メイン
コント
ロール部

ファンク
ションキー

電源キー

電源インジ
ケーターラ
ンプ

アラームインジケータランプ

タッチ
スクリーン
ディスプレ

イ

データ収集
インジケー
タランプ

ヘルプキー
探傷器の概要

 
23



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
a） 目的のプログラムを選択します。
b） 常に同じプログラムを使用する場合には、選択したアプリケーションを常に
起動しますを選択すると、起動時にプログラムの選択ステップをスキップす
ることができます。

c） 起動時にプログラムが選択できるように再設定したい場合には、全般設定 > 
探傷器 > カテゴリー = システムを選択した後、マニュアル起動を選択しま
す。

OmniScan MXUを起動すると、OmniScanのカードリーダーに挿入されているスト
レージカードから、OmniScanソフトウェアの読み込みが開始されます。

1.2 OmniScan MXUソフトウェアのシャットダウン

OmniScanの電源を切ると、自動的に OmniScan MXUソフトウェアが終了します。

OmniScan探傷器の電源を切るには

1. 電源キーを軽く押します。
「コマンドを選択してください」というメッセージが表示されます（24ページの
図 1-3を参照）。

図 1-3  シャットダウンボタン

2. シャットダウンを選択します。
設定の保存を確認するメッセージが表示されます（25ページの図 1-4を参照）。

参考
第 1章
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図 1-4  設定の保存

3. 設定を保存する場合は、はいを選択します。

また、電源キーを 10秒間押し続けて、OmniScanの電源をオフすることもできま
す。 ただし、この場合、設定は保存されません。

1.3 UT探触子および PAプローブを OmniScan MX2に接続

OmniScan MXUソフトウェアは、フェイズドアレイ（PA）モードと一般の超音波
（UT）モードの両方を搭載しています。 OmniScan MX2の後部パネルに適切なモ
ジュールを接続することによって、UT探触子または PAプローブを使用することが
できます。 26ページの図 1-5に示すように、UT探触子を UTコネクターに接続しま
す。 ここでは、ピッチキャッチ（P/C）モード用の二振動子型探触子を使用します。 
また、UT探触子をアダプター経由で PAコネクターに接続することもできます。

26ページの図 1-6に示すように、OmniScan MX2の PAコネクターに PAプローブ
を接続します。

参考
探傷器の概要
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図 1-5  UT探触子を接続するための必要要件

図 1-6  PAプローブを接続するための必要要件

一振動子型探触子
P/Eモード

二振動子型探触子
P/Cモード

または

または

フェーズドアレイ拡張ケーブル

UT探触子を
拡張ケーブルに

接続

PAプローブ

または

フェーズドアレイ
拡張ケーブル
第 1章
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1.4 UT探触子および PAプローブを OmniScan SXに接続

OmniScan MXUソフトウェアは、フェイズドアレイ（PA）モードと一般の超音波
（UT）モードの両方を搭載しています。 OmniScanの設定に応じて、UT探触子また
は PAプローブ、あるいはその両方を使用することができます。 27ページの図 1-7に
示すように、UT探触子を UTコネクターに接続します。 ここでは、ピッチキャッチ
（P/C）モード用の二振動子型探触子を使用します。

28ページの図 1-8に示すように、OmniScan SXの PAコネクターに PAプローブを
接続します。

OmniScan SX UTには、PAコネクターはありません。

図 1-7  PAプローブ接続

参考

一振動子型探触子
P/Eモード

二振動子型探触子
P/Cモード

または
探傷器の概要
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図 1-8  PAプローブ接続

1.5 メインコントロール

28ページの図 1-9にある 3つのメインコントロール部では、OmniScan MXUソフト
ウェアの全操作を行うことができます。

図 1-9  メインコントロール

• スクロールノブを時計回り、または半時計回りで回転することにより、必要なソ
フトウェアボタンを選択したり、パラメーター値を変更することができます。

PAプローブ

スクロールノブ

キャンセルキー

承認キー
第 1章
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• 承認キーを押すと、現在の選択項目が実行され、メニュー階層の次のレベルへ移
動することができます。

• キャンセルキーを押すと、現在の選択項目がキャンセルされ、メニュー階層の前
のレベルに戻ることができます。

スクロールノブ、承認キー、およびキャンセルキーは多機能に動作します。これら
の機能は、29ページの表 1に示すように操作状況に応じて選択されます。

メインコントロールによる値の編集
縦のリストは、スクロールノブを回転すると上下方向に移動します。 また、横のリス
トは、スクロールノブを回転すると左右方向に移動します。

表 1  さまざまな状況に対応するメインコントロール機能

コンテキ
スト

スクロールノブを
回転する

承認キーを押す キャンセルキーを押す

選択した
メニュー
ボタン

メニューリストを
スクロール

選択した
メニューボタンの
最初のサブメニューに
移動

前に選択した
メニューボタンに戻る

選択した
サブメ
ニュー
ボタン

サブメニューリストを
スクロール

選択したサブメニュー
ボタンの最初の
パラメータに移動

前に選択した
サブメニューボタンに
戻る

選択した
パラメー
ターボタ
ン

パラメーターボタンを
スクロール

パラメーターボタンの
値を選択または編集

前に選択した
サブメニューボタンに
戻る

選択した
パラメー
ター値

定義済みの
パラメーター値を
スクロール、または
パラメーター値を
増加 /減少

選択または編集した
パラメーター値を承認

パラメーター値の
選択または編集を
キャンセルし、パラ
メーターレベルに戻る
探傷器の概要
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数値によるパラメーター値フィールドでは、スクロールノブを回転して値を増加 /
減少します。

英数字によるパラメーター値フィールドでパラメーター値を 2回軽くタップするか、
承認キーを 2回押すと、ソフトウェアキーボードが開きます。

1.6 OmniScan MX2インクリメントステップ

OmniScan MX2のインクリメントキーは、編集モードで段階的に値を増加または減
少する場合に使用します。

増加キー )
フルスクリーンモードをオンにしたり、段階的に値を増加します。

減少キー )
フルスクリーンモードをオフにしたり、段階的に値を減少します。

1.7 OmniScan SXインクリメントステップ

OmniScan SXをお使いの場合には、編集モードで数値パラメーターを選択するとき
に、段階的に値を変更することができます。

数値パラメーターを段階的式に変更するには

1. パラメーターを軽く 2回タップするか、承認キーを 2回押すと、ソフトウェア
キーボードを開くことができます。

2. +∆または −∆ボタンを使用して、値を増加 /減少します（定義済みリストから選択
します）。

1.8 OmniScan MX2のファンクションキー

OmniScan MX2のフロントパネルの両側には、14個の多目的ファンクションキーが
あります（31ページの図 1-10を参照 )。
第 1章
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図 1-10  MX2キーパッドの機能

31ページの表 2は、各キーの機能を示します。 キーを押す時間の長さ（短めまたは
長めのキー操作）によって、異なる機能を有効にすることができます。

表 2  OmniScan MX2のキーショートカット 

キー 短めのキー操作 長めのキー操作
スキャン > 開始メニューにおける設定に
応じて、検査データ収集やエンコーダー
を再度開始します。

なし

探傷モードと解析モードを切り替えま
す。

なし

マルチグループ表示のオン /オフを切り
替えます。

なし

表示カーソルのパラメーターを設定しま
す。

測定 > カーソル > カテゴリーを
開きます。

表示範囲キー

シングルグループ /マルチグ
ループキー

消去 /表示、包絡線キー

プレイキー データ選択キー

カーソルキー

ファイル /開くキー

ゲインキー

開始キー

ゲートキー

一時停止キー

ズーム表示キー

保存 /印刷キー 電源キー
探傷器の概要
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ズーム表示の設定（カーソル間）に従っ
て、現在のビューの拡大表示 /縮小表示
を行います。 2回押すとズーム表示をリ
セットします。

なし

信号の包絡線とアラーム（オンの場合）
をリセットします。

信号の包絡線を有効または無効
にします。

ファイル > データ設定メニューでの設定
により、レポート、データ、または画像
を保存します。

なし

検査モードの動作は次のとおりです。
• PAグループを選択している場合は、
現在のフォーカルロウを選択します。

• UTグループが選択されている場合は
使用できません。
解析モードの動作は次のとおりです。
• PAグループが選択されている場合、
角度軸、スキャン軸、インデックス軸
の位置を選択します（該当する場合）。

UTグループが選択されている場合、ス
キャン軸およびインデックス軸の位置を
選択します（該当する場合）。

現在のグループを変更します。

信号のゲインを設定します。 UT設定メニューを開きます。

A-スキャン表示の開始位置を設定しま
す。

UT設定メニューを開きます。

A-スキャンの表示範囲を設定します。 UT設定メニューを開きます。

表示ゲートのパラメーターを設定しま
す。

ゲート /アラームメニューを開
きます。

ファイルブラウザーを開始します。 なし

表 2  OmniScan MX2のキーショートカット （続き）

キー 短めのキー操作 長めのキー操作
第 1章
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1.9 OmniScan SXのファンクションキー

OmniScan SXのフロントパネルの右側に並ぶキーパッドには、5個の多用途のファ
ンクションキーがあります（33ページの図 1-11を参照 )。

図 1-11  SXキーパッドの機能

33ページの表 3は、各キーの機能を示します。 キーを押す時間の長さ（短めまたは
長めのキー操作）によって、異なる機能を有効にすることができます。

表 3  OmniScan SXのキーショートカット 

キー 短めのキー操作 長めのキー操作
スキャン > 開始メニューにおける設定に応
じて、検査データ収集やエンコーダーを再
度開始します。

なし

探傷モードと解析モードを切り替えます。 なし

データ選択キー

プレイキー

一時停止キー

保存 /印刷キー

電源キー
探傷器の概要
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1.10 OmniScanファンクションキーをソフトウェアの
ファンクションショートカットとして使用

頻繁に使用するソフトウェア機能は、キーパッドを使用することで、迅速にアクセ
スすることが可能になります。

これらのキーを押すと、ほとんどの場合、画面の左上隅にポップアップボタンが開
きます（35ページの図 1-12を参照）。 このポップアップボタンでは、現在のメ
ニューやサブメニューの選択を変更することなく、また、現在のボタンを表示した
まま、パラメーター値をすばやく編集することができます。 スクロールノブを使って
パラメーター値を変更します。 キャンセルキーを使ってポップアップボタンを閉じま
す。

ファイル > データ設定メニューでの設定に
より、レポート、データ、または画像を保
存します。

なし

検査モードの動作は次のとおりです。
• PAグループを選択している場合
は、現在のフォーカルロウを選択
します。

• UTグループが選択されている場
合は使用できません。

解析モードの動作は次のとおりです。
• PAグループが選択されている場
合、角度軸、スキャン軸、イン
デックス軸の位置を選択します
（該当する場合）。

• UTグループが選択されている場
合、スキャン軸およびインデック
ス軸の位置を選択します（該当す
る場合）。

探傷モードでは、UT設定
（ゲイン、開始位置、範囲）を
選択します。

表 3  OmniScan SXのキーショートカット （続き）

キー 短めのキー操作 長めのキー操作
第 1章
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ポップアップボタンでは、1つまたは複数のパラメーターを変更することができま
す。 例えばゲインキーを押すだけで、ポップアップボタンにあるゲイン値を変更する
ことができます。 また、ゲートキーを繰り返し押すと（ポップアップが編集モードで
ないとき）、表示されているすべてのゲートの開始位置、幅およびしきい値にアクセ
スし変更することができます。

図 1-12  OmniScan MX2: ゲインファンクションキーのポップアップボタンの例

1.11 OmniScanファンクションキーによるパラメータ編集

次の手順では、ファンクションキーを使ってパラメータ値を編集する方法について
説明します。

ファンクションキーを使用しパラメータの値を編集するには

1. 編集したいパラメータのファンクションキーを押します（使用できるファンク
ションについては 31ページの表 2および 33ページの表 3を参照）。
左上隅に選択したファンクションキーに対応するポップアップボタンが現れま
す。または、対応するメニュー、サブメニュー、パラメータが選択されます。

2. 複数のパラメータがあるポップアップボタンでは、スクロールノブを回転し、目
的のパラメータを選択してから、承認キーを押します。 

3. ポップアップボタンの値を変更するには、次の手順に従います。

値を編集

増加 /減少ステップ
探傷器の概要
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 ポップアップボタンを 2回軽くタップし、仮想キーボードで値を入力します。 
また、承認キーを 2回押して仮想キーボードを開くこともできます。
または
ポップアップボタンを 1度タップし、スクロールノブを時計回りに回転し増
加させたり、反時計回りに回転し減少させながら、ステップ式にパラメータ
値を変更することも可能です。 必要に応じて、増加 /減少キーで、増加 /減
少ステップを変更します。 ノブを使用すると、仮想キーボードを表示するこ
とはできません。

4. 値の編集を中止するには、キャンセルキーを押します。
5. 編集した値を使用するには、次の手順に従います。

 承認キーを押します。
または
スクロールノブで値を変更した場合には、他のファンクションキーを押しま
す。
これにより、編集済みの値を承認し、関連するソフトウェア機能を有効にす
ることができます。
または
レイアウトの他の場所を押して仮想キーボード /ポップアップボタンを閉じ
て値を承認します。

1.12 タッチスクリーン

この項では、タッチスクリーン機能の使用方法について説明します。

全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = スクリーンおよびタッチスクリーン = オン /オフを
選択し、タッチスクリーンの有効 /無効の切替を行うことができます。

1.12.1 ソフトウェアキーボードでの値の入力
仮想キーボードを使ってパラメータの数値を入力することができます。

参考
第 1章
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仮想キーボードでパラメータの数値を入力するには

1. 仮想キーボードを使用するには、変更したいパラメータを 2回軽く叩きます。
2. #ボタンをタップして数値キーパッドを表示します（38ページの図 1-13を参照）。
3. 値を入力してから、仮想キーボードの承認キーをタップします。
または
スクロールノブを時計回りまたは反時計回りに回転し、値を増加 /減少させま
す。
または
上向きまたは下向き矢印を使って登録済みの値を上げたり下げたりします。

4. カーソルの左側の文字を消去するには、仮想キーボードの削除ボタンをタップし
ます。

5. お使いの OmniScanモデルによっては、次の操作を行います。

6. 編集した値を承認するには、OmniScanの承認キーか、仮想 OmniScanの承認
キーか、仮想キーボードの承認ボタンを押します。

7. 前回選択した値を元に戻すには、OmniScanのキャンセルキーか、仮想キーボー
ドのキャンセルボタンを押します。

MX2 SX

 増加 /減少キーを押し、ステップ式に値
を変更します。

 ステップ式に値を変更するには：

a） パラメーター値を 2回軽くタップす
るか、承認キーを 2回押すと、仮想
キーボードを開くことができます。

b） +∆または −∆ボタンを使用して、値
を増加 /減少します（定義済みリス
トから選択します）。
探傷器の概要
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図 1-13  数値キーパッドを備えた仮想キーボード（左）または数値キーボードなしの
仮想キーボード（右）

仮想キーボードは、画面上のどの位置にでも移動することができます。 これを行うに
は、仮想キーボードのインターフェイスをタップしてそのまま保持し、次に目的の
位置にドラッグします。

1.12.2 タッチスクリーンの使用
この項では、タッチスクリーン機能の使用方法について説明します。

ゲートやカーソルの選択ゾーンが重複してしまう場合があります（39ページの
図 1-14参照）。 重複している位置でカーソルまたはゲートを選択する場合は、基準、
カーソル、測定カーソル、データカーソル、ゲート A、ゲート B、ゲート Iの順で選
択されます。

ヒント

重要
第 1章
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図 1-14  選択ゾーンが重複している例

ズーム表示を使用するには

ズームの開始位置は、ゲートやカーソルがない区域内にします。

1. その区域を拡大表示するには、斜めにドラッグします。
2. 縦軸方向に拡大表示するには、指を縦方向に動かします。
3. 横軸方向に拡大表示するには、指を横方向に動かします。

ズーム表示した画面をパノラマ表示にするには

 パノラマ表示したい軸のスクロールボックスをタップし、ノブを使ってズーム表
示した領域に移動します。

カーソルを使用するには

1. ポップアップボタンを表示するには、カーソルをタップします。
2. カーソルを変更するには、対象となるカーソルをタップします。
3. 最後に使用したカーソルを移動する場合には、ビューの上を 2回タップします。
探傷器の概要
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ゲートを使用するには

1. 編集モードでゲートの開始位置パラメータのポップアップボタンを開くには、
ゲートの左端をタップします。

2. 編集モードでゲートのしきい値パラメータのポップアップボタンを開くには、
ゲートの中央をタップします。

3. 編集モードで、ゲートの幅を開くには、ゲートの右端をタップします。

ゲートが短すぎる場合には、その位置をタップすることができないこともあります。 
表示される目印は、使用可能なゲート部分を示します（40ページの図 1-15を参照）。

図 1-15  ゲート上に表示される目印

1.13 インジケータ

OmniScanフロントパネルには 3種類のインジケータランプがあります (各位置は
22ページの図 1-1 を参照 )。

参考
第 1章
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• 電源インジケータ
• データ収集インジケータ
• アラ－ムインジケータ

1.13.1 電源インジケータランプ
電源インジケータは、電源キーの上にあります（41ページの図 1-16参照）。 電源イ
ンジケータの色により、OmniScanの電源の状態を確認できます（41ページの表 4
参照 )。

図 1-16  電源インジケータ

1.13.2 データ収集インジケータランプ
データ収集インジケータランプは、プレイキーの下にあります（42ページの図 1-17
または 42ページの図 1-18を参照）。 データ収集インジケータの色により、OmniScan
のデータ収集モードを知らせます（43ページの表 5参照 )。

表 4  OmniScanの電源インジケータの意味 

電源インジケータの
色 電源の状態 説明

消灯 オフ 正常

緑色 オン • 正常
• バッテリーは充電中です。

オレンジ色点滅 オフ バッテリーは充電中です。

オレンジ色 オフ バッテリー の充電が完了しています。

赤色点滅 オン /オフ 危険な状態（異常高温、低バッテリー残
量など）です。

電源インジケータランプ

電源キー
探傷器の概要
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図 1-17  OmniScan MX2データ収集インジケータランプ

図 1-18  OmniScan SXデータ収集インジケータランプ

データ収集
インジケータ

ランプ

データ収集
インジケータ
ランプ
第 1章

 
42



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
1.13.3 アラームインジケータ
3つのアラームインジケータランプ（1、2、3）は、フロントパネルの上部右隅にあ
ります（22ページの図 1-1または 23ページの図 1-2を参照）。 関連するアラーム条
件が適合する場合は、アラームインジケータが赤色に変ります。 詳細については、
318ページの「ゲート /アラームメニュー」を参照してください。

1.14 ハードウェア制御によりメニューを操作

OmniScanでは、ソフトウェアメニュー、サブメニュー、パラメータボタンなどの
階層の移動操作を、さまざまな方法で行うことができます。 パラメータ値を入力・編
集したり、ショートカットメニューを開いたりするのにも、さまざまな方法で行う
ことができます。 OmniScanのタッチスクリーンを使えば、画面上を直接押すだけで
簡単にボタンを選択することができます。 また、フロントパネルにあるコントロール
部、外部 USBキーボード、マウスも使用することができます（43ページの表 6～
46ページの表 12を参照）。

表 5  データ収集インジケータの意味

データ収集
インジケータの色 データ収集のステイタス データ収集モード

消灯 連続データ収集
（オシロスコープ表示と
類似）

探傷モード

オレンジ色 • データ収集を
一時停止中

• 取得済みのデータの
解析が可能

解析モード

表 6  メニュー一覧からメニューを選択

方法 アクション

タッチスクリーン メニューボタンを押した後、メニューの一覧から目的の
メニューを選択します。
探傷器の概要
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メインコントロール 現在メニューレベル以外にいる場合には、メニューの一
覧が表示されるまで繰り返しキャンセルキーを押します。 
スクロールノブを使って目的のメニューを選択し、承認
キーを押します。

USBキーボード メニュー一覧が表示されるまで、ESCを繰り返し押しま
す。 
矢印キーを使って目的のメニューを選択し、ENTERを押
します。

マウス メニューボタンを押し、メニュー一覧を表示します。 一覧
から目的のメニューをクリックします。

表 7  メニューからサブメニューの選択 

方法 アクション

タッチスクリーン 目的のサブメニューボタンをタップします。

メインコントロール スクロールノブを使って目的のサブメニューを選択し、
承認キーを押します。

USBキーボード 矢印キーを使用し、目的のサブメニューを選択し、
EENTERを押します。

マウス 目的のサブメニューボタンをクリックします。

表 8  サブメニューからパラメータを選択 

方法 アクション

タッチスクリーン 目的のパラメータボタンをタップします。

メインコントロール スクロールノブを使って目的のパラメータを選択し、承
認キーを押します。

USBキーボード 矢印キーを使ってパラメータを選択した後、EENTERを
押します。

表 6  メニュー一覧からメニューを選択（続き）

方法 アクション
第 1章
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マウス 目的のパラメータボタンをクリックします。

表 9  パラメータの一覧から値を選択

方法 アクション

タッチスクリーン 目的の値をタップします。

メインコントロール スクロールノブを使用して目的の値を選択し、承認キー
を押します。

増加 /減少キー
（OmniScan MX2
のみ）

増加 /減少キーを使用し、目的の値を選択します。 承認
キーを押し選択を承認します。

USBキーボード 矢印キーを使用して、目的の値を選択し、ENTERを押し
ます。

マウス 目的の値をクリックします。

表 10  1レベル戻る、または選択をキャンセル 

方法 アクション

メインコントロール キャンセルキーを押します。

USBキーボード ESCを押します。

表 11  編集フィールドでの値の入力 

方法 アクション

メインコントロール 29ぺージの「メインコントロールによる値の編集」を参
照してください。

表 8  サブメニューからパラメータを選択 （続き）

方法 アクション
探傷器の概要
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本ユーザーズマニュアルで使用する基本的な入力方式はタッチスクリーン方式です。

増加 /減少キー
（OmniScan MX2
のみ）

増加 /減少キーを使用し、ステップ式に変更します。

USBキーボード 英数字キーで目的の情報を入力してから、ENTERを押
し、編集フィールドを終了します。 何も変更せずに編集
フィールドを終了したい場合には、ESCを押します。

マウス マウスは、編集フィールドの選択のみに使用できます。 し
たがって、データを入力するには、他の方法を使用する
必要があります。

表 12  ショートカットキーを開く 

方法 アクション

タッチスクリーン 適切な位置をタップしたまま押さえます（66ページの
「ゲイン」を参照）。

マウス 適切な位置を右クリックします。

表 11  編集フィールドでの値の入力 （続き）

方法 アクション

重要
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2. ソフトウェアユーザーインターフェイス

この章では、OmniScan MXUソフトウェアユーザーインターフェイスの一般的な仕
様について説明します。 59ページの「インターフェイスの主な機能」は、概要を示
しています。 フルスクリーンモードで使用可能なショートカットメニューの詳細は、
48ページの「ショートカットメニュー」で説明します。

図 2-1  ユーザーインターフェイスのスクリーンショット画像の例
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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2.1 ショートカットメニュー

フルスクリーンモードが有効な場合にも、ショートカットを使用すれば、ソフト
ウェアの主要な機能にすばやくアクセスすることができます。

2.1.1 タイトルバーショートカットメニュー
タイトルバーショートカットメニューは、次の操作に使用することができます（49
ページの図 2-2を参照）。

• メニュースクリーンモードとフルスクリーンモードの切替
• 現在のグループ（シングル）または全グループ（マルチ）を同時に表示
（OmniScan MX2のみ）

• 使用可能なレイアウトのいずれかを表示（レイアウトは、選択されている技術に
よる）

• スキャン軸、インデックス軸、角度データカーソルを選択
• 他のオプションの表示 /非表示
• 欠陥指示の管理
• エンコーダーまたはデータソースオプションの変更
• スキャンおよび設定構成の変更
第 2章
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図 2-2  タイトルバーショートカットメニュー

2.1.1.1 メニュースクリーンモードとフルスクリーンモード

メニュースクリーンモードとフルスクリーンモードを切り替えるには

1. タイトルバーのモードセクションをタップします（左上の 49ページの図 2-2を
参照）。
タイトルバーショートカットメニューが現れます。

2. フルスクリーンモードを有効にするには、フルスクリーンを選択します。
3. メニュースクリーンモードに戻るには、タイトルバーをタップし、メニュースク
リーンを選択します。

編集モードでない場合に限り、増加 /減少キーを使ってフルスクリーンのオン /オフ
の切替も可能です（OmniScan MX2のみ）。

メニュー
スクリーン
モードを

フルスクリー
ンモードに
切り替えるに

は

現在のグルー
プまたは
全グループを
同時に
表示するには

使用できる
レイアウトの

一覧

参考
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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2.1.1.2 シングル表示またはマルチグループ表示（OmniScan MX2のみ）

OmniScan MXUソフトウェアでは、現在のグループ（シングル）またはマルチグ
ループ（マルチ）を同時に表示することができます。

マルチグループ表示機能は、最大 8つまでのグループを組み合わせて表示すること
ができる機能です。 なお、フェーズドアレイを使用する場合は、リニアスキャンまた
はセクタスキャンのいずれかで最大 6つのグループを表示できます。 TOFDおよび一
般超音波（UT）を使用する場合は、UTコネクターまたは PAコネクターで最大 4
つのグループを表示できます。

シングルグループ表示とマルチグループ表示を切り替えるには

1. タイトルバーのモードセクションをタップします。
タイトルバーショートカットメニューが現れます。

2. 現在のグループを表示するには、シングルを選択します。
3. マルチグループを表示するには、マルチを選択します。

• 現在のグループを表示している場合（シングル）、メニュースクリーンおよびフ
ルスクリーンモードの両方を使用することができます。

• マルチグループを表示している場合（マルチ）、フルスクリーンモードが自動的
に有効になります。

2.1.1.3 レイアウトの選択

レイアウトを選択 することにより、頻繁に使用するビューを組み合わせて表示する
ことができます。

レイアウトおよびビューに関する詳しい内容は、73ページの「スキャン、ビュー、
レイアウト」を参照してください。

参考

参考
第 2章
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タイトルバーショートカットメニューでレイアウトを選択するには

1. タイトルバーのレイアウトセクションをタップします。
2. タイトルバーショートカットメニューで、表示したいレイアウトを選択します。

単数のグループを表示する場合は、レイアウトの組み合わせが次のビューから構成
されます。

• A（A-スキャン )
• B（B-スキャン )
• C（C-スキャン )
• D (D-スキャン )
• S（S-スキャン )
• E（端面図）
• R (レイトレーシング )

マルチグループを表示する場合は（OmniScan MX2のみ）、可能なレイアウトは次の
とおりです。

• A-C-End（PA結合）：PAグループの C-スキャン、結合されたすべてのグループ
の端面図、現在選択されているグループの A-スキャンを表示します。

• A-C-S (PA)：PAグループの S-スキャンおよび C-スキャン、現在選択されている
グループの A-スキャンを表示します。

• A-B (UT)：UT/TOFDグループの A-スキャンおよび B-スキャンを表示します。
• A-B-S (PA-UT)：PAグループの S-スキャン、UT/TOFDグループの B-スキャン、
現在選択されているグループの A-スキャンを表示します。

• A-B-C（PA-UTスクロール）：PAグループの C-スキャン、UT/TOFDグループの
B-スキャン、 現在選択されているグループの A-スキャンを表示します。

• A-S (PA): 現在選択されているグループの S-スキャンおよびA-スキャンを表示し
ます。

グループは、実際にご使用中のスキャナー構成および補正値に基づいたレイアウト
で表示されます。

参考
ソフトウェアユーザーインターフェイス

 
51



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
2.1.1.4 グループ選択セクション（OmniScan MX2のみ）

グループを選択するには

1. タイトルバーのグループをタップします（49ページの図 2-2を参照）。
使用可能なグループの一覧が表示されます。

2. 一覧から目的のグループを選択します。

複数のグループセットアップがある場合は、グループ名を変更したい場合は次のよ
うにします。 

1. タイトルバーのグループをタップしたまま押します。
2. 仮想キーボードを使って希望する名前を入力します。

2.1.1.5 スキャンセクション

スキャン軸データカーソルの位置を調整するには

1. タイトルバーのスキャンをタップします（49ページの図 2-2を参照）。
2. スクロールノブで、スキャンデータカーソルの位置を調整します。

スキャンエンコーダーオプションにすばやくアクセスするには

 タイトルバーのスキャンをタップしたまま押します。
オプションリストが表示されます（詳細は 345ページの「エンコーダーサブメ
ニュー」を参照）。

スキャン構成メニューにすばやくアクセスするには

1. タイトルバーのスキャンをタップしたまま押します。
2. スキャン構成を選択します。
詳細については、363ページの「スキャン構成メニュー」を参照してください。

ヒント
第 2章
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2.1.1.6 インデックスセクション

インデックス軸データカーソルの位置を調整するには

1. タイトルバーのインデックス軸をタップします（49ページの図 2-2参照）。
2. スクロールノブで、インデックス 軸データカーソルの位置を調整します。

インデックスエンコーダーオプションにすばやくアクセスするには

 タイトルバーのインデックス軸をタップしたまま押します。
オプションリストが表示されます（詳細は 345ページの「エンコーダーサブメ
ニュー」を参照）。

スキャン構成メニューにすばやくアクセスするには

1. タイトルバーのインデックス軸をタップしたまま押します。
2. スキャン構成を選択します。
詳細については、363ページの「スキャン構成メニュー」を参照してください。

2.1.1.7 角度 /VPAセクション

角度 /VPAデータカーソルを調整するには

1. タイトルバーの 49ページの図 2-2角度 /VPAをタップします（参照）。
2. スクロールノブで、角度 /VPAカーソルの位置を調整します。

A-スキャンデータソースをすばやく変更するには

1. タイトルバーの角度 /VPAをタップしたまま押します。
2. 標準または最高 (%) データソースを選択します（詳細は 304ページの「A-ス
キャン設定サブメニュー」を参照）。

設定構成メニューにすばやくアクセスするには

1. タイトルバーの角度 /VPAをタップしたまま押します。
2. 設定構成を選択します。
詳細については、360ページの「設定構成メニュー」を参照してください。
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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2.1.1.8 オプションの表示 /非表示

オプションを表示 /非表示にするには

1. タイトルバーのオプションをタップします（49ページの図 2-2参照）。
使用可能なオプションの一覧が表示されます。

2. 表示したいオプションを選択します。

2.1.2 表示エリアショートカットメニュー
表示エリアショートカットメニューは、現在のビューに連結したパラメータにすば
やくアクセスすることができます。

表示エリアショートカットメニューにアクセスするには

 表示エリアをタップしたまま押します。

すべての表示エリアショートカットメニューで使用できるパラメータは次のとおり
です。

• データカーソルを設定
• 基準カーソルを設定
• 測定カーソルを設定

A-スキャンで使用できるパラメータは次のとおりです。

• 包絡線オン
• 包絡線消去
• ウェッジ遅延と PCS（TOFDのみ）
• ラテラル波同期（TOFDのみ） 
• ラテラル波同期リセット（TOFDのみ）

B-スキャンで使用できるパラメータは次のとおりです。

• スキャン軸補正値
• ウェッジ遅延と PCS（TOFDのみ）
• エクスポート（OmniPCのみ）
• 全てエクスポート（OmniPCのみ）
• ラテラル波同期（解析モード、TOFDのみ）
第 2章
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• ラテラル波同期リセット（解析モード、TOFDのみ）

校正を行うと、ウェッジ遅延と PCSパラメータ（A-スキャン、B-スキャン、超音波
軸のショートカットメニューに表示）は、最後に実行された校正（ウェッジ遅延、
ウェッジ遅延と PCS、または音速とウェッジ遅延）と同じタイトルになります。

C-スキャンで使用できるパラメータは次のとおりです。

• スキャン軸補正値パラメータ
• C-スキャンソース選択
• 厚さソース選択
• エクスポート（解析モード）

S-スキャンで使用できるパラメータは次のとおりです。

• インデックス軸補正値
• スキュー角左 (90°)
• スキュー角右（270°）

2.1.3 測定値フィールドのショートカットメニュー
測定値ショートカットメニューは、次の操作で使用することができます。

• 測定値リストを選択する
• 測定値を変更する
• ゲインパラメータを変更する
• インジケータを管理する
• ファイルを管理する

測定値ショートカットメニューを使用するには

1. 測定値フィールドをタップしたまま押します。
測定値ショートカットメニューが現れます（56ページの図 2-3参照）。

参考
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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図 2-3  測定値ショートカットメニュー

2. 測定値リストを選択するには
a） 測定値ショートカットメニューで測定値リストの選択を選択します。
b） モード選択ダイアログボックスの左側にあるリストから、必要な測定モード
を選択した後、選択を押します。

3. 測定値フィールドを選択し、変更するには
a） 測定値フィールドで、変更したい測定値をタップしたまま押します。
b） 測定値ショートカットメニューで測定値選択を選択します。
c） ダイアログボックスの左側のリストから、目的の測定値カテゴリーを選択し
た後、ダイアログボックスの右側のリストから表示する測定値を選択しま
す。

d） 選択を選択します。
4. 指示を追加するには

a） 測定値フィールドで、測定値をタップしたまま押します。
b） Add Indication（指示の追加）を選択します。

5. 指示を削除するには
a） 測定値フィールドで、測定値をタップしたまま押します。
b） Delete Last indication（最後の指示の削除）を選択します。

ファイルマネージャーのショートカットメニューを使用するには

1. ファイル名領域をタップし、そのまま押し続けます。
ファイルマネージャーのショートカットメニューが現れます（57ページの図 2-4
参照）。

測定値
ショート
カット
メニュー
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図 2-4  ファイルマネージャーのショートカットメニュー

2. セットアップ（探傷モード）をロードする場合、データファイル（解析モード）
をロードする場合、レポートをプレビューする場合、および、その他ファイルマ
ネージャーのメニューを選択する場合には、ファイル名をタップしたまま押し
て、次に、ファイルマネージャで実行したいメニューを選びます。
データ収集モードでは、開く、別名で保存（セットアップの保存）、プレビュー
のレポート、画面印刷、画像の保存、およびファイル名を選択することができま
す。
解析モードでは、開く、保存（データの保存）、プレビューのレポート、画面印
刷、画像の保存、およびファイル名を選択することができます。

画像印刷は、画面全体をキャプチャします。 画像の保存は、データ画面（表示）領域
の保存のみを行い、ファイル > 画像 >保存を選択することで同じ結果を得ることが
できます。

システムショートカットメニューを使用するには

1. 表示内のMXUバージョン領域をタップしたまま押します。
システムショートカットメニューが現れます（58ページの図 2-5参照）。

参考
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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図 2-5  システムショートカットメニュー

2. システムパラメータを変更するには、システムショートカットメニューリストか
ら 1つの項目を選択します。
ここでは、インチ /ミリメートル、屋内設定 /屋外設定、およびシステム情報を
選択することができます。

2.1.4 データ収集パラメーターの調整
データ収集パラメータのショートカットメニューでは、データ収集の一時停止、ス
キャンのリセット、ゲインの調整、またはデータ収集速度の調整を行うことができ
ます。

データ収集パラメータを調整するには

1. データ収集を開始または一時停止するには、プレイ /一時停止ボタンをタップし
ます（左の 58ページの図 2-6を参照）。

図 2-6  データ収集パラメーター

2. スキャンをリセットするには、プレイ /一時停止ボタンをタップし、そのまま押
し続けます。
ここでは、すべてをリセット、データのリセット、およびエンコーダーのリセッ
トを選択することができます。

3. ゲイン値を調整するには、データ収集中にゲインボタンをタップします。
4. 使用可能なオプション 基準オン /オフおよび基準に設定から選択するには、デー
タ収集中にゲインボタンをタップして、そのまま押し続けます。
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5. 減衰ゲインを調整するには、解析中にゲインボタンをタップします。
6. データ収集速度値を調整するには、データ収集速度ボタンをタップします。

2.2 インターフェイスの主な機能

59ページの図 2-7は、OmniScan MXUソフトウェアのユーザーインターフェイスの
主要構成を示しています。

図 2-7  OmniScan MXUソフトウェアウィンドウの構成要素

ステイタスインジ
ケータ

（67ページの「ス
テイタスインジ
ケータ」を参照）

測定値フィールド（65ページの「測定値フィールド領域」を参照 )

サブメニューボタ
ン（60ページの
「OmniScan MXUの
ソフトウェア操
作」を参照）

パラメータボタン（60ページの「OmniScan MXUのソ
フトウェア操作」を参照 )

メニューボタン
（60ページの

「OmniScan MXUの
ソフトウェア操
作」を参照）

データ表示画面（73ページの
「データ表示画面」を参照）
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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本ユーザーズマニュアルの OmniScan MXUソフトウェアのスクリーンショットは、
室内での使用を目的とした設計による既定の画面表示色で表示されています。 屋外の
作業用に、別の画面配色を選択することも可能です。 背景は白または薄い色で、テキ
ストは黒色または暗い色で表示されています。 全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = スク
リーンを選択した後、画面表示色で、目的の画面表示色を選択します。

2.3 OmniScan MXUのソフトウェア操作

61ページの図 2-8は、OmniScan MXUソフトウェアの 3つのメニューレベルと、系
統的にメニュー、パラメータボタン、パラメータ値の入力や選択を行うために、本
ガイドで用いる操作構文について示しています。 例えば、ゲート /アラーム > ゲー
ト > 開始は、ゲート /アラームメニュー、ゲートサブメニュー、開始パラメータを選
択することを示します。

参考
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図 2-8  メニューの階層と操作構文

メニュー階層で、ボタンの背景が薄い色で表示されている場合は、そのボタンが選
択されており、特定のメニューが有効になっています。 メニューレベルであるボタン
をフォーカスすると、データ表示領域の上に、一時的にメニューリストを縦に表示
します。 メニューボタンの下、画面の左側に縦方向にサブメニューボタンが表示され
ます。 パラメータボタンが画面の下部に表示されます。

2.3.1 OmniScan MXUソフトウェアの操作

次に、OmniScan MXUソフトウェアのユーザーインターフェイスにおけるメ
ニュー、サブメニュー、パラメータボタンの選択方法について説明します。

OmniScan MXUソフトウェアを操作するには

1. 希望するメニューボタンを選択します。

メニュー > サブメニュー > パラメータ = 値
注記：完全な手順については、61ページの「OmniScan MXUソフトウェアの操作」 を参照して
ください。
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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メニュー一覧が、選択したボタンの右側に現れます（61ページの図 2-8を参
照）。

2. 手順に従ってメニュー一覧から希望する項目を選択します。
 タッチスクリーンで目的の項目をタップします。
または
スクロールノブを回転して、承認キーを押します。
または
増加 /減少キーを使い、目的の項目を選択してから、承認キーを押し選択を
承認します（OmniScan MX2のみ）。
または
USBマウスで、目的のメニュー項目をクリックします。

ソフトウェアは、すぐに、選択したメニュー項目に対応する機能にサブメニュー
ボタンの機能を再度割り当てます。

3. ステップ 2の方法で、希望するサブメニューボタンを選択します。
ソフトウェアは、すぐに、選択したサブメニューに対応する機能にパラメータの
機能を再度割り当てます。

4. ステップ 2の方法で、希望するパラメータボタンを選択します。
5. メニュー、サブメニュー、パラメータおよび値の階層で、1レベル戻るには、
キャンセルキーを押します。

2.3.2 メニュー配列
メニュー項目、サブメニュー、パラメータボタンの配列は、標準の使用手順に従っ
て表示されます。 メニューは、セットアップ、構成、探傷の 3つのグループに分けら
れます（63ページの図 2-9を参照）。
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図 2-9  メニュー項目グループ

2.3.2.1 セットアップを定義するためのメニュー

次のメニューは、セットアップを定義するために使用します（107ページの「セット
アップ操作手順」を参照）。

ウィザード
このメニューを使用し、アプリケーションセットアップを作成します。 ステップ
式の操作により、該当するパラメータ値の入力や変更漏れを防ぐことができま
す。 ヘルプ画面は、パラメータを調整する方法を説明します。 このメニューには、 
セットアップ作成の重要項目である校正ウィザードをステップ式に行います。

グループ /探触子と試験体
このメニューでは、単数または複数のグループの定義（OmniScan MX2のみ）
およびセットアップウィザードで既に定義した探触子や試験体に関するパラメー
タの微調整を行います。 詳細については、329ページの「グループ /プローブと
試験体メニュー」を参照してください。

探傷に使用するメニュー（詳
細は 64ページの「探傷に使用
するメニュー」を参照）

構成に使用するメニュー
（詳細は 64ページの「設定

メニュー」を参照）

セットアップを定義するため
のメニュー（詳細は 63ペー
ジの「セットアップを定義す
るためのメニュー」を参照）
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フォーカルロウ
このメニューでは、フォーカルロウウィザードで定義したフォーカルロウに関す
るパラメータの微調整などを行います。 詳細については、340ページの「フォー
カルロウサブメニュー（PAグループのみ )」を参照してください。

2.3.2.2 探傷に使用するメニュー

次のメニューは、探傷時に使用します（使用に関する詳細は、169ページの「探傷手
順」を参照）。

UT設定
このメニューには、ゲインパラメータ、パルサー /レシーバーパラメータなど、
探傷中に定期的に変更が必要なパラメータがあります（詳細内容は、267ページ
の「UT設定メニュー」を参照）。

測定
このメニューには、さまざまな測定ツールに関するパラメータがあります（詳細
内容は 280ページの「測定メニュー」を参照）。

表示
このメニューには、データビューおよび画面の表示情報に関するパラメータがあ
ります。

サイジング
このメニューには、サイジング機能の選択や設定に関するパラメータがあります
（DAC、リニア DAC、TCG、AWSおよび DGS）。 詳細については、309ページ
の「サイジングメニュー」を参照してください。

ゲート /アラーム
このメニューには、ゲート、アラーム、出力信号の設定に関するパラメータがあ
ります（詳細内容は、318ページの「ゲート /アラームメニュー」を参照）。

スキャン
このメニューでは、ウィザードで最初に定義したスキャンに関連するパラメータ
の調整を行います。 詳細については、343ページの「スキャンメニュー」を参照
してください。

2.3.2.3 設定メニュー

次のメニューは、OmniScan MXUソフトウェアおよびハードウェアを設定するため
に使用します（詳細は 95ページの「全般的な操作手順」 を参照）。
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ファイル
このメニューでは、ファイルを開く /保存、検査レポートのフォーマット化や作
成を行います（詳細は 251ページの「ファイルメニュー」を参照）。

全般設定
このメニューには、通常、OmniScanの操作開始時に設定する機器構成に関する
さまざまなパラメータがあります。 例としては、測定単位（ミリメートルまたは
インチ）、日付および時間（詳細は 350ページの「全般設定メニュー」参照）な
どがあります。 また、お使いのプローブの特性を設定する FFTユーティリティを
含みます。

2.4 測定値フィールド領域

測定値フィールドは、OmniScan MXUソフトウェアのユーザーインタ -フェイスの
上部に位置しています（65ページの図 2-10を参照）。

図 2-10  測定値フィールドとデータ表示画面
ソフトウェアユーザーインターフェイス

 
65



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
66ページの図 2-11は、使用可能なあらゆるパラメータと測定値フィールドを示して
います。また、その詳細情報に関する本マニュアルの参照ページを示しています。 66
ページの図 2-12 は、測定値フィールドで確認できる情報を示しています。

図 2-11  測定値フィールド領域のパラメータ

図 2-12  測定値フィールドの表示情報

2.5 ゲイン

信号に適用されたゲイン値は、重要なパラメータです。 すべてのフォーカルロウに適
用されるゲイン値は、測定値フィールド領域の左上隅に表示されます（66ページの
図 2-11を参照）。 67ページの図 2-13 は、ゲイン値フィールドに表示される情報を示
しています。

ソフトウェア
バージョン

データ収集速度
インジケータ

（269ページの「パルサー
サブメニュー」を参照）

セットアップ名
（99ページの「セッ
トアップファイル
を開く」を参照）

ゲイン値
（66ページの「ゲ
イン」を参照）

現在の日時
（タイトルバーに
表示されない場合は

95ページの「日付と時刻
の設定」を参照）

スキャン探傷パラメータ
（画像のタイトルバーに
は表示されていません）

測定値フィールド（187ページの
「測定値フィールドの設定」および

282ページの「測定値サブメ
ニュー」を参照 )

MXU ‒ 4.4R1

パラメータ識別子 パラメータ単位

超音波パラメータ値ゲートモード（319ページの
「ゲートサブメニュー」を参照）
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図 2-13  ゲイン値フィールド

UT設定 > 詳細設定 > 基準 dB パラメータをオンにすると、ゲイン値フィールドに
は、2種類の値が表示されます（67ページの図 2-14を参照）。 基準 dBをオンに設定
すると、現在のゲイン値が基準ゲインとなります。 ゲイン値の変更を示すため、調整
ゲイン値が表示されます。 基準値が有効な場合は、全フォーカルロウに適用するゲイ
ン値は、基準ゲインと調整ゲインを加算した合計値になります。基準 dBの詳細につ
いては、279ページの「詳細設定サブメニュー」を参照してください。 

解析モードでは、減衰ゲインパラメータを調整できます。 このパラメータでは、デー
タ収集が完了した後に、単一の振幅を調整することができます。 調整範囲は 0～
10dBです。

図 2-14  基準値が有効な状態のゲイン値フィールド

2.6 ステイタスインジケータ

ステイタスインジケータは、OmniScanの現在の状態を示します。 このインジケータ
は、メニュースクリーンモードの左下隅にあります。

68ページの図 2-15は、ステイタスインジケータの例を示します。

ゲイン値

ゲイン単位

基準ゲイン 調整ゲイン
ソフトウェアユーザーインターフェイス

 
67



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
図 2-15  ステイタスインジケータの例

68ページの表 13 は、ステイタスインジケータとその意味を示す一覧です。

表 13  ステイタスインジケータとその意味 

インジケー
タ 意味

通常の A-スキャンモードが有効です。

すべてのフォーカルロウモードは、表示 > A-スキャン設定 > デー
タソース = すべてのフォーカルロウを選択した場合に有効です
（304ページの「データソース ?を参照）。

A-スキャン追従モードは、表示 > A-スキャン設定 > データソー
ス = 最大信号または最小肉厚の場合に有効です（304ページの
「データソース ?を参照）。

ゲート Aのデータは記号内のスキップ数です。

C--スキャンのデータは第 4スキップ以降にあります。

距離振幅特性曲線（DAC）が有効です（310ページの「種類サブ
メニュー」を参照 ）。

リニア距離振幅特性曲線（DAC）が有効です（310ページの「種
類サブメニュー」を参照 ）。

検査対象領域上のデータポイント数が、ピクセル数を超えていま
す（91ページの「圧縮機能」を参照）。

セットアップステイタス
（68ページの表 13を参照）

電源状態 /バッテリー充電 /AC接続
（70ページの「バッテリー充電インジ

ケータ」を参照）
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時間補正ゲイン（TCG）が有効です（310ページの「種類サブメ
ニュー」を参照）。

時間補正ゲイン（TCG）が有効ですが、ダイナミックゲインの範
囲を超えています（317ページの「DACカーブと TCGカーブの
パラメータ」を参照）。

DGSが有効です（310ページの「種類サブメニュー」を参照）。

基準モードが有効です。

データ収集同期は、クロックモードに設定されています。 

データ収集同期は、エンコーダーモードに設定されています。

このインジケータは、OmniScanの内部の温度を摂氏（℃）で表
示します。

 （黄色） 感度が校正されていません。

 （緑色） 感度が校正されています。

 （緑色）
感度は、2つまたは 3つの選択した角度 /VPAで校正されており、
校正された角度 /VPAは、補間されています。

 （黄色）
TOFDが校正されていません。

 （緑色）
TOFDが校正されています。

 （黄色） 材料音速が校正されていません。

 （緑色） 材料音速が校正されています。

 （黄色） ウェッジ遅延が校正されていません。

表 13  ステイタスインジケータとその意味 （続き）

インジケー
タ 意味
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2.7 バッテリー充電インジケータ

OmniScan MX2には、2つのバッテリー充電インジケータが備わっています。 
OmniScan SXのインジケータは 1つです。 インジケータには、バッテリーの残量が
表示されます（70ページの図 2-16または 70ページの図 2-17を参照）。

図 2-16  OmniScan MX2のバッテリー充電状態の例

図 2-17  OmniScan SXのバッテリー充電状態の例

予想稼動時間は、バッテリーステイタス内に hh:mm形式（時 :分）で表示されま
す。

バッテリーステイタスインジケータの充電インジケータ（バー）は、バッテリーに
残っているおおよその電力残量を示します。 71ページの表 14は バッテリーインジ
ケータのさまざまな状態を示しています。

 （緑色） ウェッジ遅延が校正されています。

 （緑色）
ウェッジ遅延は、2つまたは 3つの選択した角度 /VPAで校正され
ており、校正された角度 /VPAは、補間されています。

表 13  ステイタスインジケータとその意味 （続き）

インジケー
タ 意味
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• 操作するには容量が少なすぎるバッテリーで OmniScanを起動しようとすると、
電源インジケータが約 3秒間すばやく赤色に点滅します。 その際は、バッテリー
を交換するか DC電源アダプターを接続してから OmniScanを操作してくださ
い。

• OmniScan MX2は、一度に 1個のバッテリーを使用します。 現在使用中のバッテ
リーは強調表示されます。

表 14  バッテリー充電インジケータの表示

インジケータ 縁取り 中の色 意味

点線 なし バッテリー収納部にバッテリーが
ありません。

青色 青色 バッテリーは正常に機能していま
す。

青色 オレンジ色 バッテリーの温度が高すぎるため
操作できません。

黄色（点滅） 青色 バッテリーは充電中です。

オレンジ色 青色 バッテリーの温度が高すぎるため
または装置の内部温度が高すぎる
ため、充電を開始できません（45 
℃以上）。

赤色
（点滅）

水色 バッテリー残量が非常に少なく
なっています (10%未満 )。 ほかに
使用できるバッテリーがない場合
は、ビープ音が鳴ります。

なし 黄色 OmniScanは、ACチャージャー
アダプター経由で外部から電源が
供給されています。

参考
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2.8 データ収集モード

OmniScan探傷器には、探傷モードと解析モードの 2つのデータ収集モードが備
わっています。 72ページの図 2-18 は、各モードの基本操作とモードの切替方法を示
しています。

図 2-18  データ収集モード

2.8.1 探傷モード
探傷モードは、OmniScanをオンにしたときに動作するデフォルト設定のデータ収
集モードです。 探傷モードには次の特性があります。

• OmniScanは、連続して超音波ビームを生成し、同時に超音波データを表示しま
す。

• プレイキーを押すと（または、測定値ショートカットメニューの開始 /一時停止
をタップして押したまま、すべてをリセットを選択すると）、スキャンした領域
に関するデータの記録または既に定義されている一定時間枠におけるデータの記
録を開始します。

探傷モード
• リアルタイムで取得中の超音波データを表示
• 時間ベースまたはエンコーダーでデータを収集
• セットアップファイルの保存 (.ops)

解析モード
• 取得した超音波データを確認
• ゲートを移動
• 欠陥指示テーブルに欠陥指示を追加
• レポートの作成と保存（.html)
• データファイルの保存（.opd）

一時停止キー（ ）を押す
または

測定値ショートカットメニューをの開始 /
一時停止をタップする
第 2章

 
72



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
• 一時停止キーを押すと（または、測定値ショートカットメニューの開始 /一時停
止をタップすると）、データ収集を一時停止し、解析モードに入ります。

2.8.2 解析モード
解析モードは、検査後に記録したデータを解析するモードです。 解析モードには次の
特性があります。

— このモードでは、OmniScanは、データの収集を停止し、記録済みのデータ
を解析することができます。

• データ収集インジケータはオレンジ色です (詳細は 41ページの「データ収集イ
ンジケータランプ」参照）。

解析モードで通常行われる操作シーケンスは、次のとおりです。

1. 目的の欠陥指示の上にゲートを配置します。
2. カーソルと測定値フィールドを使い、欠陥指示の寸法と位置を測定します。
3. 欠陥指示を欠陥指示テーブルに追加します。
4. レポート（.html）を作成し、保存します。
5. 探傷データ（.opd）を保存します。
6. 探傷モードに戻ります。

2.9 データ表示画面

データ表示エリアには、さまざまな超音波データビューとレイアウトが表示されま
す。

2.9.1 スキャン、ビュー、レイアウト
スキャンは、横軸および縦軸に対応するルーラーまたは目盛りのある超音波データ
の 2-Dでの表示形式です（81ページの「ルーラー /目盛り」参照 ）。 例えば、A-ス
キャンと C-スキャンは 2つの異なる種類のスキャンです。

ビューは、試験体の容積全体を表現しており、信号のオーバーレイを含みます。 ス
キャンと同様に、ビューには 2つの軸で形成される面として表示されます。 ただし、
特定のグループに関連付けられのではなく、ビューは試験体に関連づいています。 単
一グループによる信号と複数のグループからの信号の違いがビューのサイズに影響
することなく表示可能です。
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レイアウトは、単数または複数のスキャンとビューの組み合わせを意味します。 例え
ば、A-B-Cレイアウトとは、A-スキャンビュー、B-スキャンビュー、C-スキャン
ビューのグラフを並べて配置したものです。

タイトルバーのレイアウトセクションをタップして、レイアウトを選択します。

74ページの表 15は、75ページの図 2-19にある基本的な超音波ビュー（スキャン）
を一覧化したものです。

表 15  基本データビュー

ビュー 視角 軸

A-スキャン - 振幅軸 ×UT軸

B-スキャン 側面図 UT軸 ×スキャン軸

C-スキャン 上面図 スキャン軸 ×インデックス軸

D-スキャン、
S-スキャン、
端面図、レイ
トレーシング

端面図 UT軸 ×インデックス軸

ヒント
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図 2-19  超音波スキャンビューの例

レイアウトでは、次のスキャンとビューを表示することができます。

A-スキャン
他のすべてのスキャンの基となるスキャン。 A-スキャンは、受信する超音波パ
ルス信号を振幅と伝播時間の関係で示す波形です。 
信号のピークは、反射源や不連続部からの反射エコーを示しています。 UT軸の
開始位置と終了位置におけるピークは、通常、試験体への入射表面からのエコー
と底面からのエコーを示しています。

上面（C-スキャン）ビュー

側面（B-スキャン）
ビュー

U
T 軸 U

T 軸

ス
キ
ャ
ン
軸

インデックス軸

ス
キ
ャ
ン
軸

インデックス軸
ス
キ
ャ
ン
軸

端面図（S-スキャン）
インデックス軸

UT軸
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B-スキャン
スキャン軸（スキャンの長さ）と UT軸（ビーム路程）による超音波データを表
示する試験体の 2D（側面図）。

C-スキャン
スキャン軸（スキャン長さ）とインデックス軸（インデックス長さ）による超音
波データを表示する試験体の 2D（上面図）。 使用可能なパラメータの 1つ（例え
ば、最大振幅）が、各ポイント（ピクセル）のインデックス軸 -スキャン軸の図
の上に表示されます。

D-スキャン
1つの軸上のインデックス長ともう一方の軸上の UTパスによる超音波データを
表示する試験体の 2D（端面図）。

S-スキャン（PAグループのみ）
セクタ内（掃引範囲内）のフォーカルロウにより作成されるすべての Aスキャ
ンデータを表現する超音波データの 2D。試験体の断面図を作成します。 各 A-ス
キャンは、振幅をカラーコード化した直線として表現されます。また、遅延と深
さ表示を補正することにより、超音波軸に対し、正確な位置を表示します。

端面図
試験体内での超音波ビームのスキップを表示に反映した S-スキャンビュー。 単
一または複数のグループは、同時に表示され、結合されます。 溶接部検査で欠陥
位置がより理解しやすくなります。 端面図は、フラットな試験体を想定している
ため、曲面形状の試験体でもフラットな試験体のように表示されます。

レイトレーシング
試験体における超音波ビームの伝播を動的に断面図として図示します。

2.9.2 レイトレーシング
レイトレーシングは、試験体の動的に表現された断面図のことです。試験体内の超
音波ビームの伝播、ゲート Aの限界点、試験体内の欠陥指示の位置、および溶接図
を表示することができます。 77ページの図 2-20 は、レイトレーシング図の構成を説
明しています。
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図 2-20  レイトレーシングの構成要素

試験体の厚さは、垂直軸方向に対応し、インデックス軸は、水平軸方向に対応しま
す。 水色の線は、超音波ビームを示します。 深い青色の線は、現在のフォーカルロウ
のビーム路程を示します。

2.9.2.1 セットアップを定義するためのレイトレーシングの使用

ウィザードを使用すればすばやく簡単にセットアップを定義することができます。 
セットアップウィザードでは、動的に表現された断面図であるレイトレーシングが
表示されます。そのため、セットアップの各設定ステップにおける変更を視覚的に
確認することが可能です。

ウィザードのレイトレーシング図は、データ表示エリアの下部に表示されます（78
ページの図 2-21参照）。

試験体の厚さ 
（黒色の線） 

インデックス軸単位 

現在のフォーカルロウ
データカーソルにリンク

（青色の線）
ゲート Aの範囲（赤線）

溶接中心線（緑色の点線）と溶接図

超音波ビーム
（水色の線）

欠陥指示の位置（青色の
点）
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図 2-21  セットアップウィザードにおけるレイトレーシングの例

2.9.2.2 レイトレーシングによる試験体の探傷

レイトレーシングビューでは、探傷を開始する際に、試験体を視覚化し、最大の反
射源をダイナミックに強調表示することができます。 A-C-R-Sレイアウトは、A-ス
キャンビュー、S-スキャンビュー、レイトレーシングビュー、C-スキャンビューを
組み合わせたものです。 試験体上で探触子を動かすと、レイトレーシングは、ダイナ
ミックにゲート Aをクロスする最大信号の試験体内の位置を特定します。 レイト
レーシングビューは、最大信号がある位置にオレンジ色の点を表示し、関連する
フォーカルロウを青色の線で表示します。

レイトレーシングビューを使って探傷を実行するには

1. 試験体と溶接ウィザードとセットアップウィザードを使ってセットアップを定義
します（107ページの「ウィザードによるアプリケーションセットアップの作
成」を参照）。

2. タイトルバーから A-C-R-Sレイアウトを選択します。
3. 欠陥指示が検出できるまで、探触子を動かして試験体を調べます。

ウィザードヘルプ

レイトレーシング図 :
• 試験体および溶接部の寸法
• 超音波ビーム路程
• ゲート A制限
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2.9.2.3 レイトレーシングによる欠陥指示解析

解析モードでは、 検査結果を解析する際に、レイトレーシングビューを使って、試験
体と欠陥指示を視覚化することができます。 A-C-R-Sレイアウトと欠陥指示テーブル
で、欠陥指示テーブルにエントリー済みの欠陥指示を確認したり、レイトレーシン
グビューで試験体の欠陥の位置を視覚化したりできます。

レイトレーシングビューと欠陥指示テーブルで検査を解析するには

1. タイトルバーから A-C-R-Sレイアウトを選択します。
2. タイトルバーのオプションメニューから欠陥指示テーブルを有効にします。
3. 検査を実行し、探触子を詳しく調べたい反射源の上に置いたままにしておきま
す。

4. 一時停止キーを押すか、または、スキャン > 開始 > 一時停止 = オンを選択し、解
析モードに入ります。
データ表示がフリーズされます。

5. データ選択キーを押してから、インデックス軸とスキャン軸のポップアップボタ
ンを選択します。 スクロールノブで、C-スキャンビューにてデータカーソル
（C-スキャンでは青色の線）を適切に欠陥指示の上に置きます。

6. 角度ポップアップボタンを選択してから、S-スキャンビューの最も重要なフォー
カルロウの上にデータカーソルを配置します。 現在のフォーカルロウの信号が、
ゲート Aをクロスするときに、データカーソルにリンクした青色の点がレイト
レーシングビューに現れ、試験体の欠陥指示の位置を表示します。

7. 測定値の表示エリアをタップしてそのまま押した状態で、欠陥指示追加を選択し
ます。
レイトレーシングビューで青色の点が赤色に変わります。

8. C-スキャンビューに複数の欠陥指示が表示されている場合は、同様の手順でス
テップ 5～ 7を繰り返します。
トレーシングビュー（80ページの図 2-22参照）では、
— 青色の点は、現在のデータのカーソル位置に対応する欠陥指示を意味しま
す。

— 赤色の点は、現在選択中の欠陥指示のエントリーを意味します。
— 上付き文字の番号が付随した「X」は、欠陥指示を欠陥指示テーブルにエン
トリーしたことを意味します。 この番号は、欠陥指示テーブルにおける欠陥
指示の番号に対応します。
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図 2-22  レイトレーシングビューの欠陥指示の例

9. データを保存するには、ファイル > データ > 保存を選択します。

ファイル > データ設定 > 保存キー = データを選択し、保存 /印刷キーが探傷データを
保存できるように設定します。 こうすることで、保存 /印刷キーを押すと、 ファイ
ル > データ > 保存の選択と同様の動作を行うことができます。

10. 一時停止キーを押し、探傷モードに戻り、探傷を続行します。

2.9.2.4 OmniPCのマルチグループレイアウト

OmniPCソフトウェアでは、メニュースクリーンモードのときにマルチグループレ
イアウトを使用できます（81ページの図 2-23を参照）。 この機能は OmniScan MX2
探傷器では使用できません。

欠陥指示テーブル
のエントリー

S-スキャンの
データカーソル
（青色の線）

現在選択中の
欠陥指示テーブル
のエントリー

ヒント
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図 2-23  マルチグループレイアウト

2.9.3 ルーラー /目盛り

ルーラー /目盛りは、ビューの横または縦に表示されます。 ルーラー /目盛りは、表
示中の軸に関連しています。 82ページの図 2-24 は、様々なルーラー /目盛りを特徴
としたマルチビューの例を示しています。
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図 2-24  さまざまなルーラー /目盛りがついたマルチプルビューの例

• データ表示画面の一部を拡大表示するには、拡大表示したい部分の周囲をクリッ
クし、ドラッグで長方形を描いた後、画面を放します。 縦軸方向に拡大表示する
には、指を縦方向に動かします。 横軸方向に拡大表示するには、指を横方向に動
かします。 ズーム機能は、スクロールバーを含む軸のルーラー /目盛りとともに
表示されます。

• ズームを解除し、通常のビューに戻るには、X軸とｙ軸のルーラー /目盛りをダ
ブルタップするか、ズーム表示キー（OmniScan MX2のみ）を押します。 ズーム
を解除してすべての目盛りを元の値に戻すには、ルーラーをタップして押したま
ま維持したあと表示される縮小表示を選択します。

振幅軸

インデックス軸UT軸

角度軸

カラーパレットルーラー

ヒント
第 2章

 
82



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
各ルーラー /目盛りは、各種ビュー上で容易に軸を特定できるよう色分けされてい
ます。 83ページの表 16 は、OmniScanで使用されるルーラー /目盛りと関連する色
および機能の一覧です。

基本色は各軸に対応しています。 軸はこの基本色による様々な色合いで現れます。 一
番明るい色合いは補正されていないデータ表示を意味しています。 段々と色が暗くな
る場合は、軸に対しデータ補正の複合性が増加していることを示します。 より暗めの
色合いは、基準として表示されている軸にも使用されます。このような場合、ズー
ムバーは使用できません。

表 16  ルーラー /目盛り表示色a 

軸 基本色 グラフ外観 特定の表示色 参考

スキャン 青色 シアン
（青緑色）

未補正（スキャン軸
単位に関する
長さ単位および
角度単位 )

紺青色 ズーム表示なし

青色 容積補正（ストリップ
チャートのみ )

インデック
ス軸

緑色 薄い緑色 該当なし

緑色 容積補正

振幅 黄色 黄色 該当なし

UT ピンク色 薄いピンク色 時間単位

ピンク色 ビーム路程単位

紫色 深さ表示単位

カラー
パレット
ルーラー

黄色 黄色 カラーパレットの隣に
表示
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2.10 縁取りの色

機能および測定値フィールドを特定の色で縁取ることにより、簡単に適切なパラ
メータのある要素や、情報源を追跡することができます。

2.10.1 測定値フィールドの色
測定値フィールドは、７色のうち１色で縁取りされます。 表示色は、フィールド内に
表示される値に対応するインターフェイスの項目を示しています（85ページの
図 2-25を参照）。

角度 灰色 灰色 セクター検査のみ
角度（°）単位

VPA 灰色 リニア探傷のみ。
超音波ビーム数の単位

時間 灰色 薄い灰色 該当なし

グループ 濃い灰色 該当なし

TOFD ピンク色 薄いピンク色 TOFDグループが
選択されている場合に
表示

濃いピンク色 ラテラル波同期が
実行された後に表示

a. このユーザーズマニュアルで使用している表示色は、実際の OmniScanの画面で使用さ
れている色と多少異なります。

表 16  ルーラー /目盛り表示色a （続き）

軸 基本色 グラフ外観 特定の表示色 参考
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図 2-25  赤色に縁取りされた 3つの測定値と紫色に縁取りされた 1つの測定値

ゲートの色
• 赤色：ゲート Aからの情報
• 緑色：ゲート Bからの情報
• 黄色：ゲート Iからの情報

カーソルの色
• 赤色：基準カーソルからの情報
• 緑色：測定カーソルからの情報
• 青色：データカーソルからの情報

赤色と緑色は、ゲートまたはカーソルからの情報であることを示します。 ゲート A
またはゲート Bからの情報の場合、測定値フィールドにはゲートの文字が表示され
ます。 85ページの図 2-25では、最初の 3つの測定値フィールドはゲート Aからの情
報を示しています。 測定値フィールドの記号の詳細について、282ページの「測定値
サブメニュー」を参照してください。

UT単位の表示色

UT軸には、次の情報が適用されます。

• 薄いピンク色：時間 (µs)
• ピンク色：ビーム路程 (mm) [別名ハーフパス ]
• 紫色：深さ表示 (mm)

ゲート Aの情報 UT軸の情報

参考
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2.10.2 パラメータボタンの表示色
いくつかのサブメニューでは、パラメータボタンのいくつかまたはすべてが 6色の
内の 1色で縁取りされています。 表示色はパラメータに対応するインターフェイスの
構成要素を示しています。

ゲートの色
3色の表示色でゲートを表示します（85ページの図 2-25参照）:

• 赤色：パラメータはゲート Aに適用
• 緑色：パラメータはゲート Bに適用
• 黄色：パラメータはゲート Iに適用

UT軸の単位に対応する表示色

3つの表示色で、UT軸で使用する UT単位を示します（87ページの図 2-26を参
照）。 UT単位は、UT設定 > 一般 > UTモードで選択します。 UTモード設定は、この
メニューを使用する場合のみ変更できます。PAモードの場合は、セットアップウィ
ザードの Stacked A-Scanアプリケーションを使用します。

• 薄いピンク色：時間 (µs)
• ピンク色：ビーム路程 (mm) [別名ハーフパス ]
• 紫色：深さ表示 (mm)
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図 2-26  UT軸とモードボタンは紫色で表示

2.11 パラメータボタン

パラメータボタンは、インターフェイス画面の下部にあります。 サブメニューごとに
最大 6つまでのオプションボタンがあります。 88ページの表 17 は、パラメータボタ
ンの種類を示しています。 パラメータ値の編集に関する手順については、45ページ
の表 11を参照してください。

いくつかのサブメニューでは、一覧の左端にあるパラメータボタンを選択すると、
使用可能な他のパラメータボタンを変更します。

紫色の縁取り

紫色の
ビーム路程用
目盛り 

参考
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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表 17  パラメータボタンの種類

種類 例 説明

コマンド 実行する特定の操作を開始します。

コマンド開始 コマンドに関する管理のためのダイ
アログボックスまたは他の画面を開
きます。

切替 2つの設定の切替を行います。

編集 数字または英数字の入力、または既
存の値の変更を行います。

リスト編集 最後の項目として編集フィールドの
あるリストを表示します。これによ
り、前もって定義した項目を選択し
たり、新しい項目を作成することが
できます。

編集 /循環 別々に編集可能な 2種類の値を表示
します。

a） ボタン上部に、編集ボタン値に
類似した数値

b） ボタンの下部に数字による増加
/減少（∆）値

保存

ファイルマ
ネージャー ...

オン

自動検出

データ ####
ファイル
名称

ポイント
数

ゲイン
第 2章
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多くのパラメータボタンには数字による値が含まれています。 パラメータボタンの値
を編集するにはいくつかの方法があります。

数値のあるパラメータを選択すると、値は黄色で表示されます。また、値の右に点
滅カーソルが表示され、値を変更できる状態であることを知らせます。 増加 /減少ス
テップ値もまた、ボタンの下右角に表示されます（90ページの図 2-27参照）。 いく
つかの増加 /減少ステップ値により、パラメータのボタン値をすばやく変更できま
す。

リスト 選択可能な定義済みの項目を表示し
ます。

チェック
リスト

単数または複数のチェックボックス
の一覧から、各項目を選択します。
リストの項目を選択してから、承認
キーを押し、チェックボックスの状
態を切替えます。 すると、すぐに変更
が適用されます。 
キャンセルキーを押すか、または他
のボタンを押して、パラメータの一
覧を閉じます。

パラメータ
カテゴリー

パラメータカテゴリーのリストを表
示します。 ここでの選択は、このボタ
ンの右側に表示されているパラメー
タを変更します。

表 17  パラメータボタンの種類（続き）

種類 例 説明

現在の
ビュー

A
-
スキャン

S
-
スキャン

A
-
スキャン

カーソル

マルチ

カーソル

値

A
-
スキャン測定値

選択

振幅

波形表示

深さ

振幅
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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増加 /減少ステップに関する詳細は、30ページの「OmniScan MX2インクリメント
ステップ」 または 30ページの「OmniScan SXインクリメントステップ」を参照して
ください。

図 2-27  増加 /減少ステップによるパラメータ値の編集

パラメータの数字の値を編集するには

1. パラメータで編集モードを有効にします。

3. OmniScanで、スクロールノブを時計回りにに回転してパラメータの値を上げる
か、反時計回りに回転してパラメータの値を下げます。
または
OmniScanで、仮想キーボードを使って値を入力します。

4. 次のような手段で編集した値を承認します。
 OmniScanで、承認キーを押します。
または
他のキーまたはボタンを押します。
または
他のレイアウトビューをタップします。

MX2 SX

2. OmniScanで、増加キーを押してス
テップの値を増加するか、または減
少キーを押してステップの値を減少
します。

2. パラメーターを軽く 2回タップする
か、承認キーを 2回押しと、ソフト
ウェアキーボードを開くことができ
ます。 +∆または −∆ボタンを使用し
て、値を増加 /減少します（定義済
みリストから選択します）。

参考

値を編集

増加 /減少ステップ
ゲイン
第 2章
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2.12 圧縮機能

腐食マッピングと複合材の用途に対応するための新しい機能が追加されています。 圧
縮機能は、 B-スキャンおよび C-スキャンに付いており、最も重要と想定される情報
をピクセルで常に表示します。 振幅 C-スキャンまたは B-スキャンのピクセル画素は、
もっとも高い振幅を示すデータポイントによって決まります。 また、「TOFD（タイ
ムオブフライト）」や「位置 C-スキャン」のピクセル画素は、一番短い（最短距離）
タイムオブフライト（伝播時間）のデータポイントによって決まります。 したがっ
て、検査領域にピクセル画素を超えるデータポイントがあると、圧縮機能が自動的
にオンになり、各ピクセルで表示するデータを選択します。そして、次のように
「C」記号がステイタスインジケータに現れます（91ページの図 2-28参照）。

図 2-28  圧縮機能記号

一方、C-スキャンをズームしている場合は、すべてのデータポイントが表示され、
圧縮記号は非表示になります。 この機能は常に有効で、特別な設定は必要ありませ
ん。

圧縮パラメータ
解析モードで使用する圧縮パラメータは、TOFDグループがアクティブで、表示 > 
ビュー設定 > カテゴリー = B-スキャンが選択中の場合に使用できます。 オフに設定し
た場合、現在のビューに自動ズーム表示機能を適用されることにより、圧縮が起き
ないようにします。 データ値が隠れてしまうのを避けるためには、圧縮パラメータを
オフします。ただし、このときズーム倍率が変わります。

圧縮機能記号
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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2.13 オンラインヘルプ

OmniScan MXUソフトウェアのオンラインヘルプを参照するには、いくつかの方法
があります。

• ウィザードステップに関連するヘルプ情報
• 各メニュー、サブメニューまたはパラメータボタンの機能に関するオンラインヘ
ルプ。 このヘルプシステムの内容は、251ページの「メニューの説明」の内容と
同様です。

2.13.1 オンラインヘルプの表示
OmniScan MXUソフトウェアには、メニュー、サブメニューおよびパラメータボタ
ンに関連するオンラインヘルプを搭載しています。

オンラインヘルプを表示するには

1. オンラインヘルプ情報を参照したいメニュー、サブメニューおよびパラメータボ
タンを選択します。

2. フロントパネルのヘルプキーを押します。
関連するヘルプ情報がデータ表示エリアに現れます。

3. 他の機能についてのヘルプ情報を表示するには、その機能に関連するボタンを選
択するだけです。
表示されたヘルプ情報が更新されます。
ヘルプキーを 2度押すとオンラインヘルプを終了します。

ヘルプキーを押しても、ボタンを選択しない限りヘルプ情報は表示されません。 メ
ニュー、サブメニューまたはパラメータボタンが選択されていることを確認してく
ださい。

参考
第 2章
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2.13.2 ウィザードステップのオンラインヘルプ表示
ウィザードはステップ式に、特定のヘルプ情報を提供します。 ヘルプ情報は、現在の
ステップで使用するパラメータにおいて適切な値を選択できるよう、
OmniScan MXUソフトウェアウィンドウのデータ表示エリアに表示されます。

校正ウィザードにはヘルプ情報がありません。 校正中の試験体の上で探触子を移動し
ながら、画像データをリアルタイムに表示するためには、データ表示が必要である
ためです。

参考
ソフトウェアユーザーインターフェイス
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3. 全般的な操作手順

この章では、ファイルおよび全般設定メニューの機能と、OmniScan MXUソフト
ウェアインターフェイスに影響する一般的な作業内容について説明します。

3.1 全般設定

OmniScan MXUソフトウェアでは、全般設定メニュー内でさまざまな設定を行うこ
とができます。

3.1.1 日付と時刻の設定
この項では、OmniScanの日付と時間の設定方法について説明します。 OmniScanで
は、日付と時間が探傷器画面の測定値フィールドエリアに現れ、収集されたデータ
と一緒に記録されます。

時刻を設定するには

1. 全般設定 >探傷器 > カテゴリー = システムを選択します。
2. 時刻設定を選択してから、スクロールノブで時間を設定します。
3. 数値パラメータをタップし、「分」に移動します。
4. スクロールノブで「分」を入力します。
5. 数値パラメータをタップし、「秒」に移動します。
6. スクロールノブで「秒」を入力します。
7. 数値パラメータをタップし、「午前 /午後」に移動します。
8. スクロールノブを使用し、午前の場合は AM、午後の場合は、PMに切り替えま
す。

9. 承認キーを押し、作業を完了します。
全般的な操作手順
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日付を設定するには

1. 全般設定 >探傷器 > カテゴリー = システムを選択します。
2. 時刻設定 を一旦選択してから、スクロールノブで「年」を設定します。
3. 数値パラメータをタップし、「月」に移動します。
4. スクロールノブで「月」を入力します。
5. 数値パラメータで、「日」に移動します。
6. スクロールノブで「日」を入力します。
7. 承認キーを押し、作業を完了します。

3.1.2 長さ測定単位を選択
ここでは、長さ測定単位を選択する方法を説明します。

長さ測定単位を選択するには

 測定フィールド領域のソフトウェアバージョンフィールドをタップして押した状
態のまま、新しい測定単位（ミリメートルまたはインチ）を選択します。
または
全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = 単位を選択し、長さ単位一覧で、測定に使用す
る単位（ミリメートルまたはインチ）を選択します。

3.1.3 デジタル入力の設定
この項では、デジタル入力（DIN）の設定方法について説明します。

デジタル入力を設定するには

1. 全般設定 > セットアップ > カテゴリー = DINを選択します。
2. DIN選択一覧で、デジタル入力を割り当てるキー（DIN1～ DIN4）を選択しま
す。

3. DIN割当一覧で、ステップ 2で選択したキーの番号の横に表示するパラメータを
選択します。

4. ステップ 2と 3を繰り返し、その他のデジタル入力を設定します。
第 3章
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3.1.4 画面表示色の変更
画面表示色を変更して、屋内または屋外での作業効率を上げることができます。

画面表示色を変更するには

 測定フィールド領域のソフトウェアバージョンフィールドをタップして押した状
態のまま、新しい画面表示色（屋内または屋外）を選択します。
または
全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = スクリーンを選択し、画面表示色パラメータ一
覧から、適切な表示色室内または屋外）を選択します。

3.1.5 ウィザードヘルプスクリーンの切替
この項では、ウィザードヘルプスクリーンの切替方法について説明します。 ウィザー
ドヘルプはデフォルト値で表示されています。 ウィザードに慣れた後は、ウィザード
ヘルプを非表示にし、レイトレーシングビューのグラフ領域を拡大することができ
ます。

ウィザードヘルプスクリーンを切り替えるには

1. 全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = ヘルプを選択します。
2. ウィザードヘルプパラメータ（オンまたはオフ）を切り替えます。

ウィザードの使用中に、ウィザードのヘルプ情報を無効にすると、各ステップにお
ける更新時間を早め、操作をより速く行うことができます。

3.2 ファイル管理

ファイルの保存先または検索先をファイル > データ設定 > 保存で選択します。

ストレージカード、ネットワーク（OmniScan MX2のみ）、あるいは外部ハードドラ
イブ（USBストレージ）には、常時、さまざまなファイル形式のファイルを保存し
たり、読む込んだりすることができます。

参考
全般的な操作手順
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3.2.1 ファイルの保存
この項では、OmniScanにファイルを保存する手順について説明します。

3.2.1.1 セットアップの保存

データ喪失を防ぐためにセットアップデータを定期的に保存しておきます。

セットアップを保存するには

1. ファイル > データ設定 > 保存 一覧で、セットアップファイルの保存場所を選択
します。

2. 測定値フィールドのファイル名をタップして押したままの状態で、 セットアップ
保存を選択します。
または
ファイル > セットアップ > セットアップ保存を選択します。

3. 開いているウィンドウでファイル名を選択した後、セットアップファイル名を入
力します。

4. 保存を選択し、ファイルを保存してウィンドウを閉じます。

3.2.1.2 データファイルの保存

不測のデータ喪失を防ぐために、定期的にデータを保存することをお勧めします。

検査データファイルを保存するには

1. 測定値フィールドのファイル名をタップして押したままの状態で、 ファイル名を
選択し、####の前にファイル名のルートを入力します。
または
ファイル > データ設定 > ファイル名、を選択してから、####の前にファイル名
のルートを入力します（98ページの図 3-1を参照）。
ファイル命名方式の詳細については、259ページの「データ設定サブメニュー」
を参照してください。

図 3-1  ファイル名パラメータボタン

ファイル名
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2. ファイル > データ > 保存を選択します。
または
解析モードで測定値フィールドのファイル名をタップして押したままの状態で、 
保存を選択します。

ファイル > データ設定 > 保存キー = データを選択し、保存 /印刷キーが探傷データを
保存できるように設定します。 すると、保存 /印刷キーを押すたびに、 ファイル > 
データ > 保存の選択と同様の動作を行います。

3.2.2 ファイルを開く
この項では、OmniScanで各ファイルを開く方法について説明します。

3.2.2.1 任意の種類のファイルを開く

任意の種類のファイルを開くには

1. 測定値フィールドのファイル名をタップして押したままの状態で、 開くを選択し
ます。

2. ファイルマネージャーで、ファイルタイプ を選択します。
3. スクロールノブで、目的のデータファイルを選択したら、開くを選択します。

3.2.2.2 セットアップファイルを開く

セットアップファイルを開くには

1. ファイル > データ設定 > 保存一覧から、セットアップファイルの保存場所を選択
します。

2. ファイル > セットアップ > 開くを選択します。
3. ファイルマネージャーで、ファイルタイプ = セットアップを選択します。
4. スクロールノブで、目的のセットアップファイルを選択したら、開くを選択しま
す。

ヒント
全般的な操作手順
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3.2.2.3 接続性ファイルを開く

接続性ファイルを開くには

1. ファイル > データ設定 > ストレージデバイス一覧から、目的の接続性ファイルの
保存場所を選択します。

2. ファイル > セットアップ > 接続性のインポートを選択します。
3. スクロールノブで、目的の接続性ファイルを選択したら、開くを選択します。

3.2.2.4 データファイルを開く

データファイルを開くには

1. ファイル > データ設定 > ストレージデバイス一覧から、目的のデータファイルの
保存場所を選択します。

2. ファイル > セットアップ > 開くを選択します。
3. ファイルマネージャーで、ファイルタイプ = データを選択します。
4. スクロールノブで、目的のデータファイルを選択したら、開くを選択します。

3.2.2.5 画像ファイルを開く

画像ファイルを開くには

1. ファイル > データ設定 > 保存一覧で、画像の保存場所を選択します。
2. ファイル > 画像 > 開くを選択します。
3. ファイルマネージャーで、ファイルタイプ = 画像を選択します。
4. スクロールノブを使って目的の画像ファイルを選択します。
ファイルに含まれる画像のプレビューが保存先の枠に表示されます。

5. 開くを選択します。
画像が全画面に表示されます。

6. 閉じるを選択して、ファイルマネージャーに戻ります。
7. ファイルマネージャーで、閉じるを選択してデータ表示画面に戻ります。
第 3章
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3.2.2.6 レポートファイルを開く

レポートファイルを開くには

1. ファイル > データ設定 > 保存一覧から、レポートの保存場所を選択します。
2. ファイル > レポート > 開くを選択します。
3. ファイルマネージャーで、ファイルタイプ = レポートを選択します。
4. スクロールノブを使って目的のレポートファイルを選択します。
ファイルに含まれるレポートのプレビューが保存先の枠に表示されます。

5. 開くを選択します。
レポートは、全画面に表示され、印刷するか閉じるかの 2つのオプションがあり
ます。

6. 閉じるを選択してファイルマネージャーに戻ります。
7. 閉じるを再度選択してデータ表示画面に戻ります。

3.2.3 保存 /印刷キーの設定

OmniScanのフロントパネルにある保存 /印刷キーでは、特定の種類のデータを含む
ファイルをすぐに作成することができます。 保存 /印刷キーに、保存したいデータタ
イプ、保存したいデータファイル名の形式、保存先を設定する必要があります。

保存 /印刷キーを設定するには

1. ファイル > データ設定 > 保存キー一覧で、目的の項目（レポート、データ、画
像、またはデータと画像）を選択します。

2. ファイル名を設定したら、自動増加番号を指定するため、「#」で自動ファイル名
の形式を入力します。
例：DATA####を入力すると、システムは DATA0001、DATA0002など、自動
的に開始するファイル名でファイルを作成します。

3. 保存一覧で、保存先を選択します。
OmniScanは、保存 /印刷キーを押すたびにデータタイプが保存されます。

前述の操作手順で一覧化されているパラメータに関する詳細については、259ページ
の「データ設定サブメニュー」を参照してください 。
全般的な操作手順
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3.3 レポートの作成

この項では、レポートの設定と印刷の方法について説明します。

会社のロゴを追加し、レポートをカスタマイズしたい場合には、209ページの「会社
ロゴの変更」を参照し、カスタムテンプレートの作成手順に従ってください。

3.3.1 レポートの設定
この項では、レポートの構成方法について説明します。

レポートを設定するには

1. ファイル > レポート > カテゴリー = フォーマットを選択します。
2. レポートに挿入したい情報に従い、画面の下部にあるパラメータボタン（254
ページの「フォーマットカテゴリー」参照）を設定します。
a） 挿入で、現在のレイアウトまたは欠陥支持テーブルをレポートに追加しま
す。

b） 構成内容を選択し、目的の内容を選択します。
c） 注記編集またはヘッダー編集ノートパッドを開きます。
d） 仮想キーボードまたは USBキーボードを使って、注記を入力します。 仮想
キーボードの「Accept（承認）」を選択し、次の行に進みます。

e） 閉じるを選択し、ノートパッドを閉じます。
f） 変更を承認し、注記を保存するために、表示されたダイアログボックスでは
いを選択します。
注記は、レポートのフッターの上に表示されます。またヘッダーはレポート
ヘッダーの上部に表示されます（103ページの図 3-2参照）。

g） テンプレートを選択し、適切なレポートテンプレートを選択します。

参考
第 3章
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図 3-2  レポート内のヘッダーの注記（（上）フッターの注記（下）の例

3. ユーザーフィールドパラメータ（ファイル > レポート > カテゴリー = フォーマッ
トおよび構成内容 = ユーザーフィールド）を挿入したい場合には、ファイル > レ
ポート > カテゴリー = ユーザーフィールドを選択し、次の手順に進みます。
a） フィールドの一覧から、レポートに挿入したいユーザーフィールドの数を選
択します。

b） 有効化 = オンを選択して、レポート内にユーザーフィールドを表示させま
す。

c） ラベルパラメータに目的の情報が表示されているか確認します。 表示されて
いない場合は、編集フィールドで新しい情報を入力します（104ページの
図 3-3参照）。

d） コンテンツパラメータにラベルに添付したい情報が表示されているか確認し
ます。 表示されていない場合は、編集フィールドで新しい情報を入力します
（104ページの図 3-3参照）。
全般的な操作手順
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図 3-3  レポートのラベルとコンテンツパラメータの例

e） ステップ 3.a～ 3.dを繰り返し、すべての必要なユーザーフィールドを有効
にします。

4. ファイル > データ設定 > ファイル名を選択してから、レポート名を入力します。
使用可能なファイル名の詳細については、259ページの「データ設定サブメ
ニュー」を参照してください。

5. 設定したレポートの結果を確認するには、次の手順に従います。
a） ファイル > レポート > カテゴリー = 開く /保存を選択します。
b） プレビューを選択します。 
レポートが画面に表示されます。

6. レポートビューアーで、次の手順に従います。
 保存して閉じるを選択し、レポートを保存先デバイスに HTMLファイルとし
て保存します。 それからファイル > レポートサブメニューに戻ります。
または
閉じるを選択すると、保存せずにファイル > レポートサブメニューに戻りま
す。

3.3.2 コンピュータからのレポート印刷
OmniScanからコンピュータにレポートを転送し、そのレポートをコンピュータか
ら印刷することが可能です。

レポートをコンピュータから印刷するには

1. OmniScanでレポートを作成します（102ページの「レポートの設定」を参照）。
2. ストレージカードにレポートを保存してから、レポート名を書き留めておきま
す。

3. OmniScanからストレージカードを取り出し、コンピュータに接続したメモリー
カードリーダーに差し込みます。

4. コンピュータで、ストレージカードの \User\Reportフォルダを開きます。
第 3章
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5. レポートファイル（.html）とそのフォルダの両方を、名前を変えずにリモート
コンピュータへコピーします。

6. Microsoft Internet Explorerで HTMLレポートファイル（.html）を開きます。
7. Microsoft Internet Explorerをお使いの場合：

a） ファイルメニューで、ページ設定をクリックします。
b） 余白グループボックスで、測定単位がミリメートルであることを確認し、左
テキストボックスに 10を入力した後、右テキストボックスに 10を入力しま
す。

c） OKをクリックします。
d） ファイルメニューで、印刷をクリックし、レポートを印刷します。
全般的な操作手順
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4. セットアップ操作手順

この章におけるセットアップの操作手順では、検査構成の様々な要素の設定方法に
ついて説明します。 これらの操作手順は、新しい試験体の探傷する場合や検査方法の
変更時に必要になります。

4.1 ウィザードによるアプリケーションセットアップの作成

ウィザードメニューでは、ステップ式のヘルプにより、すばやくかつ簡単に用途に
合わせたセットアップを作成することができます（108ページの図 4-1を参照 ）。 ス
テップ式のアプローチにより、パラメータの変更漏れを防ぎます。 各ウィザードス
テップのヘルプスクリーンでは、設定パラメータに関する特定の情報を表示します。
セットアップ操作手順
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図 4-1  ウィザードステップの要素

アプリケーションの全セットアップは、次の順序に従ってサブメニューボタンにあ
る各ウィザードで行います。

• 試験体と溶接部（108ページの「試験体と溶接部の設定」を参照）
• セットアップ（109ページの「セットアップの変更」を参照）

4.1.1 試験体と溶接部の設定

試験体と溶接部を設定するには

1. ウィザード > 試験体と溶接 > 開始を選択して、試験体と溶接ウィザードを開始し
ます。

2. オンスクリーンヘルプ情報に従い、ウィザードの残りのステップを完了します。

ウィザード
ステップ
タイトル

ヘルプ情報

ステップ式操作ボタン ステップのパラメータ

レイ
トレーシング図
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キャンセルキーを押して、いつでもウィザードを終了することができます。

4.1.2 セットアップの変更

セットアップを変更するには

1. ウィザード > セットアップ > 開始を選択して、セットアップウィザードを選択し
ます。

2. 操作パラメータリストから 変更を選択し、現在のグループパラメータリストか
ら変更するグループ番号を選択します。

3. オンスクリーンヘルプ情報に従い、ウィザードの残りのステップを完了します。
ウィザードの操作手順は、ステップ 1で選択した項目より異なります。 採用する
検査技術（PAまたは UT）に関するパラメータと選択したアプリケーションの
みが設定されます。

キャンセルキーを押して、いつでもウィザードを終了することができます。

4.2 探触子とウェッジの選択

OmniScanは、検査に使用する探触子とウェッジに関する必要な情報を取得する必
要があります。

OmniScanは、自動的に、OmniScanコネクターに接続した Evident製 PAプローブ
の仕様を検出し、読込みを開始します。 OmniScanコネクターに対して他のメーカー
の探触子を使用する場合には、定義済みの探触子の一覧から、探触子を手動で選択
する必要があります。

さらに、定義済みのウェッジを選択するか、検査に使用するウェッジを定義します。

探触子とウェッジの設定は、ウィザードを使って行うこともできますし、メニュー
やサブメニューから直接操作しても行うことが可能です。

ヒント

ヒント
セットアップ操作手順
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手動で探触子を選択するには

1. ウィザード > セットアップ > 開始を選択します。
2. 次へを選択し、探触子とウェッジの選択ステップに移動します。
または
グループ /探触子と試験体 > 探触子とウェッジ > 選択 /編集 = 選択を選択しま
す。

3. 探触子で、定義済みの一覧から使用する探触子を選択します（110ページの
図 4-2参照）。
a） 左側の一覧から適切な探触子のカテゴリーを選択します。
b） 右側の一覧から適切な探触子のモデルを選択します。
ダイアログボックスの下に選択した探触子の仕様が表示されます。

c） 承認キーまたは選択を押して、探触子を選択します。

図 4-2  探触子選択ダイアログボックス

4. 使用する探触子が、定義済み探触子の一覧にない場合には、新しい探触子を定義
します。その手順については、112ページの「プローブの定義」を参照してくだ
さい。

探触子カテゴリー 選択したカテゴリーに
ある探触子の一覧

探触子
パラメータ
第 4章
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手動でウェッジを選択するには

1. ウィザード > セットアップ > 開始を選択します。
2. 次へを選択し、探触子とウェッジの選択ステップに移動します。
または
グループ /探触子と試験体 > 探触子とウェッジ > 選択 /編集 = 選択を選択しま
す。

3. ウェッジを選択し、ウェッジの定義済み一覧を開きます（112ページの図 4-3参
照）
a） 左側の一覧から適切なウェッジのカテゴリーを選択します。
b） 右側の一覧から適切なウェッジのモデルを選択します。
ダイアログボックスの下に選択したウェッジの仕様が表示されます。

c） 承認キーまたは選択を押して、ウェッジを選択します。

フェーズドアレイモードでは、プローブ専用のウェッジのみがデフォルトで使用可
能です。 プローブ専用のウェッジ一覧を使用すると、ウェッジをより早く選択するこ
とができます。 ただし、完全な一覧を表示する場合は、専用を表示 / すべてを表示ボ
タンを使用して、一覧全体とウェッジの専用の一覧を切り替えます。

参考
セットアップ操作手順
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図 4-3  ウェッジ選択ダイアログボックス内のウェッジの一覧

4. 使用するウェッジが、定義済みウェッジの一覧にない場合には、新しいウェッジ
を定義します。その手順については、114ページの「ウェッジの定義」を参照し
てください。

4.3 プローブの定義

この項では、OmniScanで探触子を定義する方法について説明します。

探触子が Evident製 PAプローブでない場合は、OmniScan PAコネクターと他の
メーカー製の探触子を接続するためのアダプターが必要です。

探触子を定義するには

1. ウィザード > セットアップ > 開始を選択します。
2. 次へを選択し、探触子とウェッジの選択ステップに移動します。

ウェッジカテゴリー 選択したカテゴリーの
ウェッジの一覧

ウェッジのパラメータ リストを切り替えるボタン

参考
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または
グループ /探触子と試験体 > 探触子とウェッジ > 選択 /編集 = 選択を選択しま
す。
ここで選択すると、探触子編集とウェッジ編集パラメータボタンにアクセスする
ことができます。

3. 選択 /編集 = 編集を選択します。
4. 探触子編集を選択して、探触子編集マネージャーを開きます。
5. 新規作成を選択します。
6. シリアル番号を選択してから、探触子のシリアル番号を入力します。
7. 保存を選択します。
新しいカスタム / <入力したシリアル番号 >探触子が探触子の一覧に現れます。

8. 周波数 （MHz）一覧から、探触子の周波数を選択します。
9. PAプローブをお使いの場合は、次の操作に従います（UT探触子をお使いの場
合は、 ステップ 10を参照）。
a） 基準ポイントボタンで、探触子の基準ポイントを入力します。これは、探触
子の前面から最初の振動素子の中央部までの距離を指します（113ページの
図 4-4参照）。

デフォルトでは、OmniScan MXUソフトウェアは、最初の振動素子の位置に 0-基
準ポイントを設定しています。 ウェッジの先端に 0-基準ポイントを設定するには、
探触子の先端から最初の振動子の位置までの水平距離を入力します。 この値は必ず負
の値にします。

図 4-4  探触子の基準ポイント測定

重要
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b） 種類一覧から、探触子の種類を選択します。
c） 振動子数ボタンで、探触子の振動子の数を入力します。
d） ピッチボタンで、隣接する 2つの振動素子の中心位置から中心位置までの水
平距離を入力します。 この距離は、114ページの図 4-5に示すとおりです。

図 4-5  探触子 -振動素子ピッチ

10. 一般の UT探触子で、振動素子径（円形探触子）、サイド 1長さまたはサイド 2長さ
（長方形型探触子）を選択してから、振動素子の直径またはサイズをミリメート
ル単位で入力します。

11. 保存を選択します。
12. 選択して閉じるを選択し、探触子定義マネージャーを終了します。

新しい探触子は、ユーザーカテゴリー（109ページの「探触子とウェッジの選択」参
照）の定義済み探触子の一覧に表示されます。

4.4 ウェッジの定義

OmniScan MXUソフトウェアは、使用するウェッジに関する情報を認識する必要が
あります。 ウェッジが前もって定義されたウェッジの一覧にない場合には、ウェッジ
の定義を新たに作成しなければなりません。

ピッチ

参考
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ウェッジを定義するには

1. ウィザード > セットアップ > 開始を選択します。
2. 次へを選択し、探触子とウェッジの選択ステップに移動します。
または
グループ /探触子と試験体 > 探触子とウェッジ > 選択 /編集 = 選択を選択しま
す。
ここで選択すると、探触子編集とウェッジ編集パラメータボタンにアクセスする
ことができます。

3. 選択 /編集 = 編集を選択します。
4. ウェッジ編集を選択して、ウェッジ定義マネージャーを開きます。
5. 新規作成を選択します。
6. シリアル番号を選択してから、ウェッジのシリアル番号を入力します。
7. 保存を選択します。
新しいカスタム / <入力したシリアル番号 >ウェッジがウェッジの一覧に表示さ
れます。

8. PAウェッジでは、次のパラメータを設定します。
a） ウェッジ角度を選択してから、ウェッジの角度を入力します（115ページの
図 4-6参照）。

図 4-6  ウェッジ角度

b） 配置の一覧から適切な値を選択します。
— 標準：ケーブルがウェッジ斜面の下側に来るように探触子をウェッジに
設置する場合。

— 反転：ケーブルがウェッジの斜面の上側に来るように探触子をウェッジ
に設置する場合。

c） 音速を選択してから、ウェッジの材料の超音波音速を入力します。
Evident製ウェッジの値は通常 2330m/秒です。

角度
セットアップ操作手順
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d） 1次補正値を選択し、最初の補正値を入力します。これは、ウェッジの前面
から探触子の最初の振動素子の中央までの距離を指します（116ページの
図 4-7参照）。

デフォルトでは、OmniScan MXUソフトウェアは、最初の振動素子の位置に 0-基
準ポイントを設定しています。  1次補正値でウェッジ全面の先端に 0基準ポイントを
設定するためには、探触子の先端から最初の振動子の位置までの水平距離を入力し
ます。 この値は必ず負の値にします。

図 4-7  1次補正値による測定

e） 2次補正値を選択してから、0を入力し、探触子が 2番目の軸のウェッジの
中央位置にあることを示します。 探触子がウェッジに揃っていない場合は、
適切な値を入力します（117ページの図 4-8参照）。

重要

8.0 cm-

ウェッジの
前面
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図 4-8  2次補正値

f） 高さを選択した後、最初の振動子の高さを入力します（117ページの図 4-9
参照）。
このパラメータは通常、ウェッジ製造者により決められています。

図 4-9  最初の振動子の高さ

9. UTウェッジでは、次のパラメータを設定します。
a） 屈折角を選択した後、ウェッジの角度を入力します。

最初の振動素子の
中央位置 (0位置 )

1.0 cm
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b） 探触子遅延を選択し、適切な値を µsで入力します。
c） 波形一覧で、縦波または横波を選択します。
d） 基準ポイントを選択した後、基準ポイントの値を入力します。

10. 保存を選択します。
11. ウェッジを選択するには、選択して閉じるを選択します。

新しいウェッジは、ユーザーカテゴリーにある定義済みウェッジの一覧に表示され
ます（109ページの「探触子とウェッジの選択」参照）。

4.5 試験体の定義

この手順では、試験体を定義する方法について説明します。

試験体を定義するには

1. ウィザード > 試験体と溶接 > 開始を選択します。
2. 被検体タイプリストで、試験体の形状を定義するパラメータを選択します。
平らな試験体の場合は平板を、曲面状の試験体の場合はチューブを選択します。

3. 厚さを選択してから、試験体の厚さを入力します。 ステップ 1でチューブを選択
した場合は、直径に試験体の直径を入力します。

4. 材質リストから、試験体の材質を選択します。
5. ステップ 1でチューブを選択した場合は、CSCモード、つまり曲面状の試験体の
外部（OD）検査または内部（ID）検査のいずれかと、溶接位置（円周方向また
は長手方向）について選択します。

4.6 FFTによる探触子の特性解析

探触子を定期的に特性解析をし、公称周波数がずれたり、拡散していないか確認し
ます。 特性解析を行う探触子の他に、クリアな底面エコーを生成する校正用試験片が
必要です。 探触子の特性解析は、ゲート Aにおける底面エコーの信号の FFTを調べ
ます。

参考
第 4章
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FFTで探触子の特性解析を行うには

1. OmniScanに特性解析を行う探触子を接続します。
2. セットアップファイルに探触子の特性解析データを保存できるようにするには、
探触子を選択するか（109ページの「探触子とウェッジの選択」を参照）、探触
子を定義します（112ページの「プローブの定義」を参照）。

3. 校正用試験片の上に探触子を配置し、クリアな底面エコーを捉えます。
4. A-スキャン表示にゲートAを表示する場合には、Bまたは Iではなく、表示 > オー
バーレイ > ゲート = Aを選択します。

5. UT設定 > レシーバー > ビデオフィルタ = オフを選択します。
6. 波形表示 = RFを選択します。 整流のない FFTのみ使用可能です。
7. A-スキャンで最初の底面エコーの信号のみが見えるように、UT設定 > 基本 > 開
始および範囲パラメータを調整します。 底面エコーの周囲に最小限にレンジを設
定することで、FFTの計算に使用するポイント数を最大化することができるた
め、より正確な FFTの結果を導くことができます。 レンジが広すぎると、警告
メッセージが現れます。

8. ファイル > データ設定 > データ選択 = すべてのAスキャンとC-スキャンを選択し
ます。 FFTは、A-スキャンデータが保存できる状態の場合のみ使用できます。

9. 底面エコーの振幅の最大値と最小値がフルスクリーンの高さのおよそ 80 %にな
るように、全般設定 > FFT > ゲインパラメータを調整します。

10. ゲート Aが底面エコーの上に配置されるように、 開始位置および幅パラメータを
調整します。 ゲート A は、A-スキャン全体に表示されなければなりません。

11. FFT =オンにします。
120ページの図 4-10のように、FFTカーブとデータは、A-スキャンの下に表示
されます。
セットアップ操作手順
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図 4-10  FFTカーブと 5 MHz探触子のデータの例

12. 探触子購入時に添付されている探触子の仕様書の FFTデータと比較します。探
触子の公称周波数に変化がないか拡散していないか確認します。

13. オプションは次のとおりです。
a） 手続き名を選択してから、特性解析手順に関する手続き名を入力します。
b） 試験片名を選択してから、使用する校正用試験片の名称を入力します。

14. 探触子の特性解析データを保存するには、FFT = オフを選択してから、特性解析
結果を保存するように促すダイアログボックスで、はいを選択します。

15. 探触子の特性解析情報を挿入したレポートを作成するには
a） ファイル > レポート > カテゴリー = フォーマットを選択します。
b） 構成内容 = 探触子にします。
c） カテゴリー = 開く /保存を選択してから、プレビューを選択します。
OmniScanの画面にレポートが表示され、探触子特性設定が挿入されます （121
ページの図 4-11）。

エコーに
合わせて
調整した

ゲート Aと
レンジの

A-スキャン

FFTデータ

FFTカーブ
第 4章
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図 4-11  プローブの特性をレポートに挿入した例

FFTの精度を高めるために、A-スキャンのポイント数を増やすことをお勧めします。 
選択した検査範囲の最大ポイント数を設定するため、UT設定 > 詳細設定 > ポイント
数 = 自動（デフォルト値）を選択します。

参考
セットアップ操作手順
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4.7 マルチグループによる操作（OmniScan MX2のみ）

この項では、グループの追加、削除、選択の手順について説明します。

すべてのパラメータの変更を選択したグループに適用します。 マルチビューの場合を
除いて、画面には、選択したグループが表示されます。

グループを追加するには

1. ウィザード > セットアップ > 開始を選択します。
2. 操作 > 追加を選択します。
3. データソースパラメータリストで、デフォルトを選択して、新しいグループのコ
ネクターのデフォルト設定をコピーします。
または
コピー元を選択して、以前に作成したグループのパラメータをコピーします。

4. 次へを選択してグループを作成し、パラメータを変更します。
グループを追加すると、そのグループが自動的に選択され、そのグループに対応
する新しいパラメータが適用されます。

グループを削除するには

1. ウィザード > セットアップ > 開始を選択します。
2. 操作 > 削除を選択します。
3. 現在のグループリストから、削除したいグループを選択します。

グループは、最低でも 1つ選択する必要があり、8つ以上を選択することはできませ
ん。

参考

参考
第 4章
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グループを選択するには

 画面上でグループに対応するエリアに触れます。
または
タイトルバーのグループをタップし、目的のグループを選択します。

マルチグループレイアウトを表示するには

 タイトルバーのモードをタップし、マルチを選択します。

4.8 OmniScan MX2でグループモードを選択

グループモードパラメータを使用し、UTコネクターまたは PAコネクターを使った
一般の UTグループを作成することができます（モジュールが対応している場合）。

グループモードを選択するには

 ウィザード > セットアップ > 開始 > グループモードを選択してから、PAまたは
UTを選択します。
UT一般超音波（PAコネクターを使用）グループモードを選択する場合は、使
用可能なアダプターのうちの 1つを経由して、UT探触子が PAコネクターに接
続されているか確認します（123ページの図 4-12参照）。

図 4-12  UT探触子を PAコネクターに接続した場合のアダプターの例

例：EXT-128-1-4Lアダプ
ターは、最大で 4つの UT
グループ（または 2つの
TOFDグループ）に接続す
ることが可能です。
セットアップ操作手順

 
123



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
4.9 OmniScan SXでグループモードを選択

グループモードパラメータで、UTグループか PAグループを作成します。

グループモードを選択するには

 ウィザード > セットアップ > 開始 > グループモードを選択してから、PAまたは
UTを選択します。
第 4章
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5. 校正手順

検査を実際に開始する前に、探触子、ウェッジおよび試験体と同様の材料からなる
校正用試験片を使い、校正作業を行います。

5.1 校正する項目の選択

ウィザード > 校正サブメニューには、エンコーダー、超音波に関する項目（音速、
ウェッジ遅延、感度）およびサイジングカーブ機能（DAC、TCG、DGS）を校正
するためのウィザードがあります。

校正する項目を選択するには

1. ウィザード > 校正 > 種類を選択します。
2. 種類一覧で、実行したい校正の種類を選択します（126ページの図 5-1および 126
ページの図 5-2を参照）。
校正手順
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図 5-1  校正するパラメータの選択 — 校正選択グループ

図 5-2  校正するパラメータの選択 — TOFDグループ
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3. エンコーダまたはモード一覧から校正する項目を選択します。項目内容は、先の
ステップで行った選択によって異なります（126ページの図 5-1を参照）。
超音波ウェッジの遅延と感度校正でのみ、適用パラメータが表示されます。 この
パラメータでは、すべてのフォーカルロウまたは選択した 2つまたは 3つの角度
/VPAのどちらに校正を適用するか選択します。

ウェッジ遅延校正の前に、超音波の音速校正を実行しておく必要があります。 
OmniScanでは、ウェッジ遅延の校正に超音波音速の定義を使用します。 ウェッジ遅
延の校正を最初に実行すると警告メッセージが現れ、超音波の音速校正を行う際に
ウェッジ遅延の校正が失われてしまうことを知らせます。

4. 開始を選択し、選択したウィザードの最初のステップに進みます。
ウィザードは、残りの手順を指示します。

キャンセルキーを押せばいつでもウィザードを終了することができます。 ウィザード
を終了すると、信号は元の状態（校正前の状態）に戻ります。

5.2 反射源の種類

校正手順では、異なる種類の既知の反射源がある校正用試験片を使います。 128ペー
ジの表 18 は、各タイプの反射源に使用する各種探触子、ウェッジ、校正用試験片を
示しています。

重要

ヒント
校正手順
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超音波の項目に関するウィザードでは、UTモードを次のように設定します。

• エコータイプ = 半径を選択している場合、ビーム路程
• エコータイプ = 深さまたは厚さを選択している場合、深さ表示

ウィザードで表示されるデフォルトのエコーの種類は、セットアップで選択した
ゲートの形状によって異なります。

• 形状がビーム路程に設定されている場合、デフォルトはエコータイプ = 半径
• 形状が深さに設定されている場合、デフォルトはエコータイプ = 深さ

表 18  反射源、プローブおよび校正用試験の種類

反射源の種類 探触子タイプ 探触子ウェッジと校正用試験片

半径 斜角

深さ 斜角

厚さ 0度

半径 1

半径 2

深さ 1
深さ 2

厚さ 1 厚さ 2

参考
第 5章
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5.3 スキャンの種類

PAグループでは、超音波校正ウィザードは、セクタスキャンとリニアスキャン両方
のセットアップに適用することができます。

セクタスキャンでは、フォーカルロウを選択するパラメータは、角度とラベル化さ
れ、一方、リニアスキャンのパラメータは、バーチャルプローブアパーチャ（仮想
同時制御振動素子）を指す VPAとラベル化されます。 操作手順では、これらのパラ
メータラベルは、一般的に、角度 /VPAと呼ばれています。

5.4 超音波校正

OmniScan MXUソフトウェアは、さまざまな超音波に関する項目を校正するウィ
ザードを備えています。 ウィザード > 校正 > 種類 = UTを選択すると、モードパラ
メータに次の選択肢が表示されます。

感度 （PAグループのみ）
基準反射源を検出できるよう感度を校正します。 超音波の感度校正に必要なス
テップについての情報は、145ページの「UTグループの感度校正」および 146
ページの「PAグループの感度校正」を参照してください。

音速
試験体の材料の中を通過する際の音波の伝播速度を校正します。 超音波音速を校
正に必要なステップに関する情報は、130ページの「超音波音速校正」を参照し
てください。

ウェッジ遅延
ウェッジ内の音響伝播における遅延を校正します。 ウェッジの遅延を校正する場
合には、最初に音速校正を行う必要があります。 ウェッジ遅延の校正に必要なス
テップに関する情報は、133ページの「ウェッジ遅延校正（UTグループのみ）」
および 139ページの「ウェッジ遅延校正（PAグループ）」を参照してください。

ウェッジ遅延と PCS
1つのウィザードでウェッジ内の音響伝播における遅延とプローブ間距離の両方
を校正します。

音速とウェッジ遅延 (UTグループのみ )
1 つのウィザードで、試験体材料内の音響伝播の音速と、ウェッジ内の音響伝播
に対する遅延を校正します。 音速とウェッジ遅延の両方を校正するために必要な
校正手順
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ステップについての情報は、138ページの「音速とウェッジ遅延の校正（UTグ
ループ）」を参照してください。

5.4.1 超音波音速校正
超音波の音速校正の目的は、試験体内における実際の超音波の音速を測定すること
です。 校正用試験片は、2つの既知の反射源があり、試験体と同じ材質のものを使用
します。

OmniScanでは、超音波音速の校正結果をウェッジの遅延校正に使用するため、
ウェッジの遅延校正の前に、超音波音速を校正する必要があります。 ウェッジ遅延の
校正を最初に実行すると、超音波の音速校正を行う際にウェッジ遅延の校正が失わ
れてしまうことを知らせる警告メッセージが現れます。

この手順は、次のグループ、反射源、およびスキャンに適用します。

• UTグループおよび PAグループ
• 反射源として見なされるすべての反射源の種類（半径、深さ、厚さ）
• セクタスキャンおよびリニアスキャン（角度 /VPA）

超音波音速を校正するには

1. 128ページの表 18のように、探触子を校正用試験片の上に配置します。
2. 次のステップを実行し、音速校正ウィザードを開始します。

a） ウィザード > 校正 > 種類 = UTを選択します。
b） モード = 音速を選択します。
c） 開始を選択します。

3. 厚さ 1および 2設定ステップで、
a） 適切なエコータイプ = 厚さを選択します。
b） 厚さ 1で、A-スキャンのタイムベース上にある最初の信号に対応する既知の
厚さの値を入力します。

c） 厚さ 2で、A-スキャンタイムベース上にある 2番目の信号に対応する既知
の厚さの値を入力します。

d） 次へを選択します。

重要
第 5章
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4. A-スキャン選択ステップ（PAグループ）で、または A-スキャン設定ステップ
（UTグループ）では、次のように操作します。

a） PAグループが選択されている場合は、角度 /VPAを選択し、校正基準とな
る角度 /VPAを設定します。 UTグループが選択されている場合は、角度
/VPAパラメータはリードオンリーです。
通常、スキャンの中央にある角度 /VPAを使用します。 例えば、30VPAのリ
ニアスキャンには、30のシリーズから 15番目を選択します。

b） 最初の信号が A-スキャンのフルスクリーンのおよそ 80 %に到達するよう
に、ゲインを設定します（131ページの図 5-3参照）。

c） 開始位置と範囲パラメータを設定し、A-スキャン上で反射源からの 2つの信
号を確認します（131ページの図 5-3の例を参照）。

図 5-3  リニアスキャンの反射源信号の例

d） 2つの信号を最大化できるように探触子を配置します。 探触子はこの手順の
残りのステップを完了するまで動かさないようにします。

e） 次へを選択します。
5. 厚さ 1にゲート Aを設定ステップで、次の手順に従います。 

80%

ゲート
校正手順
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a） 開始位置と幅パラメータで、最初の反射源の信号が、ゲートの中央でクロス
し、また、信号の全体の幅が十分にゲートの範囲内に入るように、ゲート A
の開始位置と幅を入力します（131ページの図 5-3参照）。

b） しきい値を 20%～ 25%の間に設定します。
c） 位置設定を選択します。

6. 厚さ 2にゲート Aを設定ステップで、次の手順に従います。 
a） 開始位置と幅パラメータで、最初の信号で行った同じ方法で、2番目の信号
にゲート Aを設定する値を入力します（132ページの図 5-4参照）。

図 5-4  2番目の信号のゲート設定

b） しきい値を設定し、信号がゲートをクロスすることを確かめます。
c） 位置設定を選択します。

7. 承認ステップで、次の手順に従います。
 材料音速パラメータが、校正用試験片の材質に対し適切な場合には、承認を
選択します。
または操作手順を繰り返したい場合には、再校正を選択します。

これで、超音波音速の校正は完了です。 画面下部左の部分にある、音速校正イン
ジケータ（V）が緑色に変わります（132ページの図 5-5参照）。

図 5-5  音速の校正後の緑色の音速インジケータ （V）

音速校正完了を
知らせるインジケータ
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5.4.2 ウェッジ遅延校正（UTグループのみ）

ウェッジ遅延校正は、試験体と接触するウェッジの前面を明確にし、全フォーカル
ロウにおいてビームが入射する試験体表面をゼロ位置として設定する作業です。 校正
手順では、1つの既知の反射源のある校正用試験片が必要です。

OmniScanでは、超音波音速の校正結果をウェッジの遅延校正に使用するため、
ウェッジの遅延校正の前に、超音波音速を校正する必要があります。 ウェッジ遅延の
校正を最初に実行すると、超音波の音速校正を行う際にウェッジ遅延の校正が失わ
れてしまうことを知らせる警告メッセージが現れます。

この手順は、次のグループおよび反射源に適用します。

• UTグループのみ
• ここでは、すべての反射源の種類（半径 /深さ /厚さ）を反射源とします。

UTグループのウェッジ遅延を校正するには

1. 128ページの表 18のように、探触子を校正用試験片の上に配置します。
2. ウィザード > 校正を選択します。
3. 校正選択ステップで、次の手順に従います。

a） 種類 = UTを選択します。
b） モード = ウェッジ遅延を選択します。
c） 開始を選択します。

4. 半径 /深さ /厚さ A 設定 ステップで、次の手順に従います。
a） エコータイプを選択してから、使用する反射源のタイプを選択します。
b） 半径 /深さ /厚さ Aを選択し、既知の反射源の半径 /深さ /厚さを入力しま
す。

c） 次へを選択します。
5. 半径 /きず深さ /厚さのゲート A設定 ステップで、次の手順に従います。

a） 信号がゲートの中央でクロスするように、また、信号の全体の幅が十分に
ゲートの範囲内に収まるように、 開始位置と幅パラメータボタンで、ゲート
Aの開始位置と幅を入力します。

重要
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b） しきい値を、20%または 25%に設定します。
c） 次へを選択します。

6. 校正ステップで、次の手順に従います。
a） 探触子を校正用試験片の反射源に沿って慎重に前後に動かし、滑らかな信号
包絡線を形成します（134ページの図 5-6参照）。

b） 必要に応じて、 ゲインで、信号に適用するゲインを調整します。

図 5-6  ウェッジ遅延を校正するために包絡線を形成

c） 校正を選択します。
7. 承認ステップで、次の手順に従います。

 校正が適切でない場合は、 再校正を選択し、校正プロセスを再度開始しま
す。
または
承認を選択します。

これで、ウェッジ遅延の校正は完了です。 画面の下部左にあるウェッジ遅延校正
インジケータ（W）が緑色に変わります（135ページの図 5-7参照）。
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図 5-7  校正完了を知らせる緑色のウェッジ遅延インジケータ（W）（UTグループ）

5.4.3 ウェッジ遅延とプローブセンターセパレーションの校正
（TOFDのみ）

校正は、通常、探傷を完了した後に解析モードで行います。 ラテラル波が一直線にそ
ろっていないまたは、データ収集による大きなひずみが生じているような場合には、
各フォーカルロウの校正ウィザードを実施します。

ウェッジ遅延と PCS校正を実施するには

1. タイトルバーのレイアウトセクションの A-Bを選択し、シングルグループのレイ
アウトにて TOFDを表示します。

2. ウィザード > 校正を選択します。
3. 校正選択ステップで、次の手順に従います。

a） 種類 = UTを選択します。
b） モード = ウェッジ遅延と PCSを選択します。
c） 開始を選択します。

4. 基準 A-スキャン選択ステップで。次の手順に従います。
a） B-スキャンの青色のデータカーソルをできる限り欠陥の近くに配置します。
b） クリアなラテラル波で、欠陥に影響されていない底面エコーのあるデータポ
イントを選択します。

欠陥から遠すぎる基準 A-スキャンを選択すると、ラテラル波や底面エコーが異なる
TOFで発生するため、サイジングの精度が低下します。

c） 次へを選択します。

校正完了を知らせる
ウェッジ遅延校正
インジケータ

参考
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5. 試験体設定ステップで、次の手順に従います。
a） グループウィザードでグループを作成している間に、正確に厚さと CSC
モードパラメータが入力されているか確認してください。

b） 次へを選択します。
6. カーソル位置と深さを設定ステップで、次の手順に従います。

ウェッジ遅延と PCSの校正ウィザードでは、UT軸カーソルで材料の深さが既に
判っている 2つのターゲットを確認できることが必要です。 デフォルトのターゲット
は、前のステップで入力されたラテラル波と底面エコーです。

a） 基準カーソル（赤色）をラテラル波の上に配置します。
b） 測定カーソル（緑色）を底面エコーの上に配置します。
c） 作業範囲を拡大表示することにより、正確にカーソルを配置し、測定値の精
度を向上することができます。

d） ウェッジ 遅延と PCS校正を選択します。
時間ルーラー（[µs]）と赤紫色の TOFDルーラー（深さ単位 [mmまたはイ
ンチ ]）が、UT軸の上の現れます。

7. 承認ステップで、次の手順に従います。
a） 自動計算された PCSに注意します。 実際に測定された PCSに近い値になる
はずです。

b） ウェッジ遅延は、同様の探触子とウェッジを使用する際に、基準値として使
用されます。

c） UT軸カーソルが適切に材料の表面と底面エコーの上配置されているか確認
します。

d） これらの値が正しければ、承認を選択します。または、これらの値が意図し
た値と異なる場合は、再校正を選択します。

材料音速は、固定された値で、ウィザードオプション（ウェッジ遅延と PCS）では、
算出されません。

参考

参考
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5.4.4 クイック
解析モードでは、ウィザードのいくつかの手順を省略できる、TOFD信号のクイッ
ク校正を行うことができます。 お使いの試験体に応じて、次の校正方法から 1つを選
択することができます。

1. 均等な厚さを持つ部分に対するクイック校正。
2. 厚さの異なる部分に対するクイック校正（この場合は、TOFD校正を数回繰り返
す必要があります）。

試験体の厚さが均等な場合に TOFDのクイック校正を行うには

1. B-スキャン上のデータカーソルを移動して、希望する A-スキャン信号を得ま
す。

2. 最初の反射源上に参照カーソルを移動します。
3. 2番目の反射源上に測定カーソルを移動します。
4. B-スキャン表示領域をタップして押したまま維持し、ウェッジ遅延と PCSを選択
します。

試験体の厚さが均等でない場合に TOFDのクイック校正を行うには

1. ウィザード > 構成メニューのモードリストから、目的の校正を選択します。
2. 基準 A-スキャンを選択します。
3. 必要なパラメータ（厚さおよび /または PCS）を入力します。
4. 最初の反射源上に参照カーソルを移動します。
5. 2番目の反射源上に測定カーソルを移動します。
6. 現在の項目を校正を選択します。

TOFDのクイック校正方法は、ラテラル波と底面信号を校正するために使用します。 
その他の反射源に対し校正をするには、ウィザードに表示される手順に従います。

参考
校正手順
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5.4.5 音速とウェッジ遅延の校正（UTグループ）

UTグループでは、音速とウェッジ遅延ウィザードにて音速とウェッジ遅延の両方の
校正を統合しています。 この校正手順では、2つの既知の反射源のある校正用試験片
が必要です。

超音波の音速校正の目的は、試験体内における実際の超音波の音速を測定すること
です。

ウェッジ遅延校正は、試験体と接触するウェッジの前面を明確にし、試験体への入
射表面をゼロ位置として設定する作業です。

この手順は、次のグループおよび反射源に適用します。

• UTグループ
• ここでは、すべての反射源の種類（半径 /深さ /厚さ）を反射源とします。

UTグループの音速とウェッジ遅延を校正するには

1. 128ページの表 18のように、探触子を校正用試験片の上に配置します。
2. ウィザード > 校正を選択します。
3. 校正選択ステップで、次の手順に従います。

a） 種類 = UTを選択します。
b） モード = 音速とウェッジ遅延を選択します。
c） 開始を選択します。

4. 半径 /深さ /厚さ 1および 2設定ステップで、次の手順に従います。
a） 適切なエコータイプ = 半径、深さまたは厚さを選択します。
b） 半径 /深さ /厚さ 1では、最初の基準反射源に対応する既知の半径 /深さ /
厚さの値を入力します。

c） 半径 /深さ /厚さ 2では、2番目の反射源に対応する半径 /深さ /厚さの値を
入力します。

d） 次へを選択します。
5. 半径 /深さ /厚さ 1のゲート A設定ステップで、次の手順に従います。

a） 開始位置と幅を選択してから、最初の基準反射源がゲートの中央をクロスす
るように、また、信号の包絡線の全幅がゲート内に収まるように、ゲート A
の開始位置と幅を入力します。

b） しきい値を、20%または 25%に設定します。
第 5章
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c） 位置設定を選択します。
6. 半径 /深さ /厚さ 2のゲート A設定ステップで、次の手順に従います。

a） 開始位置と幅を選択してから、2番目の基準反射源の信号包絡線が、ゲート
の中央をクロスするように、また、信号の包絡線の全幅がゲート内に収まる
ように、ゲート Aの開始位置と幅を入力します。

b） しきい値を、20%または 25%に設定します。
c） 位置設定を選択します。

7. 承認ステップで、リードオンリーの材料音速とウェッジ遅延パラメータは、校正
した値を示します。
 校正が適切でない場合は、 再校正を選択し、校正プロセスを再度開始しま
す。
または
承認を選択します。

これで、音速とウェッジ遅延の校正は完了です。 画面の下部左にある音速（V）
とウェッジ遅延（W）の校正インジケータが緑色に変わります（139ページの
図 5-8参照）。

図 5-8  音速（V）およびウェッジ遅延（W）インジケータ

5.4.6 ウェッジ遅延校正（PAグループ）

ウェッジ遅延校正は、試験体と接触するウェッジの前面を明確にし、全フォーカル
ロウにおいてビームが入射する試験体表面をゼロ位置として設定する作業です。 校正
手順では、1つの既知の反射源のある校正用試験片が必要です。

PAグループでは、ウェッジ遅延校正は、すべてのフォーカルロウ、または 2つまた
は 3つの選択したフォーカルロウで行います。

音速とウェッジ
遅延校正の完了を
知らせるインジケータ
校正手順
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OmniScanでは、超音波音速の校正結果をウェッジの遅延校正に使用するため、
ウェッジの遅延校正の前に、超音波音速を校正する必要があります。 最初にウェッジ
遅延を校正すると、音速校正を行う際にウェッジ遅延校正が消去されますという警
告メッセージが表示されます。

5.4.6.1 すべてのフォーカルロウのウェッジ遅延を校正

次に、すべてのフォーカルロウに対しウェッジの遅延を校正する手順について説明
します。 この手順は、次のグループ、反射源、およびスキャンに適用します。

• PAグループのみ
• ここでは、すべての反射源の種類（半径 /深さ /厚さ）を反射源とします。
• セクタスキャンおよびリニアスキャン（角度 /VPA）

すべてのフォーカルロウのウェッジ遅延を校正するには

1. 128ページの表 18のように、探触子を校正用試験片の上に配置します。
2. ウィザード > 校正を選択します。
3. 校正選択ステップで、次の手順に従います。

a） 種類 = UTを選択します。
b） モード = ウェッジ遅延を選択します。
c） 適用 = すべての角度 /VPAを選択します。
d） 開始を選択します。

4. 半径 /深さ /厚さ A 設定 ステップで、次の手順に従います。
a） エコータイプを選択してから、使用する反射源のタイプを選択します。
b） 半径 /深さ /厚さ Aを選択し、既知の反射源の半径 /深さ /厚さを入力しま
す。

c） 許容範囲パラメータでは、既定値が使用されます。
d） 次へを選択します。

5. 区分設定 ステップで、次の手順に従います。

重要
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a） 必要に応じて、最後の角度 /VPAパラメータを使用し、全体の区分よりも小
さい区分を定義します。そして、2つ以上に分かれた各区分を別々に校正し
ます。

b） 次へを選択します。
6. 半径 /きず深さ /厚さのゲート A設定 ステップで、次の手順に従います。

a） 信号がゲートの中央でクロスするように、また、信号の全体の幅が十分に
ゲートの範囲内に収まるように、 開始位置と幅パラメータボタンで、ゲート
Aの開始位置と幅を入力します。

b） しきい値を、20%または 25%に設定します。
c） 次へを選択します。

7. 校正と承認ステップで、次の手順に従います。
a） 探触子を校正用反射源の上で前後に動かしながら、包絡線を形成します (141
ページの図 5-9参照 )。

図 5-9  ウェッジ遅延を校正するために包絡線を形成

b） 校正を選択します。

許容誤差
ライン
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c） 再度、校正用試験片の反射源上で探触子を前後に動かして、包絡線が正確に
校正されているか確認します。
校正が正確な場合は、包絡線は 2本の赤色の点線の間に描かれます。

d） 適切な校正が完了した場合は、承認を選択します。
または
正しい校正が得られなかった場合は、包絡線消去で、包絡線を消去し、反射
源の上に新しいパスを作成するか、再校正で校正を再度開始して、正しい校
正を得られたときに承認を選択します。

これで、ウェッジ遅延の校正は完了です。 画面の下部左にあるウェッジ遅延校正
インジケータ（W）が緑色に変わります（142ページの図 5-10参照）。

図 5-10  すべてのフォーカルロウの校正後のウェッジ遅延インジケータ（W）

5.4.6.2 PAグループの 2つまたは 3つのフォーカルロウのウェッジ遅延
を校正する

この項では、2つあるいは 3つの特定の角度 /VPAに対するウェッジ遅延を校正する
手順について説明します。

この手順は、次のグループ、反射源、およびスキャンに適用します。

• PAグループのみ
• ここでは、すべての反射源の種類（半径 /深さ /厚さ）を反射源とします。
• セクタスキャンまたはリニアスキャン（角度 /VPA）

PAグループの 2つまたは 3つのフォーカルロウのウェッジ遅延を校正するには

1. 128ページの表 18のように、探触子を校正用試験片の上に配置します。
2. ウィザード > 校正を選択します。
3. 校正選択ステップで、次の手順に従います。

a） 種類 = UTを選択します。

校正完了を知らせる
ウェッジ遅延校正
インジケータ
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b） モード = ウェッジ遅延を選択します。
c） 適用 = 2または 3角度 /VPAを選択します。
d） 開始を選択します。

4. 校正する角度 /VPAを選択ステップで、次の手順に従います。
a） 数量を選択した後、校正したい角度 /VPAの数を選択します（2または 3）。
b） 角度 /VPA 1を選択し、校正する最初の角度 /VPAを指定します。
c） 角度 /VPA 2を選択し、校正する 2番目の角度 /VPAを指定します。
d） 該当する場合は、角度 /VPA 3を選び、3番目の角度 /VPAを指定し校正し
ます。

e） 次へを選択します。
5. 半径 /深さ /厚さ A 設定 ステップで、次の手順に従います。

a） エコータイプを選択してから、使用する反射源のタイプを選択します。
b） 半径 /深さ /厚さ Aを選択し、既知の反射源の半径 /深さ /厚さを入力しま
す。

c） 次へを選択します。
6. 半径 /きず深さ /厚さのゲート A設定 ステップで、次の手順に従います。

a） 信号がゲートの中央でクロスするように、また、信号の全体の幅が十分に
ゲートの範囲内に収まるように、開始位置と幅パラメータボタンで、ゲート
Aの開始位置と幅を入力します。

b） しきい値を、20%または 25%に設定します。
c） 次へを選択します。

7. 校正ステップ（最初の角度 /VPA）で、次の手順に従います。
a） 探触子を基準反射源の上で前後に動かしながら、包絡線を形成します (144
ページの図 5-11参照 )。
校正手順
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図 5-11  最初の角度 /VPAの包絡線を形成

b） 校正を選択します。
8. 該当する場合は、2番目の角度 /VPA、3番目の角度 /VPAで、ステップ 7を繰り
返します。

9. 承認ステップで、次の手順に従います。
 校正が適切でない場合は、再校正を選択し、校正プロセスを再度開始しま
す。
または
承認を選択します。

これで、2つあるいは 3つのフォーカルロウにおけるウェッジ遅延の校正は完了
です。 画面の上部左にあるウェッジ遅延校正インジケータ（WP）が緑色に変わ
ります（145ページの図 5-12参照）。
第 5章
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図 5-12  2つまたは 3つのフォーカルロウの校正を完了した後の緑色の
ウェッジ遅延インジケータ（Wp)

5.4.7 UTグループの感度校正

UTグループの感度校正では、ウィザードは必要ありません。

この手順は、次のグループおよび反射源に適用します。

• UTグループのみ
• ここでは、すべての反射源の種類（半径 /深さ /厚さ）を反射源とします。

UT探触子の感度を校正するには

1. 基準反射源から最大信号を確保できるよう探触子を配置します。
2. ゲート Aを基準反射源の信号の上に配置します。
3. UT設定 > 詳細設定 > 基本振幅を選択した後、目的の基準振幅値を入力します
（146ページの図 5-13の例では、80%）。

4. XX.X%に設定を選択し、感度校正を行います。
146ページの図 5-13では、XX.X%に設定コマンドを使う前と後の、基準反射源
の信号を示しています。

2つまたは 3つの
フォーカルロウにおける
ウェッジ遅延の校正の
完了
校正手順
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図 5-13  感度校正の前と後の基準反射源信号

5.4.8 PAグループの感度校正

PAグループで感度を校正すると、すべてのフォーカルロウのゲインを正規化するた
め、基準反射源において類似した振幅信号を作成することができます。 校正手順で
は、1つの既知の反射源のある校正用試験片が必要です。

感度校正は、すべてのフォーカルロウ、あるいは、選択した 2つか 3つのフォーカ
ルロウに対し行われます。

ほかの校正を行う前に、感度校正を行うことを推奨します。 これにより、特に次に行
う超音波音速およびウェッジ遅延の校正が容易になる場合があります。

5.4.8.1 すべてのフォーカルロウの感度を校正

次の手順は、すべてのフォーカルロウに対する感度を校正する方法について説明し
ます。

この手順は、次のグループ、反射源、およびスキャンに適用します。

• PAグループのみ
• ここでは、すべての反射源の種類（半径 /深さ /厚さ）を反射源とします。

感度校正の前 感度の校正後
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• セクタスキャンまたはリニアスキャン (角度 /VPA)

すべてのフォーカルロウの感度を校正するには

1. 128ページの表 18のように、探触子を校正用試験片の上に配置します。
2. ウィザード > 校正を選択します。
3. 校正選択ステップで、次の手順に従います。

a） 種類 = UTを選択します。
b） モード = 感度を選択します。
c） 適用 = すべての角度 /VPAを選択します。
d） 開始を選択します。

4. 基準振幅設定 ステップで、次の手順に従います。
a） XX.X%に設定パラメータを選択する場合には、基準振幅を選択して、ゲー
ト Aをクロスする信号の最大振幅レベルを指定します。

b） 許容範囲を選択し、基準反射源の測定に対する許容範囲を指定します。
c） 次へを選択します。

5. 区分設定 ステップで、次の手順に従います。
a） 必要に応じて、最後の角度 /VPAパラメータを使用し、全体の区分よりも小
さい区分を定義します。そして、2つ以上に分かれた各区分を別々に校正し
ます。

b） 次へを選択します。
6. エコー Aのゲート A設定ステップで、次の手順に従います。

a） 信号がゲートの中央でクロスするように、また、信号の全体の幅が十分に
ゲートの範囲内に収まるように、 開始位置と幅パラメータボタンで、ゲート
Aの開始位置と幅を入力します。

b） しきい値を、20%または 25%に設定します。
c） 次へを選択します。

7. 補正ゲイン設定ステップで、必要に応じて次の操作を行います。
スキャンの周囲にあるフォーカルロウからの信号が、明らかにスキャンの中央に
あるフォーカルロウの信号より弱い場合に、補正ゲインを使用する必要がありま
す。 このケースでは、スキャン周辺にあるフォーカルロウの振幅が、グラフの最
小感度以下です。 校正を完了しようとすると、校正ウィザードは、エラーメッ
セージを示します。 補正ゲインはフォーカルロウの振幅の形状を平らにし、感度
グラフに振幅の全体を表示します。
校正手順
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a） 必要に応じて、補正 ゲインを選択し、補正ゲインの値を特定し、感度グラ
フの中でフォーカルロウの振幅形状が完全に見えるようにします。

b） 適用で、補正ゲイン値を有効にします。
c） 必要に応じて、 ゲインで、信号に適用するゲインを調整します。
d） 必要に応じて、包絡線消去を選択し、信号包絡線を消去し、新しい包絡線を
作成します。

e） 次へを選択します。
8. 校正と承認ステップで、次の手順に従います。

a） 探触子を校正用試験片の反射源に沿って慎重に前後に動かし、すべての角度
/VPAに対し、0–100%の範囲で滑らかな信号包絡線を形成します（148ペー
ジの図 5-14参照）。

図 5-14  感度校正のための包絡線を形成

b） 校正を選択します。
c） 再度、校正用試験片の反射源上で探触子を前後に動かして、包絡線が正確に
校正されているか確認します。
校正が正確な場合は、包絡線は 2本の赤色の点線の間に描かれます。
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d） 適切な校正が完了した場合は、承認を選択します。
または
正しい校正が得られなかった場合は、包絡線消去で、包絡線を消去し、反射
源の上に新しいパスを作成するか、再校正で校正を再度開始して、正しい校
正を得られたときに承認を選択します。

これで、感度校正は完了です。 画面上部左の部分にある、感度校正インジケータ
（S）が緑色に変わります（149ページの図 5-15参照）。

図 5-15  校正後の緑色の感度校正インジケータ

5.4.8.2 2つあるいは 3つのフォーカルロウの感度を校正

次に、2つあるいは 3つの特定の角度 /VPAの感度を校正する手順について説明しま
す。

この手順は、次のグループ、反射源、およびスキャンに適用します。

• PAグループのみ
• ここでは、すべての反射源の種類（半径 /深さ /厚さ）を反射源とします。
• セクタスキャンまたはリニアスキャン（角度 /VPA）

2つまたは 3つのフォーカルロウの感度を校正するには

1. 128ページの表 18のように、探触子を校正用試験片の上に配置します。
2. ウィザード > 校正を選択します。
3. 校正選択ステップで、次の手順に従います。

a） 種類 = UTを選択します。
b） モード = 感度を選択します。
c） 適用 = 2または 3角度 /VPAを選択します。
d） 開始を選択します。

感度校正完了を
知らせるインジケータ
校正手順
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4. 基準振幅設定ステップで、次の手順に従います。
a） XX.X%に設定パラメータを選択する場合には、基準振幅を選択して、ゲー
ト Aをクロスする信号の最大振幅レベルを指定します。

b） 許容範囲を選択し、基準反射源の測定に対する許容範囲を指定します。
c） 次へを選択します。

5. 校正する角度 /VPAを選択ステップで、次の手順に従います。
a） 数量 ,を選択した後、校正したい角度 /VPAの数を選択します（2または 3）。
b） 角度 /VPA 1を選択し、校正する最初の角度 /VPAを指定します。
c） 角度 /VPA 2を選択し、校正する 2番目の角度 /VPAを指定します。
d） 該当する場合は、角度 /VPA 3を選び、3番目の角度 /VPAを指定し校正し
ます。

e） 次へを選択します。
6. エコー Aのゲート A設定ステップで、次の手順に従います。

a） 信号が中央でゲートにクロスするように、また、信号の全体の幅が十分に
ゲートの範囲内に収まるように、開始位置と幅パラメータボタンで、ゲー
ト Aの開始位置と幅を入力します。

b） しきい値を、20%または 25%に設定します。
c） 次へを選択します。

7. 校正（最初の角度 /VPA） ステップで、次の手順に従います。
a） 探触子を基準反射源の上で前後に動かしながら、包絡線を形成します (151
ページの図 5-16参照 )。
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図 5-16  最初の角度の感度校正のための包絡線を形成

b） 校正を選択します。
8. 該当する場合は、2番目の角度 /VPA、3番目の角度 /VPAで、ステップ 7を繰り
返します。

9. 承認ステップで、次の手順に従います。
 校正が適切でない場合は、 再校正を選択し、校正プロセスを再度開始しま
す。
または
承認を選択します。

これで、感度校正は完了です。 画面上左の部分にある感度校正インジケータ
（Si）が緑色に変わります（152ページの図 5-17参照 )。
校正手順
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図 5-17  2つまたは 3つのフォーカルロウの感度校正の完了を知らせる
緑色の感度インジケータ（Si）

5.5 サイジング校正

OmniScanは、多数のサイジング機能（DAC、TCG、DGS、および AWS）を備えて
います。 サイジング機能では、各反射源の実際の寸法を試験体の反射源の位置に別々
に表示することができます。

サイジング機能に関する詳細は、309ページの「サイジングメニュー」を参照してく
ださい。

5.5.1 DAC校正

この項では、DAC（距離振幅補正）サイジング機能を校正する方法について説明し
ます。 この手順には、同じ寸法の穴がさまざまな深さ位置にある校正用試験片、また
は、様々の既知の厚みを有する校正用試験片が必要です。

DACカーブは、A-スキャンでのみ表示できるため、主に一般超音波（UT）検査で
使用します。 PAを使用する場合は、A-スキャン同様 S-スキャンでも振幅補正を表
示できるため、TCGがより適切です。

この手順は、次のグループ、反射源、およびスキャンに適用します。

• UTグループおよび PAグループ
• ここでは、深さまたは厚さによる反射源の種類を反射源とします。
• セクタスキャンまたはリニアスキャン (角度 /VPA)

2つまたは 3つの
フォーカルロウの
感度校正の完了を
知らせるインジケータ

参考
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DAC校正を行うには

1. 153ページの図 5-18のように、探触子を校正用試験片の上に配置します。

図 5-18  DAC校正のための校正用試験片

2. UT設定 > 基本設定 > 範囲を選択し、一番遠い反射源（または一番厚い部分）か
らの信号を確認できるよう値を設定します。

3. ウィザードを開始するには、次の手順に従います。
a） ウィザード > 校正 > 種類 = サイジングを選択します。
b） モード = DACを選択します。
c） 開始を選択します。

4. 種類設定 ステップで、次の手順に従います。
a） 規格準拠を選択し、カスタマイズしたサイジング機能または JIS、ASMEの
規格に準拠した定義済みのサイジング機能を選択します（詳細は 313ページ
の「DAC、リニア DACおよび TCGカーブのパラメーター」を参照）。
プリセットを選択すると、自動的に特定のサイジング機能パラメータが設定
され、編集は不可能となります。

b） 規格準拠 = カスタムを選択した場合、次の手順に従います。
（1）カーブの種類を選択し、カーブのポイント間の補間の種類を特定します。

次のような種類を選択できます。
直線：DACポイント間のリニア補間 
対数尺度：DACポイント間の対数尺度補間 DACでは、補間は 2つの基
準ポイントに基づき計算されます。 リニア DACでは、補間は指定した
減衰に基づき計算されます。
多項式：DACポイント間の 3次多項式による補間。

（2）カーブ数を選択し、サイジングカーブの数を定義します。
校正手順
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このパラメーターは、規格に準拠するサイジングカーブでは編集不可能で
す。

c） 次へを選択します。
5. 基準ポイント設定ステップで、次の手順に従います。

a） 位置を選択し、超音波軸上の最初のポイントの位置を指定します。
b） XX.X%に設定パラメータを選択する場合には、基準振幅を選択して、ゲー
ト Aをクロスする信号の最大振幅レベルを指定します。

c） 次へを選択します。
6. 区分設定 ステップ (PAモードのみ )で、次の手順に従います。

a） スキャンセクタを 2つ以上の区分で別々に校正したい場合には、最初の角度
/VPAと最後の角度 /VPAの値を編集し、最初の区分を定義します。

b） 次へを選択します。
7. エコーのゲート A設定ステップで、次の手順に従います。

a） 開始位置および幅ボタンで、最初の反射源からの信号が、ゲートの中央でク
ロスし、信号の幅がゲートの範囲内に入るように、ゲート Aの開始位置と
幅を入力します（155ページの図 5-19の A-スキャンビューを参照）。

b） 155ページの図 5-19の校正 : DACに示すように、信号が各開口幅のゲート
をクロスするように、しきい値を設定します。
第 5章
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図 5-19  PAグループのエコーにゲート Aを設定

c） 次へを選択します。
8. ポイント追加ステップで、次の手順に従います。

a） 探触子を反射源に沿って慎重に前後に動かし、基準振幅値を下回る最大振幅
で滑らかな信号包絡線を形成します。

b） 必要に応じて、ゲインまたはゲイン補正値 を選択し、信号に適用するゲイ
ンやゲイン補正値を変更します。

c） 必要に応じて、DACゲインを選択し、DACカーブに適用するゲインを変更
します。

d） ポイントの追加を選択します。
9. DAC承認 ステップで、次の手順に従います。

 次のポイントを選択し、他の DACポイントを追加して DACカーブを完成し
ます。 ウィザードは、新しいポイントごとにステップ 7～ 9を繰り返しま
す。 DACカーブには、32ポイントまで追加できます。
または DACカーブを完了したら、DAC承認を選択します。
校正手順
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サイジング > 種類 > TCGを選択すると、DACサイジングカーブを TCGサイジング
カーブに切替えることができます。

5.5.2 TCGの校正

この項では、TCG （時間補正ゲイン）サイジング機能の校正方法について説明しま
す。 この手順には、同じ寸法の穴がさまざまな深さ位置にある校正用試験片、また
は、様々の既知の厚みを有する校正用試験片が必要です。

この手順は、次のグループ、反射源、およびスキャンに適用します。

• UTグループおよび PAグループ
• ここでは、深さまたは厚さによる反射源の種類を反射源とします。
• セクタスキャンまたはリニアスキャン (角度 /VPA)

TCG校正を行うには

1. 156ページの図 5-20のように、探触子を校正用試験片の上に配置します。

図 5-20  TCG校正のための校正用試験片

2. UT設定 > 全般設定 > 範囲を選択します。
3. 一番深い位置にある（または一番厚い位置にある）反射源の信号が見えるように
値を設定します。

4. ウィザードを開始するには、次の手順に従います。
a） ウィザード > 校正 > 種類 = サイジングを選択します。

ヒント
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b） モード = TCGを選択します。
c） 開始を選択します。

5. 種類設定 ステップで、次の手順に従います。
a） 規格準拠を選択し、カスタマイズしたサイジング機能または JIS、ASMEの
規格に準拠した定義済みのサイジング機能を選択します（詳細は 313ページ
の「DAC、リニア DACおよび TCGカーブのパラメーター」を参照）。
プリセットを選択すると、自動的に特定のサイジング機能パラメータが設定
され、編集は不可能です。

b） 規格準拠 = カスタムを選択する場合、カーブ数を選択してサイジングカーブ
の数を定義します。
このパラメーターは、規格に準拠するサイジングカーブでは編集は不可能で
す。

c） 次へを選択します。
6. カーブ補正値を設定ステップで、（規格準拠 = カスタムおよびカーブ数にて複数
の値がある場合は、次の手順に従います。
a） カーブ n補正値パラメータを選択して、各 2番目のカーブの主要カーブに対
するオフセット値を設定します。

b） 次へを選択します。
7. 基準振幅設定 ステップで、次の手順に従います。

a） エコー信号がゲート Aをクロスするように、開始 を選択して、ゲート Aの
位置を調整します。

b） XX.X%に設定パラメータを選択する場合には、基準振幅を選択して、ゲー
ト Aをクロスする信号の最大振幅レベルを指定します。

c） XX.X%に設定を選択して、基準振幅を設定します。
d） 許容範囲を選択し、基準反射源の測定に対する許容範囲を指定します。
e） 次へを選択します。

8. 区分設定 ステップ (PAモードのみ )
a） スキャンセクタを 2つ以上の区分で別々に校正したい場合には、最初の角度

/VPAと最後の角度 /VPAの値を編集し、最初の区分を定義します。
b） 次へを選択します。

9. A-スキャン設定ステップで、次の手順に従います。
a） 信号に適用するゲインを調整する必要がある場合は、ゲインを選択します。
b） A-スキャンの開始位置を調整する必要がある場合は、開始位置を選択しま
す。
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c） A-スキャンの範囲を調整する必要がある場合は、幅を選択します。
d） 次へを選択します。

10. エコーのゲート A設定ステップで、次の手順に従います。
a） 開始位置および幅ボタンで、最初の反射源からの信号が、ゲートの中央でク
ロスし、信号の幅がゲートの範囲内に入るように、ゲート Aの開始位置と
幅を入力します（158ページの図 5-21の A-スキャンビューを参照）。

b） 158ページの図 5-21の校正 : TCGに示すように、信号が各開口幅のゲート
をクロスするように、しきい値を設定します。

図 5-21  PAグループのエコーにゲート Aを設定

c） 次へを選択します。
11. ポイント追加ステップで、次の手順に従います。

a） 探触子を反射源に沿って慎重に前後に動かし、基準振幅値を下回る最大振幅
で滑らかな信号包絡線を形成します。

b） 必要に応じて、ゲインまたはゲイン補正値 を選択し、信号に適用するゲイ
ンやゲイン補正値を変更します。
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c） 必要に応じて、TCG ゲインを選択し、TCG カーブに適用するゲインを変更
します。

d） ポイントの追加を選択します。
12. 承認 ステップで、次の手順に従います。

 次のポイントを選択し、他の TCGポイントを追加して、TCGカーブを完成し
ます。 ウィザードは、新しいポイントごとにステップ 8～ 12を繰り返しま
す。 TCGカーブには、32ポイントまで追加できます。
または TCGカーブを完了したら、TCG承認を選択します。

サイジング > 種類 = DACで、DACサイジングカーブタイプおよび TCGのサイジン
グカーブタイプの切替が可能です。

5.5.3 DGS校正

距離ゲインサイジング（DGS）技法は、既知の探触子、材料、反射源サイズに対し
計算した DGSカーブに基づき、欠陥を計測するために使用します。

メインの DGSカーブは、所定のサイズの平底穴（FBH）反射源と同等の信号振幅を
表します。 DGS技法では、欠陥サイジング用の DGSカーブ作成に 1つの基準反射源
だけを使用します。 これは、欠陥サイジングカーブを作成するために、試験体内のさ
まざまな深さに見本の欠陥が必要な DAC技法および TCG技法とはかなり異なりま
す。

DGS/AVGカーブの作成に必要なすべてのデータは、PAプローブ IDおよびウェッ
ジ情報から取得されます。 DGS校正ウィザードを使用すると、欠陥サイズをすばや
く設定し、容易に評価することができます。

DGS技法は、ISO 16827の要件に合うように設計されています。 そのため、この規格
およびその他の規格をよく理解していることが極めて重要です。 この探傷器の機能を
正しく使用するには、各地域の標準規格に従った資格者でなければなりません。 サイ
ジングカーブの計算には多数の変数を使用するため、正確な結果を得るには装置の

ヒント

重要
校正手順

 
159



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
適切な設定が必要です。 標準的なセクタースキャンでは、MX2/SXシリーズは 0°～
70°のフォーカルロウの DGSカーブに適用されます。 リニアスキャンの場合、DGS
カーブはスキャンの角度に適用されます。

DGS校正の要件は、次のとおりです。

• DGS対応探触子およびウェッジ
• DGS対応セットアップ（探触子、ウェッジ、角度）
• 反射源のある校正用試験片

DGS校正は、次のモードで適用します。

• パルスエコーモードによる従来型 UT（角度 45°、60°、または 70°）
• パルスエコーモードによる従来型 UT（角度 0°）
• ピッチキャッチモードによる従来型 UT（角度 0°）
• パルスエコーモードによるフェーズドアレイ（角度 0°～ 70°）

DGS校正を行うには

DGS校正ウィザードを使用する前に、250 %モードをオフにして、フォーカス深さ
をフォーカスなしに設定する必要があります。 また、DGSモードが有効のときに RF
モードは使用できないことにも注意してください。

1. DGS校正ウィザードを開始するには
a） ウィザード > 校正 > 種類 = サイジングを選択します。
b） モード = DGSを選択します。
c） 開始を選択します。

2. エレベーションの設定ステップで、次の手順に従います。
a） プローブのエレベーション値を入力します。 （デフォルトでは、値は 9 mm
に設定されます。）

b） 次へを選択します。
3. 反射源の選択ステップで、DGSカーブの作成に使用する基準反射源の種類を選
択します。

参考
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a） 反射源 = SDH、FBH、K1-IIW、または K2-DSCを選択します。
（SDHまたは FBHを選択した場合は、穴の直径を指定する必要がありま
す。）

b） 次へを選択します。
4. カーブレベル設定 ステップで、次の手順に従います。

a） 検出 レベルを選択し、検出レベルを入力します。通常、この値はアプリ
ケーションの臨界欠陥サイズと同等です。

b） デルタ Vtを選択し、校正用試験と試験体の表面状態の差異を起因とする接
触部の変動の減衰を設定します。

c） 警告レベルを選択した後、DGSメインカーブに関連する警告カーブ補正値
（dB）を入力します。 
最大 3つの警告カーブを追加できます。

d） 次へを選択します。
5. 減衰設定ステップで、次の手順に従います。

a） 校正用 試験片減衰で、校正用試験片の材料の減衰（dB/mm）を指定します。
b） デルタ Vkを選択し、デルタ Vk値（dB）を入力します。
c） 試験体減衰を選択し、試験体の材質における減衰値（dB/mm）を指定しま
す。

d） 次へを選択します。
6. エコーAのゲート A設定ステップで、次の手順に従います（162ページの図 5-22
を参照）。

DGS校正ウィザードを開始する前に感度校正を行った場合は、このステップはない
場合もあります。

a） 探触子を反射源の上で動かし、信号包絡線を形成します。
b） 反射源からの信号包絡線がゲートの中央でクロスするように、また、信号包
絡線の全体の幅 が十分にゲートの範囲内に入るように、 開始位置と幅パラ
メータで、ゲート Aの開始位置と幅を入力します。

参考
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図 5-22  信号包絡線の上にゲート Aを設定します。

c） しきい値を 20%～ 25%の間に設定します。
d） 次へを選択します。

7. 校正ステップで、次の手順に従います。
a） 探触子を校正用試験片の反射源に沿って慎重に前後に動かし、良質な信号を
取得します。

b） 必要に応じて、包絡線消去を選択し、現在の信号包絡線を消去し、新しい包
絡線を作成します。

c） ゲート Aにて最大信号振幅を取得するため、慎重に探触子を配置します。
d） 校正を選択します。

163ページの図 5-23にあるように、DGSメインカーブ（赤色）と警告カー
ブ（白色）が、A-スキャンビューに現れます。 さらに、ERS（平底穴の基準
反射源の同等サイズ）、AdBカーブ、最大 AdBカーブ、および A%の測定
値が画面の上部に表示されます。
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図 5-23  DGSサイジングカーブの例

8. 承認ステップで、次の手順に従います。
a） 必要に応じて Angle（°）（角度（°））を選択し、目的の角度に設定して、算
出されたカーブを確認します。

b） 校正が適切でない場合は、 再校正を選択し、校正プロセスを再度開始しま
す。

c） 承認を選択し、校正を承認した後ウィザードを終了します
ステイタスインジケータに、DGSラベルが現れます（163ページの図 5-24参
照）。

図 5-24  DGS校正完了を知らせるステイタスインジケータ

DGS校正完了を知らせるインジ
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5.5.4 AWS校正

AWSサイジング機能は、米国溶接協会による D1.1（または D1.5）鋼材料の構造溶
接規格に基づいた探傷の実施に使用します。 この規格では、超音波検査にて溶接内に
検出された非連続性を格付けする手法を提供しています。 この規格では、方程式 164
ページの（1）を使い、探傷中に検出される反射源の欠陥指示の評価を行います。 欠
陥指示は、欠陥のサイズを評価するための AWS規格に定義された等級により評価さ
れます。

A − B − C = D （1）

この数字は次の内容からなります：

A = 非連続性欠陥指示レベル（dB）(297ページの「AWS A」参照 )
B =基準欠陥指示レベル（dB）(297ページの「AWS B」参照 )
C = 減衰率（dB）（298ページの「AWS C」参照）
D = 欠陥指示評定（dB）(298ページの「AWS D」参照 )

AWS校正ウィザードでは、AWS-D1.1/1.5規格適合検査に合わせ探傷器を校正する
ステップを展開します。

AWS校正開始前のセットアップ

この項では、AWS校正を実行する前のセットアップの設定方法について説明しま
す。 最初のステップは、セットアップの作成です。

AWSサイジング校正は、横穴タイプの基準反射源を使用します。

UTグループにおける AWS校正の要件は次のとおりです。

• AWS対応 UTプローブとウェッジ
• 横穴タイプの基準反射源のある校正用試験片
この手順は、SDH反射源タイプに適用します。AWSサイジング校正は、横穴タ
イプの基準反射源を使って 45°、60°、70°で行います。

PAグループにおける AWS校正の要件は次のとおりです。

• AWS対応 PAプローブとウェッジ
• 横穴タイプの基準反射源のある校正用試験片
この手順は、SDH反射源タイプとセクタスキャンのみに適用します。
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セットアップを作成するには

1. ウィザード > 試験体と溶接 > 開始を選択して、試験体と溶接ウィザードを開始し
ます。

2. オンスクリーンヘルプに従い、ウィザードステップを完了します。
3. 終了を選択します。
4. ウィザード > セットアップ > 開始を選択して、セットアップウィザードを選択し
ます。

5. オンスクリーンヘルプに従い、ウィザードステップを完了します。
6. フォーカルロウの設定で、45°、60°、または 70°の角度のうちのいずれか 1つが
指定されていることを確認します。
セットアップの後に、感度の校正を行います。

感度を校正するには

1. UT設定 > 詳細設定を選択した後、基準振幅パラメータを目的の値に設定します。
2. ウィザード > 校正 > 種類 = UTを選択してから、モード = 感度を選択します。
3. 校正ウィザードの校正選択ステップで、開始を選択します。
4. オンスクリーンヘルプに従い、ウィザードステップを完了しますが、 ここで基準
振幅パラメータ値を変更しないようにします。

5. 校正ウィザードを完了したら、サイジング > 種類 > AWSを選択します。
画面の上部に、AWS A、AWS B、AWS C、および AWS Dの測定値が現れ、規
格準拠に関する測定結果を表示します。
AWSがステイタスインジケータに現れます（165ページの図 5-25参照）。

図 5-25  AWS校正完了を知らせるステイタスインジケータ

6. 規格を選択し、適合試験に使用する AWS規格のバージョンを指定します。
7. 溶接の種類を選択し、検査対象となる溶接部の種類を指定します。

AWSの校正完了を知らせ
るインジケータ
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8. 角度を選択して、材料の実際の入射角を調整します。
9. 試験体の厚さを設定します。

5.6 エンコーダー校正

ここでは、エンコーダーの校正方法について説明します。

1つ以上のエンコーダーを使用してスキャンを行う場合にのみ、（スキャン > 探傷で
定義）ウィザード > 校正 > 種類 = エンコーダーオプションが現れます。

この手順を実行する前に、Xまたは XY エンコーダーが適切にアラームと I/Oコネク
ターに接続されているか確認します。

エンコーダーを校正するには

1. エンコーダーを選択します。
a） ウィザード > 校正 > 種類 = エンコーダーを選択します。
b） エンコーダー一覧で、校正するエンコーダーを選択します。

1個のエンコーダーのみを使用する場合は、このパラメーターの表示は目立
たなくなります。

c） 開始を選択します。
2. 初期位置設定ステップで、次の手順に従います。

a） 物理的にエンコーダーを印の付いたポイント（A）に移動します。
b） カーソル 位置を設定します。
c） 次へを選択します。
次へを選択すると、現在のエンコーダー位置はカーソル 位置パラメータに
指定した値に設定されます。

3. 距離設定 ステップで、次の手順に従います。

重要
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a） 物理的に、エンコーダーを 2番目の印の付いたポイント（B）に移動させ、
その移動距離に注意します。

b） 距離を選択した後、検査路程の距離（B－ A）を入力します。
c） 校正を選択します。
エンコーダーの校正を行います。 分解能が表示されます。

4. 承認ステップで、分解能が正しければ承認を選択します。 正しくなければ、再校
正を選択して、再度校正を行います。

5. 2番目の軸のエンコーダーを校正するには、エンコーダー一覧の 2を選択してか
ら、この手順を再度繰り返します。
校正手順
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6. 探傷手順

この章では、探傷作業に関する各手順について説明します。

6.1 一般的な探傷パラメータの設定

基本的な探傷パラメータは、UT設定 > 基本設定サブメニューにあります。

一般的な探傷パラメータを設定するには

1. UT設定 > 全般設定 > ゲインを選択します。
2. 適切な感度（ゲイン値）を入力します。 通常、適切なゲイン値とは、フルスケー
ルビューのおよそ 80%でゲート内にピーク振幅を表示することができる値のこ
とです。

3. 開始を選択した後、表示範囲の開始位置を入力します。
4. 範囲を選択した後、表示する範囲の値を入力します。
5. ウェッジ遅延を選択してから、ウェッジ内の遅延に適切な値を入力します。 PA
グループでは、代わりにウェッジ遅延校正ウィザードを使用し、すべてのフォー
カルロウに対し適切なウェッジ遅延を設定することができます。

6. 音速を選択した後、検査の対象となる試験体材料の適切な音速を入力します。

6.2 Tx/Rxモードの設定（UTモードのみ )

超音波パルスの発振を設定するためのパラメータは、UT設定 > パルサーサブメ
ニューにあります。
探傷手順
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パルサーとレシーバのパラメータを設定するには

1. PAコネクター経由の UTグループの場合、UT設定 > パルサー > パルサーを選択
し、探触子を接続するパルサーの番号を入力します。

2. UT設定 > パルサー > Tx/Rxモード一覧で、170ページの図 6-1にある使用する送
信 /受信モードを選択します。

図 6-1  送信 /受信モードの選択

3. UT設定 > パルサー > 周波数を選択し、探触子の周波数を選択します。
4. 電圧を選択し、電圧を入力します。
5. パルス幅を選択し、パルス幅を入力します。 自動モード（自動）で、探触子の周
波数に従って、パルス幅を調整します。

6. データ収集速度一覧で、データ収集速度の計算方法を選択するか、カスタム値を
入力します。

7. 最適な値にするには、最適化を選択し、データ収集を最大にするには（設定によ
り変化します）自動最大値にします。

6.3 基準ゲインの設定

この項では、基準ゲインで走査する方法について説明します。

基準ゲインでスキャンするには

1. 既知の反射源のある校正用試験片の上に探触子を配置します。
2. 反射源からの信号の上にゲートを設定し、測定値フィールドにてその振幅を測定
できるようにします。

P/C
ピッチキャッチ

P/E
パルスエコー

TT
透過
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3. 反射源の信号が基準レベル（フルスクリーンの高さ 80 %を推奨）に到達するよ
うに、次のようにゲインを調整します。
 測定値フィールド領域でゲインフィールドをタップし、ゲインの値を入力し
ます。
または
ゲインフィールドをタップして押したままの状態で、基準設定 (80 %)を選
択します。

デフォルトの振幅値は 80%です。 この値を変更するには、UT設定 > 詳細設定 > 基準
振幅を選択してから、新しい基準値を入力します。

ゲート Aと基準信号の差異を表示するには、測定 > 測定値を選択した後、4種類の
測定値フィールドの一つとして、AdBrパラメータを選択します。

6.4 PA-TOFD探傷を設定（OmniScan MX2のみ）

OmniScan MX2では、フェイズドアレイ（PA）およびタイムオブフライトディフラ
クション（TOFD）スキャンを同時に行うことができます。 PA-TOFD検査の設定は、
2つの PAグループの作成、1つの TOFDグループの作成、探傷 レイアウトをオンに
することです。

PA-TOFD探傷を設定するには

1. 検査する試験体を設定します。
a） ウィザード > 試験体と溶接 > 開始を選択します。
b） 試験体のステップで、試験体を正確に描写するパラメータを設定した後、選
択 次へを選択します。

c） 溶接選択ステップで、探傷する溶接部の種類を選択し、次へを選択します。
d） 終了ステップで、終了を選択します。

2. ウィザード > セットアップ > 開始を選択します。

参考

参考
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3. 操作選択ステップで、 操作 = 変更を選択した後、グループモード = PAにします。
4. 次へを選択します。
5. 最初の PAグループを設定するには、セットアップウィザードの手順に従って行
い、その PAグループの設定が完了したら終了  を選択します。

6. 2番目の PAグループを設定します。
a） ウィザード > セットアップ > 開始を選択します。
b） 操作選択ステップで、操作 = 追加を選択した後、グループモード = PAを選
択します。

c） データソース = コピー元 を選択し、前に作成したグループのパラメータをコ
ピーします。または、データソース = デフォルト を選択して、コネクターの
デフォルト設定をコピーします。

d） セットアップ ウィザードの手順に従い、2番目の PAグループの設定が完了
したら 終了 を選択します。

OMNI-M-PA1664モジュールと OMNI-M-PA16128モジュールの場合は、同時に 2
種類のコネクターを使用することはできません。 ただし、PAグループや UTグルー
プを同時に追加することはできますが、アダプターを使って PAコネクターに対し
て追加しなければなりません。 最初のグループのコネクターを選択したら、他のすべ
てのグループを同じコネクターに追加しなければなりません。 

OMNI-M2モジュールタイプには、このようなコネクタータイプの制限はありませ
ん。

7. UTグループを設定します。
a） ウィザード > セットアップ > 開始を選択します。
b） 操作を選択ステップで、操作 = 追加を選択します。
c） コネクターを PAコネクターアダプターを使って UT探触子に接続している
場合は、グループモード = UT一般超音波を選択します。
または
コネクターを UTコネクターアダプターを使って UT探触子に接続している
場合は、グループモード = UT一般超音波を選択します。

d） アプリケーション = TOFD平行 /非平行を選択します。

参考
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e） 次へを選択します。
f） 探傷モードステップで、次の手順に従います。
（1）必要に応じて、パルサーパラメータおよびレシーバーパラメータに適切

な振動素子数を入力します。
（2）次へを選択します。

g） その他のセットアップウィザードにおけるステップ式の指示に従って、
TOFDグループのグループ設定を完了します。

8. タイトルバーのレイアウト領域で適切なレイアウトを選択します（173ページの
図 6-2を参照）。

図 6-2  PA-UT溶接部（A-B-S）のレイアウト例

6.5 厚さ C-スキャンの設定

この項では、厚さ C-スキャンの設定方法について説明します。 厚さ C-スキャンを使
用し、試験体の厚さを監視します（例：腐食検査）。
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厚さ C-スキャンを設定するには

1. 探触子を校正用試験片に上に置きます。
2. UT設定 > 基本設定 > ウェッジ遅延を選択してから、ウェッジの遅延を入力しま
す。
音速が不明の場合は、139ページの「ウェッジ遅延校正（PAグループ）」を参照
してください。

3. 音速を選択した後、検査の対象となる試験体材料の適切な音速を入力します。
音速が不明の場合は、130ページの「超音波音速校正」を参照してください。

4. 試験体と溶接ウィザードの試験体ステップで、厚さを選択してから、試験体の厚
さを入力します。

5. 材質一覧で、試験体の材料タイプを選択します。
6. UT設定 > 基本設定 > 開始を選択した後、時間ベースの開始値を入力します。
7. 範囲、または表示範囲キーを押し、試験体の厚さに対応する時間ベースの範囲の
長さを入力します。

8. 底面エコー信号の上にゲート Aを設定します。
a） ゲート Aの開始位置を選択します。
b） スクロールノブで、開始値を調整するか、仮想キーボードを使って新しい開
始値を直接入力します。

c） ゲート Aの終了位置を選択し、スクロールノブを使って、選択したゲート
のしきい値に応じて信号の全長が入るようにゲート A の幅を設定します。

9. 表面エコーの信号の上にゲート Iを設定します。
a） ゲート Iの開始位置を選択します。
b） スクロールノブで、開始値を調整するか、仮想キーボードを使って新しい開
始値を直接入力します。

c） 幅を選択した後、選択したゲートのしきい値に応じて信号の全長が入るよう
にゲート Iの幅を設定します。

d） ゲート /アラーム > ゲート > ゲート = Iを選択し、続いてパラメータ = モー
ドを選択します。

e） A-スキャン同期 = I/を選択します。

I/パラメータは、次の設定がされている場合にのみ使用可能です。

参考
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• セットアップウィザードで、フォーカルロウ設定パラメータがリニア、角度（°）
パラメータが 0°に設定されている場合。
または

• セットアップウィザードで、フォーカルロウ設定パラメータが 0°リニアに設定さ
れている場合。

10. 測定 > 測定値 > 測定モード = 腐食 1を選択します。

Tは、厚さ測定値のことを指し、リアルタイムに測定が行われます。 この測定値は、
ゲート /アラーム > 厚さ > データソースでの選択に従って、T (A^)、T (B/)または
T(A^-B/)として表示されます。

11. タイトルバーのレイアウトセクションの A-Cレイアウトを選択します。
12. C-スキャンのデータソースを選択するには、コンテキストメニューが表示され
るまで C-スキャンをタップして押し続けます。このメニューで、使用可能な
データソースを選択することができます。

13. 厚さを選択して厚さ C-スキャンを表示します。
厚さ C-スキャンの設定は、これで完了です。

6.6 C-スキャンのエクスポート機能の使用

C-スキャンのエクスポート機能を使用すると、Microsoft Excelで読み取れる単純な
テキストファイル形式でデータをエクスポートできます。 OmniScanで選択した C-
スキャンソースに応じて、最小厚さでも最大振幅でもエクスポートできます。

C-スキャンのエクスポート機能を使用するには

1. C-スキャンをタップして押したまま、コンテキストメニューを開きます。
ショートカットメニューの一番下に、エクスポートが表示されます（176ページ
の図 6-3を参照）。

参考
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図 6-3  C-スキャンのエクスポート機能

2. エクスポートを選択して、現在の C-スキャンから厚さまたは振幅をエクスポー
トします。
デフォルトでは、エクスポートされたデータファイルは Exportフォルダに保存
され、データは次のように編成されます。
— エクスポートファイルのパラメータは、データの左上の部分に示されていま
す。

— データの次のブロックは、現在の C-スキャンのポイントごとの最小厚さ値
（または最大振幅値）で構成されています。 列はスキャン軸方向の位置を表
し、行はインデックス軸方向の位置を表します。
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6.7 B-スキャンのプロファイルビューの使用

B-スキャンのプロファイルビューは、厚さまたはタイムオブフライト（TOF）測定
に基づいた試験材料の断面画像を提供します。 このビューは、一般的に腐食検査に使
用され、すでに取得した厚さ測定値を確認し、試験体の厚さ臨界値とその領域を画
像で確認することができます。 さらに、エンコーダーを使用すると、スキャンした距
離全体の位置情報が得られます。

プロファイルレイアウトは、従来型 UTモード検査（0°）でのみ利用できます。 これ
はセットアップウィザードを使用して有効にすることが可能です。

B-スキャンのプロファイルビューを使用するには

1. セットアップウィザードを開きます。
2. Conventional UT Group Mode（従来型 UTグループモード）> Zero Degrees 

Application（ゼロ度アプリケーション）を選択します。
3. ウィザードの残りのステップを完了して、ウィザードを終了します。
これで、タイトルバーのレイアウトセクションに A-Bプロファイルレイアウト
が表示されます（177ページの図 6-4を参照）。 A-B-C-Dプロファイルレイアウ
トも表示されますが、使用できるのは解析モードの場合のみです。

図 6-4  B-スキャンのプロファイルビュー
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6.8 B-スキャンのエクスポート機能の使用（OmniPCのみ）

OmniPCの B-スキャンのエクスポート機能を使用すると、Microsoft Excelで読み取
れる単純なテキストファイル形式でデータをエクスポートできます。

B-スキャンのエクスポート機能を使用するには

1. OmniPCで B-スキャンを右クリックして、ショートカットメニューを開きま
す。
スキャンの種類に応じて、エクスポートのみ、またはエクスポートと全てエクス
ポートの両方がオプションとして表示されます（179ページの図 6-5を参照）。 

2. エクスポートをクリックして、現在のインデックス軸位置から A-スキャンデー
タをエクスポートします。
または
全てエクスポートをクリックして、すべてのインデックス軸位置から A-スキャ
ンデータをエクスポートします。
デフォルトでは、エクスポートされたデータファイルは Exportフォルダに保存
され、ファイルの内容は次のように編成されます。
— 1行目： スキャン軸開始位置、インデックス軸開始位置の A-スキャン振幅
データ

— 2行目： スキャン軸開始位置 + 1、インデックス軸開始位置の A-スキャン振幅
データ

— 3行目： スキャン軸開始位置 + 2、インデックス軸開始位置の A-スキャン振幅
データ
IndexQTY + 1行目
スキャン軸開始位置、インデックス軸開始位置 + 1の A-スキャン振幅デー
タ
IndexQTY + 2行目
スキャン軸開始位置 + 1、インデックス軸開始位置 + 1の A-スキャン振幅
データ
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図 6-5  エクスポート機能

6.9 アラームと出力の設定

ここでは、アラーム出力の設定方法について説明します。

6.9.1 アラームの設定
OmniScan探傷器のアラームは、次の 3つの方法で出力されます。

• 探傷器のフロントパネルにある 3種類のインジケータランプ
• ブザー（警告音）
• TTLアラーム出力（×3）および I/Oコネクタ

すべてのアラーム条件はゲートとリンクしているため、アラームをトリガーするた
めには、少なくとも 1つのゲートが設定されていなければなりません。

アラームを設定するには

1. ゲート /アラーム > アラーム > アラーム一覧で、設定したいアラームの番号（ア
ラーム 1～アラーム 3）を選択します。
探傷手順
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2. 最初のゲート /アラーム > アラーム > 条件一覧から、アラームをトリガーする条
件を選択します。 例えば、ゲート Aは、信号がゲート Aをクロスするとアラー
ムをトリガーします。
より複雑なアラームについては、2次条件を使用します。 このような場合、次の
ステップに進みます。 1つの条件で十分な場合、手順はここで終了です。

3. 2番目のゲート /アラーム > アラーム > 条件一覧から、アラームをトリガーするパ
ラメータを選択します。

4. ゲート /アラーム > アラーム > オペレータ一覧から、次の選択肢のうちの 1つを選
び、2つの条件をリンクします。
OR：どちらかの条件が適合する場合にアラームを生成。
AND：両方の条件が適合する場合にアラームを生成。

5. ゲート /アラーム > アラーム > ステイタスを選択し、アラームを有効にします。

アラームを有効にする前に、出力サブメニューの出力設定が正確に行われているか
確認します。 アラームをオンにしたら、これらの設定の変更はできません。

6.9.2 アラーム出力の設定
この項では、アラーム出力の設定方法について説明します。

アラーム出力を設定するには

1. 既に設定したアラームの信号を出力としてトリガーしたい場合には、ゲート /ア
ラーム > 出力を選択します。
出力はアラーム番号に関連づけられているため、アラームパラメータの表示は目
立たなくなり、参照目的としてのみ表示されるようになります。

2. アラームの出力パラメータを変更するには、ゲート /アラーム > アラーム > ステ
イタス = オフを選択します。

3. 条件をカウントする必要がある場合、ゲート /アラーム > 出力 > 回数を選択して
から、アラームをトリガーする前のアラーム条件を入力します。

4. 警告音が必要な場合は、警告音 = オンにします。
5. アラーム条件の発生回数と実際のアラームトリガーの間に遅延が必要な場合は、
遅延を選択してから、遅延を（ミリ秒単位で）入力します。

参考
第 6章

 
180



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
6. アラームに特定の持続時間を適用したい場合には、持続時間を選択した後、ア
ラームがオフになるまでの継続時間を入力します。

6.9.3 アナログ出力の設定（OmniScan MX2のみ）

この項では、アナログ出力の設定方法について説明します。

アナログ出力を設定するには

1. ゲート /アラーム > アナログ > アナログ出力一覧から、アナログ1 またはアナログ
2を選択します。

2. グループ一覧で、信号の発生源であるグループを選択します。
3. データ一覧で、アナログ出力にリンクさせたい情報を選択します。
4. ステイタス = オンにし、アナログ出力を有効にします。

6.10 サイジング機能の設定

ここでは、さまざまなサイジング機能の設定方法について説明します。

6.10.1 DACカーブの手動設定

この項では、DACカーブを手動で設定する方法について説明します。 校正ウィザー
ド使用手順については、152ページの「DAC校正」を参照してください。

DACカーブを手動で設定するには

1. サイジング > 種類 = DACを選択します。
2. 種類設定を選択し、パラメータを設定します。
詳細については、313ページの「DAC、リニア DACおよび TCGカーブのパラ
メーター」を参照してください。

3. DACカーブに追加する最初のポイントに対応する基準反射源に合わせ、最大信
号振幅を描くように探触子を配置します（182ページの図 6-6参照）。
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図 6-6  DACカーブの最初のポイント

4. 信号の振幅が、基準振幅よりも高いまたは低い場合は、サイジング > オペレータ
モード > 基準ゲインを選択した後、校正レベルに到達するようにゲイン値を調整
します。

5. カーブ設定 > 適用 > すべてのフォーカルロウまたは現在のフォーカルロウを選択
して、すべてのフォーカルロウまたは現在のフォーカルロウのみにポイントを追
加します。 ポイントを現在のフォーカルロウに追加した後も、すべてのフォーカ
ルロウを選択し、すべてのフォーカルロウに現在のフォーカルロウのポイントを
適用することができます。

6. 位置を選択してから、最初のポイントを元の位置から基準信号の最大振幅の位置
に移動します。

7. ゲート Aを基準反射源の上に配置します。
8. 追加を選択します。
9. 特定のポイントを変更したい場合には、ポイントを選択した後、一覧の中から変
更したいポイントを選択します。
DACカーブのこのポイントは、データビューに白い点として表示されます。 次
の手順に進みます。
a） 位置パラメータボタンの値を設定して、白い点を反射源のタイムオブフライ
トに移動させます。

最初の
ポイントを
元の位置か
ら、基準信号
の振幅のピー
ク位置に移動

します。
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b） 振幅パラメータの値を設定し、DACカーブを反射源の信号の最大振幅に移
動させます（183ページの図 6-7参照）。

図 6-7  次の信号の DACカーブ

10. ゲート Aを 2番目の基準反射源からの信号の上に移動します。

カーブのポイントを削除するには

1. サイジング > カーブ設定 > ポイント一覧から、削除したいポイントを選択しま
す。

2. 削除を選択します。

DACカーブを検証するには

1. タイトルバーのレイアウトセクションの A-スキャンレイアウトを選択します。
2. A-スキャンをタップして押したまま、包絡線オンを選択します。
3. 各反射源の上をスキャンし、すべての反射源が DACカーブ上にあるか確認しま
す（184ページの図 6-8参照）。
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図 6-8  DACカーブの検証

包絡線をリセットするには、A-スキャンをタップしたまま押さえてから、ショート
カットメニューで包絡線消去をタップします。

6.10.2 リニア DACカーブの自動設定

OmniScanでは、材料減衰スロープを指定することにより、DACカーブを計算する
ことができます。

リニア DACカーブを自動設定するには 

1. タイトルバーのレイアウトセクションの A-スキャンレイアウトを選択します。
2. サイジング > 種類 = リニア DACを選択します。
3. サイジング > カーブ設定 > 材料 減衰を選択してから、試験体材料の減衰スロー
プ（dB/µsまたは dB/mm）を入力します。
OmniScanは、自動的に物理的特性に従い DACカーブを描きます。

4. 必要に応じて、サイジング > カーブ設定 > 遅延を選択し、リニアにおける減衰
カーブの開始位置をずらすための遅延を入力します。
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6.10.3 TCGカーブの手動設定

この項では、TCG（時間補正ゲイン）カーブを手動で設定する方法について説明し
ます。

TCGカーブを手動で設定するには

1. タイトルバーのレイアウトセクションの A-スキャンレイアウトを選択します。
2. サイジング > 種類 = TCGを選択した後、種類設定パラメータを設定します（詳
細は、313ページの「DAC、リニア DACおよび TCGカーブのパラメーター」
参照）。

3. サイジング > カーブ設定 > 追加を選択します。
4. ポイントパラメータ一覧から、2を選択します。

TCGカーブのこのポイントは、データ表示画面の左下の隅に白い点で現れます。 
次の手順に進みます。
a） 白い点が表示されない場合、点が見えるまでゲインを増加させます。
b） 位置ボタンの値を設定し、反射源のタイムオブフライトに白い点を移動しま
す。

c） ゲインで、ゲインを上下に調整し、信号が目的のレベルになるようにします
（80%を推奨）。

d） ゲート /アラーム > ゲートを選択した後、ゲート Aが反射源の上になるよう
にパラメータ値を設定して、反射源の正確な振幅を確認します。
振幅は、画面上部の A%測定値フィールドに表示されます。

5. 次の反射源に移動するか、次の底面反射信号を確認します。
6. サイジング > カーブ設定 > 追加を選択し、新しいポイントを TCGカーブに追加
します。

7. ポイント 一覧で、新しいポイントを選択し（この例では、3）、ステップ 4～ 6を
繰り返しカーブを完成します。 TCGカーブには、32ポイントまで追加できます。

カーブのポイントを削除するには

1. サイジング > カーブ設定 > ポイント一覧から、削除したいポイントを選択しま
す。

2. 削除を選択します。
探傷手順
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TCGカーブを検証するには

1. タイトルバーのレイアウトセクションの A-スキャンレイアウトを選択します。
2. A-スキャンビューをタップして押したまま、包絡線オンを選択します。
3. 探触子を移動し、校正済みの反射源の上をスキャンします。その際、すべての振
幅のピークが、80 %に到達しているか確認します（186ページの図 6-9参照）。

図 6-9  80 %位置にピークがある包絡線

包絡線をリセットするには、A-スキャンビューをタップしたまま押さえてから、
ショートカットメニューで包絡線消去をタップします。

サイジング > 種類 > DACまたは TCGを選択することにより、DACカーブを TCG
カーブに変換したり、TCGカーブを DACカーブに変換することができます。

6.11 測定の設定

この項では、測定値フィールドと欠陥指示テーブルの設定方法について説明します。

ヒント
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6.11.1 測定値フィールドの設定
OmniScanユーザーインターフェイスの上部にある 4つの測定値フィールドにどの
超音波パラメータを表示するか選択することができます（測定値フィールドの説明
については、66ページの図 2-11を参照）。

測定値フィールドを設定するには

1. 測定値フィールドをタップして 2つの測定値フィールドの一覧を切り替え、画面
に表示するほうを選択します（または、その他のパラメータを使って編集しま
す）。
画面には、1回につき、1つのリストのみ表示されますが、レポートにエント
リーを行う場合、両方のリストの測定値が表示されます。

2. 測定値フィールドをタップして押したまま、測定値リストの選択を選択します。
表示されるダイアログボックスで、測定値フィールドグループを選択します
（187ページの図 6-10を参照）。 用途に応じて適切な 8種類のパラメータグループ
を簡単に選択することができます。

図 6-10  定義済み測定値を選択するためのダイアログボックス

測定値フィールド
グループの
カテゴリ

選択したカテゴリーの
8種類の測定値フィールド

パラメータ

選択した測定値
フィールドグループの

詳細
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3. 測定値リストの選択ダイアログボックスで、左のリストから用途に最適なカテゴ
リーを選択した後、選択を選択します。

4. 特定の測定値フィールドを変更するには、測定値ゾーンをタップして押したま
ま、測定値選択を選択します。
測定値フィールドの選択ダイアログボックスが現れます。

5. 測定値フィールドの選択ダイアログボックスでの操作：
a） 左側のリストにある測定値フィールドカテゴリーを選択します。
b） 右側のリストにある測定値フィールドを選択した後、選択を選択します。

6.11.2 欠陥指示テーブルの設定と作成
この項では、欠陥指示テーブルの設定と作成方法について説明しています。 エント
リーの削除・変更方法および欠陥指示テーブルのあるレポートの作成方法に関する
情報を提供します。 欠陥指示テーブルの詳細については、302ページの「指示テーブ
ルサブメニュー」を参照してください。

欠陥指示テーブルを設定するには

1. タイトルバーメニューでオプション > 指示テーブルを選択し、データビューの下
に欠陥指示テーブルを表示させます（189ページの図 6-11を参照）。
第 6章
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図 6-11  欠陥指示テーブルの例

2. ファイル > レポート > カテゴリー = フォーマットを選択してから、構成内容 = 画
像を選択し、レポートに欠陥指示テーブルを挿入します。

3. タイトルバーのレイアウト領域で希望するレイアウトを選択します（使用可能な
レイアウトについては 73ページの「スキャン、ビュー、レイアウト」を参照）。

4. 測定値ゾーンをタップして押したまま、測定値選択を選択し、次に欠陥指示テー
ブルに追加した欠陥指示情報に関連付ける測定値フィールドを選択します。

欠陥指示テーブルに新しい欠陥指示を追加するには

 測定値ゾーンをタップして押したまま、欠陥指示の追加を選択して欠陥指示テー
ブルに追加したい指示を指定します。
エントリーの情報を変更することができます。

欠陥指示テーブルからの欠陥指示を変更または削除するには

1. 測定 > 指示テーブルを選択した後、選択を押し、目的の欠陥指示の番号を入力し
ます（190ページの図 6-12参照）。
探傷手順
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図 6-12  欠陥指示テーブルから欠陥指示エントリーを選択

2. エントリーにコメントを追加したい場合には、OmniScanに接続した USBキー
ボードまたは仮想キーボードで、コメントを選択してから、コメント挿入ダイア
ログボックスより入力します。
測定 > 欠陥指示テーブル > モード = 欠陥指示の後、コメントを選択し、コメント
を変更することができます。

3. エントリーを削除するには、ステップ 1に従いエントリーを選択した後、削除を
選択します。
または測定値ゾーンをタップして押したまま、最後の指示を削除を選択します。

エントリー番号の右側にあるアスタリスク（*）は、エントリーにコメントまたは図
が付いていることを示しています。 コメントを追加してすぐにはアスタリスクは表示
されません。 アスタリスクは、テーブルに他のエントリーを追加するなど、欠陥指示
テーブルのリストが更新されると表示されるようになります（190ページの図 6-12
参照）。

レポートに欠陥指示テーブルを挿入するには

1. ファイル > レポート > カテゴリー = フォーマットを選択してから、挿入 = テーブ
ルを選択肢、レポートに欠陥指示テーブルを挿入します。
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レポートに欠陥指示テーブルを挿入するには少なくとも 1つ以上のエントリーが必
要です。

2. 測定値フィールドでファイル名ゾーンをタップして押したまま、プリビューのレ
ポートを選択します。

3. レポートを保存してプレビュー画面を閉じる場合は、保存して閉じるを選択し、
レポートを保存せずにプレビューを閉じる場合は、閉じるを選択します。

6.12 スクリーンの構成

この項の手順では、画面に表示するさまざまな項目の設定方法について説明してい
ます。

6.12.1 現在のレイアウトと現在のビューの変更
検査条件に応じて、現在のレイアウトおよびビューを変更する必要があります。

レイアウトと現在のビューを変更するには

1. タイトルバーのレイアウトセクションで目的のレイアウトを選択します。
レイアウトの詳細については、50ページの「レイアウトの選択」および 73ペー
ジの「スキャン、ビュー、レイアウト」を参照してください。

2. さらに A-スキャン設定オプションにアクセスするには、表示 > A-スキャンを選
択します。
これらのオプションの詳細については、304ページの「A-スキャン設定サブメ
ニュー」を参照してください。

6.12.2 カーソルの表示
カーソルの表示と関連するパラメータ値の切替を行います（192ページの図 6-13参
照）。
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図 6-13  カーソルの例

カーソルに関連するデータボックスで（例： ）、ボックスの枠とカーソルの色
は同じです。 同じように、ボックスの背景の色は、対応する軸の色に対応します。

カーソルを表示するには

1. タイトルバーのオプションをタップし、カーソルチェックボックスをタップして
カーソルをすばやく有効または無効にします。
データカーソル（青色の線）は常に表示されます。

2. または、表示 > オーバーレイ > カーソルを選択してから、次のように選択しま
す。
a） 値   で軸上のカーソルの位置を表示します。

A-スキャン測定値 インデックス軸上の
測定カーソル位置の値

基準カーソル 
（赤色の線）

測定カーソル 
（緑色の線）

データカーソル 
（青色の線）
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b） A-スキャン測定値  で A-スキャンの信号の値をカーソル位置に表示します。

現在有効なカーソルは点滅します。 有効なカーソルを特定の位置に移動するには、移
動したい位置でダブルクリックまたは 2回タップします。 現在有効なカーソルを変更
するには、アクティブにしたいカーソルの上で一度クリックします。

6.12.3 ゲートの表示
ゲートモードが有効な場合、ゲートパラメータは、タッチスクリーン、キー
（ショートカット）、メニューまたはマウスで変更することができます。 各ゲートの表
示は、個別に ON/OFFできます。

ゲートを表示するには

1. タイトルバーのオプションをタップし、ゲートチェックボックスをタップして
ゲートのディスプレイをすばやく有効または無効にします。 ゲートを表示するに
は、少なくとも１つのゲートが有効化されている必要があります。

2. 必要な探傷ゲートがゲート/アラーム > ゲートで有効になっていることを確認し、
A,、B、または Iを選択し、ゲートの形状を選択してゲートを有効にします。

オプションタイトルバーメニューでゲートのディスプレイを有効または無効にでき
ますが、ゲートはお使いのセットアップで引き続き使用することができます。 ただ
し、ゲートの形状がオフに設定されている場合は、ゲートは無効となり、設定に使
用できません。

6.12.4 A-スキャンに関連する複数のオーバーレイの表示

オーバーレイとは、基本データの上部のデータビューに表示されている項目のこと
です。 これらの項目の表示は切り替えることができます。 Aスキャンカーブに関連す
る多数のオーバーレイデータ

参考
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A-スキャンに関連するオーバーレイを表示するには

 表示 > オーバーレイ > A-スキャンを選択してから、表示したい項目を選択しま
す。
使用可能な項目に関する詳細は、308ページの「A-スキャン ?を参照してくださ
い。

6.12.5 溶接部形状オーバーレイの表示
試験体に溶接部が含まれている場合、溶接部形状オーバーレイの表示の切替ができ
ます。 溶接部形状オーバーレイは、S-スキャンビュー上に溶接部形状を重ねて表示す
ることにより、溶接部における欠陥指示の位置づけを明確に表示することができる
機能です。 試験体と溶接ウィザードで、溶接部の形状と溶接部に対する探触子の位置
を定義します。

図 6-14  J-タイプ溶接形状オーバーレイの例

溶接部形状オーバーレイを表示するには

 タイトルバーのオプションをタップし、溶接を選択します。

溶接部形状オーバーレイ

2番目のレグの溶接部形状
オーバーレイの反射
第 6章
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6.12.6 レグオーバーレイの表示
試験体表面のビームの反響数を指定します（1 レグは、0.5 スキップを意味します）。 
レグオーバーレイは、反射表面の位置を示すためのデータビュー上部に生成される
ラインです。 レグオーバーレイの表示は切り替えることができます。

レグオーバーレイを表示するには

 タイトルバーのオプションをタップし、レグを選択します。

6.12.7 グリッドの設定

グリッドを設定するには

1. タイトルバーのオプションをタップし、グリッドを選択します。
グリッドが A-スキャンビュー上に表示されます（195ページの図 6-15参照）。

図 6-15  A-スキャンビュー上の緑色のグリッド

2. グリッドの色を設定するには、次の手順に従います。
a） 表示 > A-スキャン設定を選択します。
b） グリッドを選択したら、グリッド線の色を指定します。

3. 標準 A-スキャンビュー以外でデータを表示するには、次の手順に従います。
a） 表示 > A-スキャン設定を選択します。
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b） 表示範囲追加を選択し、希望する設定を選択します。 詳細については、304
ページの「A-スキャン設定サブメニュー」を参照してください。

4. UT軸および振幅軸のグリッドのセル数を変更する場合には、UTセル数パラメー
タと振幅グリッドセル 数パラメータを使用します。  

6.12.8 ビューパラメータの設定

C-スキャンビューパラメータを設定するには

1. タイトルバーのレイアウトセクションで C-スキャンを表示するレイアウトを選
択します。

2. C-スキャンのデータソースを選択するには、C-スキャンをタップして押したま
まにすると、一覧が表示されるので、そこで希望するデータソース（A%、B%、 
I/、厚さ）を選択します。

3. C-スキャンディスプレイをタップして押したまま、比率 1:1オン /無効を選択しま
す。

比率 1:1パラメータボタンを使用するためには、測定時を 2軸に同期させる必要があ
ります。 同期を行うためには、スキャン > 探傷 > 種類 = ラスタスキャンを選択しま
す。

6.12.9 カラーパレットの変更
カラーパレットは、振幅（例えば、C-スキャンまたは A-スキャン）、RF、または深
さビューに対して変更することができます。

振幅カラーパレットを変更するには

1. 振幅カラーパレットをタップして押したまま（197ページの図 6-16を参照）、読
込みを選択します。
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図 6-16  A-スキャンビューの右側にあるパレット

2. カラーパレットマネージャーでカラーパレットを選択します。
a） ファイルタイプボタンで、Evidentサンプル（システム）とユーザーリスト
の切替を行います。

b） スクロールノブを使ってカラーパレットファイルを選択します。
3. 開くを選択します。
4. カラーパレットの下部をタップし、カラーパレットの開始位置となる、ポップ
アップボックスの信号振幅の開始位置（スクリーンの高さに対する割合）を入力
します。

5. カラーパレットの上部をタップし、カラーパレットの終了位置（赤色）となる、
ポップアップボックスの信号振幅の終了位置（スクリーンの高さに対する割合）
を入力します。
A-スキャンビューの右側にカラーパレットのスケールが表示されます（197ペー
ジの図 6-16参照）。

RFモードパレットまたは TOFDパレットを変更するには

波形の整流を無効にしてから、RFモードパレットを変更します。 波形整流をオフに
するには、UT設定 > レシーバー >  波形表示 = RFを選択します。

1. RFカラーパレットをタップして押したまま、読込みを選択します。
2. 使用したいカラーパレットを選択します。
3. コントラストを変更するには、カラーパレットの下部をタップし、適切なカラー
パレット値を設定します。

カラーパレット
探傷手順
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— コントラストの値を増加すると、パレット色は、より広い振幅の目盛りに区
分化されます。よって、各比率間の色の差異が増加します。

— コントラストの値を減少すると、パレット色は、より小さな振幅の目盛りに
区分化されます。よって、各比率間の色の差異が減少します。

4. 輝度を変更するには、カラーパレットの上部をタップし、適切な輝度値を設定し
ます。
— 輝度の値を増加すると、カラーパレットのズーム表示は正極の振幅値に移動
します。 よって、ルーラーの開始位置以下の値は、黒色になります。

— 輝度の値を減少すると、ルーラーの終了位置の値の上にある値は、白色にな
ります。

深さカラーパレットを変更するには

1. 深さカラーパレットをタップして押したまま、読込みを選択します。
深さパレットは、C-スキャンの位置に使用します（I/と厚さ）。

2. カラーパレットの下部をタップし、ポップアップボックスにカラーパレットの最
小値を入力します。

3. カラーパレットの上部をタップし、ポップアップボックスにカラーパレットの最
大値を入力します。

6.13 エンコーダーによる探傷の実行

この項では、エンコーダーによるスキャンの設定方法について説明します。

この手順を実行する前に、Xまたは XY エンコーダーが適切にアラームと I/Oコネク
ターに接続されているか確認します。

エンコーダーによるスキャンの設定方法

1. スキャン > 探傷 > 種類一覧で、試験体をスキャンする際のスキャンの種類を選択
します。

2. スキャン一覧で、スキャン軸に使用するエンコーダーを選択します。
もう 1つのエンコーダーは自動的にインデックス軸にリンクされます。

参考
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3. スキャン > エンコーダーを選択し、次に進みます。
a） エンコーダー一覧で、エンコーダー = 1を選択します。
b） 種類一覧で、エンコーダーの種類を選択します。 90°位相差がデフォルトで
設定されています。 選択肢に関する詳細は、345ページの「エンコーダーサ
ブメニュー」を参照してください。

c） スキャン方向に探触子とエンコーダーを移動させ、タイトルバーのインジ
ケータを見て、スキャン軸またはインデックス軸の測定値フィールドの数字
が、正か負か確認します（199ページの図 6-17参照）。

図 6-17  スキャン軸の測定値フィールドとインデックス軸の測定値フィールド

d） 数字が負の値の場合は、極性 = 反転を選択します。
e） 分解能を選択し、エンコーダーの分解能を入力します。
f） 分解能が判らない場合は、エンコーダーの 1軸または 2軸で校正を行いま
す。

g） 初期値を選択し、プリセットパラメータを使用している場合は、設定したい
値を入力します。 デフォルト値は、0です。

h） 1軸のみを使用している場合は、ステップ 4に進みます。
i） 2軸のエンコーダーを接続している場合は、 スキャン > エンコーダー > エン
コーダー = 2を選択して、ステップ 3.b～ 3.gを繰り返します。

コンテキストメニュー（スキャン およびインデックスタイトルバーボタンを使って
アクセス）から、次のオプションを選択することができます。

• 反転極性（上記のステップ dを参照）
• 初期値の定義（上記のステップ gを参照）
• 初期値の設定
これらのオプションは、それぞれの軸に対応し、データ収集モードでのみ使用でき
ます。

参考
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4. スキャン > 検査領域を選択し、次の手順に進みます。
a） スキャン軸開始位置を選択し、スキャン軸の開始位置を入力します。
b） スキャン軸終了位置を選択し、スキャン軸の終了位置を入力します。
c） スキャン分解能を選択した後、スキャン軸に沿ってスキャンの分解能を入力
します。

d） スキャン > 探傷 > 種類で、ワンラインスキャンを選択している場合は、この
手順はここで完了です。

e） スキャン > 探傷 > 種類で 2軸を選択している場合は、次のステップに進みま
す。

f） スキャン > 検査領域 > インデックス軸開始位置を選択し、インデックス軸の
開始位置を入力します。

g） インデックス軸終了位置を選択し、インデックス軸の終了位置を入力しま
す。

h） インデックス軸分解能を選択し、インデックス軸（セクタモード）における
スキャンの分解能を入力します。 0°モードのリニアの場合は、インデックス
軸分解能パラメータの表示は目立たなくなり、値は、フォーカルロウの開口
幅に対応します。

5. スキャンの準備が整ったら、プレイキーを押します。

6.14 スキャンのインデックス

スキャナーのエンコーダー設定がクリッカーまたはクリッカー +プリセットと定義
されている場合、インデックスステップ機能を使用して、ある探傷スキャンライン
から次のスキャンラインまでのインデックス距離を確認するための物理的な「ク
リッカー」ボタンアクションをシミュレートできます（200ページの図 6-18を参
照）。

図 6-18  インデックスステップ機能
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スキャンをインデックスするには

 スキャンラインに沿った探傷が完了し、スキャナーが次の探傷スキャン位置にイ
ンデックス（移動）したら、タイトルバーのインデックスセクションをタップし
て押したまま、インデックスステップをタップします。
スキャンまたはインデックスの距離値は、エンコーダー分解能で決められている
距離値と同じです。 この値は、スキャン設定画面、またはスキャン > エンコー
ダーメニューから設定できます。
探傷手順
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7. 補足的な手順

この章では、時折、必要となるかもしれないさまざまな作業について説明します。

7.1 ファイルマネージャーの使用

この項では、ファイルマネージャーユーティリティについて説明します。 ファイルマ
ネージャーインターフェイスは、キーボードまたはマウスが OmniScanに接続され
ていなくても、多くの管理オプションを備えています。

ファイルマネージャーを開くには

 全般設定 > ツール > ファイルマネージャーで、ファイルマネージャーを開きま
す。

7.1.1 ファイルマネージャーインターフェイス
ファイルマネージャーには 4つの領域があります（204ページの図 7-1参照）。
補足的な手順
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図 7-1  ファイルマネージャー領域

ファイルパスボックス
枠内に現れるフォルダーとファイルの保存先のパスを表示します。

データソース枠
ファイル管理コマンドは、データソース枠にある選択中の項目（ファイルあるい
はフォルダ）に適用されます。 この枠は、ファイルやフォルダーをコピーや移動
する際の元のフォルダーを示します。

保存先枠
この枠は、コピーと移動パラメータを使用する場合にのみ使用します。 これは、
コピーまたは移動しようとしているファイルの保存先を表示します。

この枠内の項目は、削除したり、ファイル名を変更したりすることはできませ
ん。また、データソース枠に移動したり、コピーすることもできません。

ステイタスボックス
上部のステイタスボックスには（ファイルが選択されている場合）、ファイルサ
イズの情報が表示されます。また、下部のステイタスボックスには、選択した項
目名が表示されます。

ファイルマネージャーの枠の周囲にあるパラメータボタン :
閉じる：ファイルマネージャーを閉じます。

ファイルパスボック

データソース枠

保存先枠

ステイタスボックス
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ファイルタイプ：データソース枠に一覧化されているファイルタイプを選択しま
す。 スクロールノブで、リストの中を上下に移動し、承認キーで項目を選択しま
す。

フォルダ作成：保存先枠に表示される新しいフォルダの作成に使用します。

選択：ファイルとフォルダーの一覧から強調表示された項目を選択します。この
項目を選択すると、ボタン名が非選択に変わります。

すべての項目：すべての項目を選択するときに使用します。すべての項目を選択
すると、ボタン名がすべて非選択に変わります。

コピー：選択したファイルをデータソース枠から保存先枠にコピーします。

移動：選択したファイルをデータソース枠から保存先枠に移動します。

ドラッグ･ドロップ機能に対応していないため、マウスで 2つの枠をドラッグしても
ファイルのコピーや移動はできません。

削除：選択した項目を削除します。

ファイル名変更：選択したファイルのファイル名を変更します。

7.1.2 ファイルマネージャーの操作
この項では、キーを使ってファイルマネージャー領域を移動する方法について説明
します。

枠の中に移動
フォルダー内のリストで上下に移動するには、スクロールノブを使用します。

ハイライト化されたフォルダまたはファイルを選択するには、承認キーを押します。

親フォルダを開き、上位のフォルダを選択してから、承認キーを押します（205ペー
ジの図 7-2参照）。

図 7-2  親フォルダアイコン

参考
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ファイルパスのボックスでは、フォルダ構造のどの位置にいるか表示します（204
ページの図 7-1参照）。

枠の切り替え
スクロールノブを使用して枠を切り替え（選択した枠は水色）、承認キーを押して枠
を選択します。 データソース枠は、水色になります（206ページの図 7-3参照）。

図 7-3  ハイライト化されたデータソース枠

7.2 管理者パスワードの設定

OmniScanの管理者パスワードは、Microsoft WindowsCEオペレーティングシステ
ムにアクセスしたり、OmniScan MXUソフトウェアを更新したりする際に使用しま
す。

管理者パスワードを設定するには

1. OmniScanで、全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = システムを選択します。
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2. 全般設定 > 探傷器 > 管理者パスワードを選択します。
3. 表示されているダイアログボックスで、仮想キーボードまたは外部キーボードを
使って数字によるパスワードを入力してから、承認キーを押します。

4. パスワードを確認するダイアログボックスで、再度、数字によるパスワードを入
力した後、承認キーを押します。

5. 入力したパスワードを安全な場所に保管しておきます。

7.3 カスタムレポートテンプレートの作成

この項では、OmniScanレポートの標準テンプレートからカスタムレポートテンプ
レートを作成する方法について、説明します。

すでにロゴなどのファイルをインポートするために、OmniScanとコンピュータが
リンクされている場合は、カスタムテンプレートは、直接 OmniScanで作成するこ
とができます。 なお、次の手順では、コンピュータでテンプレートを作成する方法に
ついて説明します。 標準のレポートのファイルをカスタムレポートフォルダーにコ
ピーして、そのコピーしたファイルをカスタマイズする手順で行います。 ここでは、
OmniScanの取り外し可能なストレージカードを使用して、コンピュータで作成し
たカスタムテンプレートファイルを OmniScanに転送します。

カスタムレポートテンプレートを作成するには

1. ストレージカードを OmniScanから取り外し、ストレージカードリーダーを
使って、コンピュータにつなぎます。

2. お使いのコンピュータのWindowsエクスプローラーで、必要なフォルダを開き
ます。
a） ストレージカードドライブを開きます。

この操作手順を実行する場合、この操作手順にあるフォルダ名を同じ綴りで正確に
タイプすることが必要です。 綴りやフォルダ名を間違えると、OmniScanは、ファイ
ルを認識できず、カスタムレポートテンプレートを作成することができなくなりま
す。

b） ストレージカードにない場合は、新たに次の \ User\ Template\ Report\と
いうフォルダを作成します（208ページの図 7-4参照）。

重要
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図 7-4  レポートフォルダパス

3. \App\MXU 4.n\Template\Report\Complete\フォルダを作成した
\User\Template\Report\フォルダにコピーします。

4. コピーしたばかりの \User\Template\Report\Complete\フォルダ名を所望す
る名前に変更します（208ページの図 7-5の例では、My_Templateにフォルダ名
を変更）。

図 7-5  カスタムレポートファイルのパス
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元の \App\MXU 4.n\Template\Report\Complete\フォルダーにあるファイルを変
更したり、移動したりしないようにしてください。 これらは、デフォルトレポートを
作成するための元となるファイルです。 したがって、移動や変更を行うと、元のファ
イルがないため、カスタムテンプレートを作成することができなくなります。

5. ステップ 4で名前を変更したフォルダにカスタムファイルをコピーします（例：
ロゴ画像ファイル）。

6. ストレージカードをコンピュータから取り外します。
7. OmniScanにストレージカードを再度挿入します。
8. OmniScanを再起動し、変更を適用します。
9. 新しく作成したレポートテンプレートを選択するには、ファイル > レポート > カ
テゴリー = フォーマットを選択します。
ステップ 4で使用したフォルダ名でファイル > レポート > テンプレートパラメー
タに新しく作成したレポートテンプレートが現れます。

7.4 会社ロゴの変更

レポートのロゴを選択したロゴに変更することができます。

\App\MXU 4.n\Template\Reportにある Completeフォルダ内のファイルは決して
変更したり、移動したりしないようにしてください。 これらは、デフォルトによるレ
ポートを作成するための元となるファイルです。 したがって、移動や変更を行うと、
元のファイルがないため、カスタムテンプレートを作成することができなくなりま
す。

注意

注意
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会社のロゴを変更するには

1. 130 × 60ピクセルを超えないようにロゴを作成します。 大きい画像を挿入すると、
レポートページの残りのレイアウトに影響します。

2. logo.jpgで保存します（ファイル名は同じです）。
3. 207ページの「カスタムレポートテンプレートの作成」に説明しているようにカ
スタムレポートテンプレートを作成します。

4. \User\Template\Report\Complete\フォルダーのファイル名を変更したコピー
フォルダーに、ステップ 1で作成した logojpgファイルをコピーします。
新しいロゴがカスタムレポートテンプレートに挿入されます。

logo.jpgファイルがコンピュータのレポートに表示されない場合は、logo.jpgファイ
ルをWindowsペイントアプリケーションで開き、保存し、その保存したファイルを
\User\Template\Report\Complete\フォルダに再度コピーしてください。

7.5 カラーパレットの作成

OmniScanのカラーパレット（palファイル）は、と、次の特殊色の定義がありま
す：「データなし」、「検出なし」、「同期なし」。

データなし
未検査の領域

検出なし
ゲート Aをクロスする信号がない、検査済み領域

同期なし
ゲート Iをクロスする信号がない、検査済み領域（検出なし）

256色の各色は、RGBスケールでコードとして定義されています。

ヒント
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RGBカラーコードは 4つの要素から構成されます。 最初の 3つの要素は、3つの基本
色、つまり RGBカラー : 赤色（R）、緑色（G）、青色（B）の 1つの明暗度から成り
ます。 4つ目の要素は、適切なカラーパレットの使用には不可欠であるものの、
Microsoft Windows CEオペレーティングシステムでは使用しない RGB専用の
フィールドです。 数字 0（ゼロ）は、常にこの 4番目の要素として使用します。

各明暗の組み合わせにより、データビューの表示色が決まります。 各 RGBコンポー
ネントには、0～ 255までの 256の数値があります。

211ページの表 19 では、数値による表示色の指定方法について説明します。

数字が 0に近づくほど、色が濃くなります。 数字が 255に近づくほど、色が薄くなり
ます。 3つの同じ数字からなるカラーコードを選択すると、黒色、白色、灰色がかっ
た色となります。

7.5.1 カラーパレットファイル形式
OmniScanの palファイルには、XML形式バージョンを識別するヘッダーが含まれ
ています。 ファイルヘッダーは次のとおりです。

<?xml version=’1.0’?>

表 19  RGBカラーコード 

表示色 赤色 緑色 青色

赤色 255 0 0

緑色 0 255 0

青色 0 0 255

黄色 255 255 0

紫色 255 0 255

青緑色 0 255 255

黒色 0 0 0

灰色 125 125 125

白色 255 255 255
補足的な手順
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<!-- This file represents an OmniScan palette colors definition -->

このヘッダーの 2行目は、コメントです。 コメントを変更したい場合は、次の文字を
使用することが重要です。

<!-- とスペースの後に、コメントが開始する

--> とその前のスペースの前で、コメントが終了する

コメントは数行になっても構いません。

パレットの定義の初めに識別子を挿入することが重要です。 識別子は、

<Palette>

パレットの定義の最初の行は、パレットの定義形式のバージョン番号にする必要が
あります。 現在のバージョン番号は 2.0です。 行は次のようになります。

<Version>2.0</Version>

次に、特殊色とパレットの表示色の定義が続きます。 表示色の定義の行は次のとおり
です。

<Color R=“RValue” G=“GValue” B=“BValue” F=“FValue”></Color>

例えば、白色を定義する場合、エントリーは次のようになります。

<Color R=“255” G=“255” B=“255” F=“0”></Color>

前述したように、最後のコンポーネントは常に 0にし、定義に必ず挿入しなければ
なりません。

よって、パレット定義ののバージョン番号の後に、特殊色の定義が必要です。

最初の行に「データなし」の色が入ります。
2行目に「検出なし」の色が入ります。
3行目に「同期なし」の色が入ります。

特色に違いを付けるには、2つの識別子の間の定義を枠で囲むことが重要です。 特殊
色の定義の最初に付ける識別子は次のとおりです。

<SpecialColors>

特色の定義の最後の識別子は次のとおりです。

</SpecialColors>
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「データなし」を黒色に、「検出なし」を白色に、「同期なし」を灰色に定義する例を
示します。

<SpecialColors>
<Color R=”0” G=”0” B=”0” F=”0”></Color>
<Color R=”255” G=”255” B=”255” F=”0”></Color>
<Color R=”128” G=”128” B=”128” F=”0”></Color>
</SpecialColors>

パレットの 256色の定義が次に続きます。 パレットの色の違いを明確にするため、2
つの識別子の間の定義を枠で囲むことが重要です。 パレットの色の定義の最初に付け
る識別子は次のとおりです。

<MainColors>

パレットの色の定義の最後の識別子は次のとおりです。

</MainColors>

以下は、パレットをグレースケールに定義した場合の例です。

<MainColors>
<Color R=”0” G=”0” B=”0” F=”0”></Color>
<Color R=”1” G=”1” B=”1” F=”0”></Color>
<Color R=”2” G=”2” B=”2” F=”0”></Color>
. . .
<Color R=”255” G=”255” B=”255” F=”0”></Color>
</MainColors>

ファイルを閉じるには、パレットの定義の終了位置に終了を示す識別しを追加する
ことが重要です。

</Palette>

7.5.2 カラーパレット規則
OmniScanに互換するカラーパレットファイル（.xml）を作成するためには、次の規
則に従う必要があります。

• 最初の必要な項目 .xmlバージョン番号です。 これらの行は、211ページの「カ
ラーパレットファイル形式」に説明しているように正確に書き込む必要がありま
す。

• 2番目の項目は、パレット定義の最初に付ける <Palette>識別子です。
• パレット定義に必要な最初の行は、定義のバージョン番号です。 この行は、211
ページの「カラーパレットファイル形式」で説明しているように正確に書き込む
必要があります。
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• パレットの色を定義する前に、必ず特殊色の定義を挿入します。
• 必ず、色を定義する際は、最初の識別子と最後の識別子を挿入します。 これらの
識別子は、211ページの「カラーパレットファイル形式」で説明しているように
正確に書き込む必要があります。

• 必ず、3つの特殊色を挿入します。
• パレットの全色 256色を含みます。
• 特別色は、「データなし」、「検出なし」、「同期なし」の順です。
• パレット色の定義の最初の行は、最初のパレット色です。
• パレット色の定義の最後の行は、最後のパレット色です。
• 定義の開始位置と終了位置は、スペースのない < >記号で囲んだ識別子で区切り
ます。

• 常に、211ページの「カラーパレットファイル形式」で説明した色定義フォー
マットを使用します。

• パレットの定義の終了位置には、必ず終了の識別子を挿入します。 この行は、
211ページの「カラーパレットファイル形式」で説明しているように正確に書き
込む必要があります。

• 識別子は、必ず 1行にします。
• 識別子は、1行のみです。
• 色の定義は、1行のみです。
• 色の定義は、1行につき 1つのみです。
• ファイルを読みやすくするため、情報グループを並べるよう行の初めにスペース
を追加することができます。 空白の行を追加することもできます。

• ファイル名の拡張子は、palです。

次に、パレット色の定義ファイルの例を示します。 例には、256色のすべてが使用さ
れていません。

<?xml version=’1.0’?>
<!-- This file represents an OmniScan palette color definition -->

<Palette>
<Version>2.0</Version>

<SpecialColors>
<Color R=”0” G=”0” B=”0” F=”0”></Color>
<Color R=”255” G=”255” B=”255” F=”0”></Color>
<Color R=”128” G=”128” B=”128” F=”0”></Color>

</SpecialColors>
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<MainColors>
<Color R=”255” G=”255” B=”255” F=”0”></Color>
<Color R=”250” G=”252” B=”254” F=”0”></Color>
<Color R=”246” G=”250” B=”253” F=”0”></Color>
<Color R=”142” G=”6” B=”29” F=”0”></Color>
<Color R=”140” G=”3” B=”29” F=”0”></Color>

</MainColors>
</Palette>

7.6 探触子の特性解析

この項では、探触子の特性解析について説明します。

探触子の特性解析を行うには

1. 探触子を球状の反射源のある対象物の上に配置します。 水中にある小型の金属製
のボール（直径 2.5 mm）が最適です。

2. UT設定 > レシーバーを選択し、次に進みます。
a） フィルター = なしを選択します。
b） ビデオフィルター = オフにします。
c） 波形表示 = RFを選択します。

3. UT設定 > 全般設定を選択します。
4. 開始位置 と範囲パラメータボタンで、ビューにボールから跳ね返ってきた信号
のみが表示されるように、A-スキャンの時間ベースの目盛りを調整します。

極めて小さな範囲を使用します。

5. ゲート /アラーム > ゲート > ゲート = Aを選択します。
6. パラメータ = 位置を選択します。
7. 開始位置と幅パラメータボタンで、204ページの図 7-6のようにゲートAが信号を
クロスするように設定します。

参考
補足的な手順
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図 7-6  ボールの信号の上のゲート A

8. 全般設定 > FFTを選択し、次の手順に進みます。
a） 該当する場合は、手続き名を選択し、特性解析の手続き名を入力します。
b） 試験片名を選択してから、特性解析に使用する試験体の名称を入力します。
c） FFT =オンにします。
d） 特性解析を保存するか確認するメッセージが現れたら、はいを選択します。

7.7 OmniScan MX2を直接コンピュータに接続

この項では、OmniScan MX2とコンピュータを直接ネットワーク接続する方法につ
いて説明します。 OmniScan MX2とコンピュータ間のネットワーク接続が完了した
ら、OmniScanのデータを直接、コンピュータのハードディスクにある共有フォル
ダーに直接保存することができます。

次の操作手順を実行することにより、OmniScan MX2からコンピュータにデータを
転送することができるようになります。 コンピュータのオペレーティングシステムに
対応する適切な手順に従って下さい。

• 217ページの「ハードウェアの接続」

Windows XPの場合

• 217ページの「コンピュータのネットワーク接続を設定するには
（Windows XP）」

• 221ページの「Windows XP搭載のコンピュータにおける ユーザーアカウント
の作成」

• 224ページの「Windows XP搭載のコンピュータにおける共有フォルダーの作
成」
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• 230ページの「OmniScan MX2のネットワーク接続の設定（Windows XP）」

Windows 7の場合

• 232ページの「コンピュータのネットワーク接続を設定するには（Windows 7）」
• 235ページの「Windows 7搭載のコンピュータにおける ユーザーアカウントの
作成」

• 238ページの「Windows 7搭載のコンピュータにおける共有フォルダーの 作成」
• 243ページの「OmniScan MX2の設定（Windows 7）」

244ページの「OmniScanデータをコンピュータに保存」では、OmniScan MX2から
コンピュータにデータを転送する方法を説明します。

7.7.1 ハードウェアの接続
OmniScan MX2とコンピュータを接続するにはクロスリンクイーサネット（RJ-45）
ケーブルが必要です。 クロスリンクイーサネットケーブルは、コンピュータとハブま
たは壁面接続などのネットワーク接続を行う一般のネットワークケーブルと違い、2
台のコンピュータを直接接続することができます。

コンピュータを LANと同時に OmniScan MX2にも直接接続したい場合には、コン
ピュータに 2個のネットワークポートが必要です。 ご使用のコンピュータに 1個の
ネットワークポートしかない場合は、アダプターを使用することができます。

Windows XPまたは Windows 7搭載のハードウェアに接続するには

1. クロスリンク Ethernet（RJ-45）ケーブルをコンピュータのネットワークポート
に接続

2. OmniScan MX2のイーサネットポートにケーブルの終端を接続します。

7.7.2 コンピュータのネットワーク接続を設定するには
（Windows XP）

ここでは、OmniScan MX2との接続を確立するためのWindows XP搭載のコン
ピュータのネットワーク接続の設定方法について説明します。

参考
補足的な手順
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Windows XP搭載のコンピュータのネットワーク接続を設定するには

1. コンピュータで、コントロールパネルをクリックします。
2. ネットワーク接続を開きます。
3. OmniScan MX2とのリンクを確立したい接続をダブルクリックします。
ローカル接続の状態ダイアログボックスが現れます（218ページの図 7-7参照）。

図 7-7  ローカルエリア接続状態ダイアログボックス（Windows XP）

4. 全般タブで、プロパティをクリックします。
選択した接続のプロパティダイアログボックスが現れます（219ページの図 7-8
参照）。
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図 7-8  選択した接続のプロパティダイアログボックス（Windows XP）

5. 次の 3つの項目がこの接続は次の項目を使用しますリストで選択されているかを
確認します。
— Microsoft Networksのクライアント
— Microsoft Networksのファイルとプリンターの共有
— インターネットプロトコル (TCP/IP)

6. プロパティをクリックします。
7. インターネットプロトコル (TCP/IP)のプロパティダイアログボックスで、次の IP
アドレスを使うを選択します（220ページの図 7-9参照）。
補足的な手順
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図 7-9  インターネットプロトコル（TCP/IP）プロパティダイアログボックス
（Windows XP）

8. IPアドレステキストボックスで、OmniScan対応の IPアドレスを入力します
（230ページの「OmniScan MX2のネットワーク接続の設定（Windows XP）」を
参照）。

9. サブネットマスクテキストボックスで、OmniScan対応のサブネットマスクを入
力します（230ページの「OmniScan MX2のネットワーク接続の設定
（Windows XP）」を参照）。

10. OKをクリックし、変更を確認した後、ダイアログボックスを閉じます。
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7.7.3 Windows XP搭載のコンピュータにおける
ユーザーアカウントの作成

この項では、OmniScan MX2とコンピュータを接続するために、Windows XP搭載
のコンピュータにユーザーアカウントを作成し設定する方法について説明します。

Windows XP搭載のコンピュータにユーザーアカウントを作成するには

1. Windows XPのデスクトップで、マイコンピュータアイコンを右クリックしま
す。

2. ショートカットメニューで、管理をクリックします（221ページの図 7-10参照）。

図 7-10  マイコンピュータアイコンのショートカットメニュー

コンピュータの管理ダイアログボックスが現れます（222ページの図 7-11参
照）。
補足的な手順

 
221



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
図 7-11  マイコンピュータの管理ダイアログボックス（Windows XP）

3. 左側の枠で、ローカルユーザーとグループをダブルクリックしてから、ユーザー
フォルダーをクリックします。

4. 操作メニューで、新しいユーザーを選択します。
5. 新しいユーザーテキストボックスの新しいユーザーで、大文字・小文字を区別し
て Omniscanと入力します（223ページの図 7-12参照）。
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図 7-12  新しいユーザーダイアログボックス（Windows XP）

6. パスワードとパスワードの確認ボックスで、omniscan（すべて小文字）と入力
します。

7. 次のチェックボックスを非選択にします。
— ユーザーは次回ログオン時にパスワードを変更する
— ユーザーのパスワード変更不可
— アカウントを無効にする

8. パスワードを無制限にするチェックボックスを選択します。
9. 作成をクリックします。
パラメータを保存し、新しいユーザーダイアログボックスを閉じます。

10. コンピュータの管理ウィンドウを閉じます。
補足的な手順
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7.7.4 Windows XP搭載のコンピュータにおける共有フォルダーの
作成

この項では、OmniScan MX2とコンピュータ間のデータ転送を可能にするために、
Windows XP搭載のコンピュータにユーザーアカウントを作成し設定する方法につ
いて説明します。

Windows XP搭載のコンピュータで共有フォルダーを作成するには

1. Windowsエクスプローラーで、コンピュータのハードディスクドライブに
「Omniscan」という名前のフォルダーを作成します。

2. Omniscanフォルダーを右クリックしてから、ショートカットメニューで共有と
セキュリティ をクリックします。

3. Omniscanのプロパティダイアログボックスで、共有タブをクリックします
（224ページの図 7-13参照）。

図 7-13  Omniscanのプロパティダイアログボックスの共有タブ（Windows XP）
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4. このフォルダーを共有するオプションを選択します。
5. アクセス許可ボタンが、このフォルダーを共有するグループボックスに表示され
ない場合は、次の手順に進みます。
a） コンピュータデスクトップで、マイコンピュータアイコンをダブルクリック
します。

b） ツール メニューで、フォルダーオプションをクリックします。
c） フォルダーオプションダイアログボックスで、表示タブをクリックします
（225ページの図 7-14参照）。

図 7-14  フォルダーのオプションダイアログボックス（Windows XP）

d） 簡易ファイルの共有を使用するチェックボックスを非選択にしてから、OK
にします。

6. Omniscanのプロパティダイアログボックスで、許可ボタンをクリックします。
補足的な手順
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7. Omniscanのアクセス許可ダイアログボックスで、追加をクリックします（226
ページの図 7-15参照）。

図 7-15  OmniScanのアクセス許可ダイアログボックス（Windows XP）

8. ユーザー、コンピューター、サービスアカウントまたはグループの選択 ダイア
ログボックスで、場所ボタンをクリックします（227ページの図 7-16参照）。
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図 7-16  グループ名またはユーザー名の選択ダイアログボックス（Windows XP）

9. 場所ダイアログボックスで、コンピュータ名を選択し、OKをクリックします。
10. ユーザーまたはグループの選択ダイアログボックスに戻り、 選択するオブジェク
ト名を入力テキストボックスに Omniscanと入力し （227ページの図 7-16参照
)、OKをクリックします。

11. Omniscanのアクセス許可ダイアログボックスに戻り、許可欄の変更と読み取り
チェックボックスを選択し、OKをクリックします（228ページの図 7-17参照）。
補足的な手順
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図 7-17  OmniScanのアクセス許可ダイアログボックス（Windows XP）

12. Omniscanのプロパティダイアログボックスで、セキュリティタブをクリックし
た後、追加をクリックします（229ページの図 7-18参照）。
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図 7-18  Omniscanのプロパティダイアログボックス（Windows XP）の
セキュリティタブ

13. ユーザー、コンピューター、サービスアカウントまたはグループの選択 ダイア
ログボックスで、場所ボタンをクリックします（227ページの図 7-16参照）。

14. 場所ダイアログボックスで、コンピュータ名を選択し、OKをクリックします。
15. ユーザーまたはグループの選択ダイアログボックスに戻り、 選択するオブジェク
ト名を入力テキストボックスに Omniscanと入力し （227ページの図 7-16参照
)、OKをクリックします。

16. Omniscanのプロパティダイアログボックスのセキュリティタブに戻ります
（230ページの図 7-19参照）:
a） 追加した Omniscanユーザーを選択します。
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b） OmniScanのアクセス許可リストで、変更、読み取りと実行、フォルダの内
容の一覧表示、読み取り、および書き込みのチェックボックスを選択しま
す。

c） OKをクリックします。

図 7-19  Omniscanユーザーのアクセス許可

7.7.5 OmniScan MX2のネットワーク接続の設定（Windows XP）

この項では、OmniScan MX2とコンピュータとの通信を可能にするために
OmniScan MX2を設定する方法について説明します。
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OmniScan MX2のネットワーク接続を設定するには（Windows XP）

1. OmniScan MX2で、全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = ネットワーク設定を選択し
ます。

2. DHCP = オフにします。
3. IPアドレスを選択した後、OmniScan MX2の IPアドレスを入力します。 これは、
同じ値域（最初の 3つのブロックで同じ）にする必要がありますが、リモートコ
ンピュータの IPアドレスと同じではありません（例：192.168.0.1と
192.168.0.2）。

4. サブネットマスクを選択した後、OmniScan MX2のサブネットマスクアドレスを
入力します。 ここには、コンピュータに設定したサブネットマスクと同じアドレ
スを入力する必要があります。

5. 適用を選択します。
6. 全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = 外部ストレージを選択します。
7. リモート PCを選択し、コンピュータ名を入力します。 コンピュータの名称を確
認するには、次の手順に従います。
a） コンピュータのWindows XPタスクバーで、スタートをクリックします。
b） スタートメニューで、マイコンピュータを右クリックします。
c） ショートカットメニューで、プロパティをクリックします。
システムのプロパティダイアログボックスが現れます。

d） コンピュータ名タブをクリックします。
コンピュータ名は、フル コンピュータ名の最初の部分です。つまり、ドメ
イン名（232ページの図 7-20の例では wks-qc-150）を除きます。
補足的な手順
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図 7-20  システムプロパティダイアログボックスにあるコンピュータ名

8. 全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = 外部ストレージを選択した後、接続 = オンを選
択します。
接続ボタンがオンになると、OmniScan MX2とコンピュータの接続が確立され
たことになります。

7.7.6 コンピュータのネットワーク接続を設定するには
（Windows 7）

Windows 7搭載のコンピュータを設定するには

1. リモートコンピュータのコントロールパネルウィンドウを開きます。

コンピュータ名
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2. ネットワークと共有センター（カタログによってコントロールパネルが表示され
ている場合にネットワークとインターネットで）を開きます。

3. OmniScan MX2にリンクするための接続に対応するローカルエリア接続をク
リックします。
ローカル接続の状態ダイアログボックスが現れます（233ページの図 7-21参
照）。

図 7-21  ローカルエリア接続状態ダイアログボックス（Windows 7）

4. 全般タブで、プロパティをクリックします。
選択した接続のプロパティダイアログボックスが現れます（234ページの図 7-22
参照）。
補足的な手順

 
233



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
図 7-22  ローカルエリア接続状態ダイアログボックス（Windows 7）

5. この接続は次の項目を使用というタイトルの付いた一覧で、 次の 3つの項目が選
択されているか確認します。
— Microsoft Networksのクライアント
— Microsoft Networksのファイルとプリンターの共有
— インターネットプロトコルバージョン 4（TCP/IPv4）

6. インターネットプロトコルバージョン 4（TCP/IPv4）を選択してハイライト表示
し、プロパティをクリックします。

7. インターネットのプロトコル (TCP/IP)のプロパティダイアログボックスで、次の
IPアドレスを使うを選択します（235ページの図 7-23参照）。
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図 7-23  インターネットプロトコルバージョン 4 （TCP/IPv4）
プロパティダイアログボックス（Windows 7）

8. IPアドレスボックスで、OmniScan対応の IPアドレスを入力します（243ページ
の「OmniScan MX2の設定（Windows 7）」を参照）。

9. サブネットマスクボックスで、OmniScan対応のサブネットマスクを入力します
（243ページの「OmniScan MX2の設定（Windows 7）」を参照）。

10. OKをクリックし、変更を確認した後、ダイアログボックスを閉じます。

7.7.7 Windows 7搭載のコンピュータにおける
ユーザーアカウントの作成

コンピュータにユーザーアカウントを作成するには

1. Windows 7のデスクトップ（またはスタートメニューで、コンピュータアイコ
ンを右クリックします。

2. ショートカットメニューで、管理をクリックします（236ページの図 7-24参照）。
補足的な手順
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図 7-24  コンピューターアイコンのショートカットメニュー（Windows 7）

コンピュータの管理ダイアログボックスが現れます（236ページの図 7-25参
照）。

図 7-25  マイコンピュータの管理ダイアログボックス（Windows 7）

3. 左側の枠で、ローカルユーザーとグループをダブルクリックしてから、ユーザー
フォルダーをクリックします。

4. 操作メニューで、新しいユーザーを選択します。
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5. 新しいユーザーダイアログボックスのユーザー名ボックスで、大文字・小文字を
区別して Omniscanと入力します（237ページの図 7-26を参照 ）。

図 7-26  新しいユーザーダイアログボックス（Windows 7）

6. パスワードとパスワードの確認ボックスで、omniscan（すべて小文字）と入力
します。

7. 次のチェックボックスを非選択にします。
— ユーザーは次回ログオン時にパスワードを変更する
— ユーザーのパスワード変更不可
— アカウントを無効にする

8. パスワードを無制限にするチェックボックスを選択します。
9. 作成をクリックします。
パラメータが保存されます。

10. 新しいユーザー ダイアログボックス
11. コンピュータの管理ダイアログボックスを閉じます。
補足的な手順
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7.7.8 Windows 7搭載のコンピュータにおける共有フォルダーの
作成

リモートコンピュータに共有フォルダーを作成するには

1. リモートコンピュータのハードディスクドライブに、「Omniscan」という名前の
フォルダーを作成します。

2. Omniscan フォルダーを右クリックしてから、ショートカットメニューのプロパ
ティ をクリックします。

3. Omniscanのプロパティダイアログボックスで、共有タブをクリックします
（238ページの図 7-27参照）。

4. 共有をクリックします。

図 7-27  Omniscanのプロパティダイアログボックス（Windows 7）

5. ファイル共有ダイアログボックスで（239ページの図 7-28参照）、Omniscanを選
択してから追加をクリックします。
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図 7-28  ファイルの共有ダイアログボックス (Windows 7)

6. アクセス許可レベルで、Omniscanの変更 /読取を選択します（240ページの
図 7-29参照）。
補足的な手順
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図 7-29  ファイル共有ダイアログボックスで許可を設定（Windows 7）

7. 共有をクリックした後、コンピュータ上のすべてのネットワーク共有を表示しま
すを選択します。 ダイアログボックスを閉じます。

8. Omniscanのプロパティダイアログボックスで、詳細な共有をクリックします 
（238ページの図 7-27参照）。
詳細な共有ダイアログボックスが現れます（241ページの図 7-30を参照）。

9. アクセス許可ボタンをクリックします。
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図 7-30  詳細な共有ダイアログボックス (Windows 7)

10. Omniscanのアクセス許可ダイアログボックスで、追加をクリックします（241
ページの図 7-31参照）。

図 7-31  OmniScanのアクセス許可ダイアログボックス（Windows 7）
補足的な手順
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11. ユーザー、コンピューター、サービスアカウントまたはグループの選択 ダイア
ログボックスで、場所ボタンをクリックします（242ページの図 7-32参照）。

図 7-32  ユーザー、コンピューター、サービスアカウントまたはグループの
選択ダイアログボックス（Windows 7）

12. 現れたダイアログボックスで、リモートコンピュータ名を選択した後、OKボタ
ンをクリックします。

13. ユーザー、コンピューター、サービスアカウント、またはグループの選択ダイア
ログボックスのオブジェクトの種類を選択ボックスで、Omniscanと入力してか
ら（242ページの図 7-32参照）、OKをクリックします。

14. Omniscanへのアクセス許可ダイアログボックスで、 Omniscanユーザーの許可欄
にある変更と読取チェックボックスを選択します。そして、OKをクリックしま
す（ 243ページの図 7-33参照）。
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図 7-33  OmniScanのアクセス許可ダイアログボックス（Windows 7）

15. すべてのダイアログボックスを閉じます。

7.7.9 OmniScan MX2の設定（Windows 7）

Windows 7搭載のコンピュータで OmniScan MX2を設定するには

1. OmniScan MX2で、全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = ネットワーク設定を選択し
ます。

2. DHCP = オフにします。
3. IPアドレスを選択した後、OmniScan MX2の IPアドレスを入力します。 これは、
同じ値域（最初の 3つのブロックで同じ）にする必要がありますが、リモートコ
ンピュータの IPアドレスと同じではありません（例：192.168.0.1と
192.168.0.2）。

4.  サブネットマスクを選択した後、 OmniScan MX2のサブネットマスクアドレスを
入力します。 リモートコンピューターに設定したサブネットマスクと同じもので
なくてはなりません。

5. 適用を選択します。
補足的な手順
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6. 全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = 外部ストレージを選択し、リモート PC選択し
たら、リモートコンピュータ名を入力します。 リモートコンピュータの名称を確
認するには、次の手順に従います。
a） リモートコンピュータで、Windowsタスクバーのスタートをクリックしま
す。

b） スタートメニューのコンピュータを右クリックし、プロパティを選択しま
す。
システムダイアログボックスが現れます。 リモートコンピュータ名は、244
ページの図 7-34の例に示すように、コンピュータ名フィールド（WIN-
6EFJG400FPL）に表示されます。

図 7-34  システムプロパティダイアログボックスにあるコンピュータ名
（Windows 7）

7. 全般設定 > ネットワーク > 接続 = オンを選択します。
接続ボタンがオンになると、OmniScan MX2とコンピュータの接続が確立され
たことになります。

7.7.10 OmniScanデータをコンピュータに保存

この項では、OmniScanデータをコンピュータのハードディスクの共有フォルダー
に保存する方法について説明します。
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OmniScan MX2からコンピュータにデータを保存する前に、OmniScan MX2とコン
ピュータを接続し、コンピュータと OmniScan MX2を設定する必要があります。 必
要な手順のリンクに関しては、216ページの「OmniScan MX2を直接コンピュータ
に接続」を参照してください。

Windows XPまたは Windows 7搭載のコンピュータに OmniScanのデータを
保存するには

 ファイル > データ設定 > 保存 = ネットワークを選択します。
今後、すべての保存データはコンピュータのハードディスクにある共有フォル
ダーに書き込まれることになります。

7.8 OmniScan MX2とネットワークとの接続

この項では、OmniScan MX2とローカルエリアネットワーク間の接続を確立する方
法について説明します。 Window XPおよびWindows 7の順に各手順を説明します。

OmniScan MX2をネットワークに接続するには

1. ストレートイーサネット（RJ-45）ケーブルをネットワークポート（固定差込口）
に接続します。

2. OmniScan MX2のイーサネットポートにケーブルの終端を接続します。
3. OmniScan MX2で、全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = ネットワーク設定を選択し
ます。

4. DHCP = オンにします。
5. 適用を選択します。
6. 全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = 外部ストレージを選択します。
7. リモート PCを選択し、ネットワーク上に表示されるコンピュータ名を入力しま
す。

8. 接続 = オンを選択します。
接続ボタンがオンになると、OmniScan MX2とコンピュータの接続が確立され
たことになります。

重要
補足的な手順
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7.9 OmniScanデータを TomoViewにインポート

この項では、OmniScan MX2のデータを TomoViewにインポートする方法について
説明します。

TomoViewにデータをインポートするには、データが、保存モードがすべての Aス
キャンと Cスキャンまたは Cスキャンのみの状態（ファイル > データ 設定 > データ
選択を選択）で記録されたものでなくてはなりません。

OmniScanデータを TomoViewにインポートするには

1. ファイル > データ設定 > 保存キー = データを選択します。
2. ファイル > データ > 保存を選択します。
3. メモリーカードリーダーを使用するか、OmniScan MX2をイーサネット経由でコ
ンピュータにリンクし、コンピュータにファイルを転送します。 OmniScan MX2
のネットワーキングの詳細については、216ページの「OmniScan MX2を直接コ
ンピュータに接続」を参照してください。

4. 適切なハードウェアキーがコンピュータの USBポートに接続されているか確認
します。

5. TomoViewソフトウェアを起動します。

6. TomoViewが読込みを完了したら、OmniScanボタンをクリックします（ ).
ダイアログボックスが現れます。

7. インポートしたファイルを参照し選択します。
8. 開くをクリックします。

TomoViewは、ファイルを .rdt形式に変換します。
9. 新しい .rdtファイルを目的のフォルダーに保存します。

参考
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ファイルデータの設定と解析の詳細については、TomoViewユーザーズマニュアル
を参照してください。

7.10 データの転送 — MCDU-02と TomoView搭載の
OmniScan MX2

OmniScan MX2をMCDU-02と TomoView搭載のコンピュータとともに使用する場
合には、ネットワークケーブルでこの 3つの機器を接続する必要があります。 外部
イーサネットハブで 3つのユニットを接続することにより、OmniScan MX2と
TomoViewのデータ転送速度を最大化することができます（247ページの図 7-35
参照）。

図 7-35  OmniScan MX2、MCDU、およびコンピュータの相互接続
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7.11 lawファイルを OmniScanにインポート
（PAグループのみ）

Evident NDT SetupBuilderまたはアドバンスドカリキュレータアプリケーションを
使って、フェーズドアレイプ探触子およびウェッジの種類別のフォーカルロウをす
ばやく、効率よく作成し、表示することができます。 NDT SetupBuilderとアドバン
スドカリキュレータ アプリケーションは、lawという拡張子の付いたテキストファ
イルでフォーカルロウのデータを保存します。 この lawファイルを OmniScanにイ
ンポートすることにより、データを活用することができます。

このアプリケーションの使用方法および lawファイルの作成方法に関する内容は、
NDT SetupBuilderユーザーズマニュアルまたはアドバンスドカリキュレータユー
ザーズマニュアルを参照してください。

lawファイルを OmniScanにインポートするには

1. コンピュータの lawファイルを次のように OmniScanにコピーします。
a） OmniScanのストレージカードを取り出します。
b） ストレージカードをコンピュータにつなぎます。
c） lawファイルをストレージカードの \User\Law\にコピーします。
d） コンピュータからストレージカードを取り外し、OmniScanに再度接続しま
す。

2. OmniScanレポートに正しい探触子とウェッジの名前を表示させるには、.law
ファイルのインポート前に探触子とウェッジのモデルを選択します。
a） ウィザード > セットアップ > 開始を選択 し、探触子とウェッジの選択ステッ
プに移動します。

b） 探触子の一覧から、適切な探触子を選択します。
c） ウェッジの一覧から、適切なウェッジを選択します。
d） 残りのウィザードのステップを無視して最後のステップに移動し、作成を選
択してウィザードを終了します。

3. lawファイルを OmniScanで使用するには、次の作業を行います。
a） ファイル > セットアップ > フォーカルロウ読込を選択します。

参考
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b） 表示されたファイルブラウザーで、次の操作を行います。
（1）一覧の中から目的の lawファイルを選択します。
（2）開くを選択します。

4. S-スキャンをタップして押したまま、表示されるメニューから適切なスキュー
角度を選択します。

7.12 カスタムカラーパレットの読み込み

カスタムカラーパレットを読み込むには

1. pal形式のカラーパレットを作成します（210ページの「カラーパレットの作成」
を参照 ）。

2. OmniScan対応のストレージデバイスの \User\Paletteフォルダーの中に pal形
式のカラーパレットファイルを作成します（このフォルダーがない場合は、最初
に作成します）。

3. ストレージデバイスを OmniScanに接続します。
補足的な手順
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8. メニューの説明

この章では、OmniScanのユーザーインターフェイスで使用する各メニュー、サブ
メニュー、およびパラメータボタンの参考情報について説明します。 各項は、ユー
ザーインターフェイスのメニュー、サブメニュー、およびパラメータボタンの階層
の順に構成されています。

また、この章の内容は、OmniScan探傷器のオンラインヘルプでも使用できます。

92ページの「オンラインヘルプ」では、OmniScan探傷器のオンラインヘルプシス
テムへのアクセス方法について説明します。

8.1 ファイルメニュー

ファイルメニューには、さまざまな種類のデータファイルに関連するサブメニュー
があります。

8.1.1 セットアップサブメニュー
セットアップサブメニューには、セットアップファイル（.ops）、接続性ファイル
（.ondtsetup）、およびロウファイル（.law）を管理するためのパラメーターがありま
す。

開く
ファイルブラウザーを開き、使用できるセットアップファイルを一覧化します。
ファイルは、ストレージデバイスの \User\Setupフォルダーに保存されます。

ヒント
メニューの説明
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ファイル > セットアップ > 開くパラメータに直接アクセスするには

• OmniScan MX2: ファイル /開くキー（ ）を押して、直接、ファイル > セット
アップ > 開くパラメータにアクセスすることができます（詳細は 31ページの
表 2を参照）。

• OmniScan MX2およびOmniScan SXの場合：測定値の表示エリアでファイル名を
タップしたまま押した状態で、（コンテキストメニューで）開くを選択し、ファ
イル > セットアップ > 開くパラメータに直接アクセスします（詳細は 33ページ
の表 3を参照）。

別名で保存
ファイルブラウザーを使用すると、ストレージデバイスにある \ User\ Setup
フォルダに別のファイル名で現在のセットアップを保存することができます。 
ファイルブラウザーには、次のボタンがあります。

ファイル名
保存したいファイルのファイル名を入力します。

保存
セットアップを特定のファイル名で保存します。

ファイル > セットアップ > 別名で保存 ...パラメーターに直接アクセスするには、測
定値の表示エリアでファイル名をタップしてそのまま押した状態で、 別名で保存 ...
を選択します （データ収集モードで）。

新規作成
ファイル名のない、新しいデフォルトのセットアップファイルを作成します。

ヒント
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接続性ファイルのインポート
ファイルブラウザーを開き、使用可能な接続性ファイルの一覧を表示します。 た
だし、ファイルタイプ別に表示することはできません。 ファイルは、ストレージ
デバイスの \User\Setupフォルダーに保存されます。

フォーカルロウ読込
ファイルブラウザーを開き、使用可能なロウファイルの一覧を表示します。 ただ
し、ファイルタイプ別に表示することはできません。 これらのファイルは、スト
レージデバイスの \User\Lawフォルダーに保存されます。

8.1.2 レポートサブメニュー
レポートサブメニューには、レポートを管理するためのパラメータがあります。 レ
ポートは、HTMLフォーマットで作成し、直接 OmniScanから印刷することができ
ます。また、コンピュータのウェブブラウザーでも参照および印刷が可能です。

カテゴリー
サブメニューのその他のパラメータのカテゴリーを選択します。 この一覧で項目
を選択すると、カテゴリーボタンの右側にあるパラメータボタンを変更すること
になります。 使用できるパラメーターカテゴリは次のとおりです。

— 開く /保存 （253ページの「開く /保存カテゴリー」を参照）：既存のレポート
を開くか、新しいレポートをプレビューして保存します。

— フォーマット（254ページの「フォーマットカテゴリー」を参照）：レポート
の内容を定義します。

— ユーザーフィールド（256ページの「ユーザーフィールドカテゴリー」参
照）：レポートに表示するカスタムユーザーフィールドを定義します。

8.1.2.1 開く /保存カテゴリー

ファイル > レポート > カテゴリー = 開く /保存を選択して、次のパラメータを表示し
ます。

開く
ファイルブラウザーを開き、使用可能なレポートファイルの一覧を表示します。
メニューの説明
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プレビュー
画面に HTML形式のレポートのプレビューを表示します。プレビューには次の
パラメータボタンがあります。

保存して閉じる
レポートを保存し、ウィンドウを閉じます。

閉じる
レポートを保存せずにウィンドウを閉じます。

ファイル > レポート > 開く /保存 > プレビューパラメーターに直接アクセスするに
は、測定値の表示エリアでファイル名をタップしてそのまま押した状態で、 レポート
プレビューを選択します。

保存
レポートの HTMLファイルをストレージデバイスの \User\Reportフォルダに
保存します。 ファイル名は、ファイル > データ設定 > ファイル名で定義します。

ファイル > データ設定 > 保存キー = レポートを選択すると、保存 /印刷キー（ ）
は、ファイル > レポート > カテゴリー = 開く /保存の場合、保存ボタンへのショート
カットに変わります。

8.1.2.2 フォーマットカテゴリー

ファイル > レポート > カテゴリー = フォーマットを選択し、次のパラメータを参照
して、レポートに挿入したい要素を設定します。

挿入
レポートに挿入する画像の種類を選択します。

ヒント
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テーブル
レポートに欠陥指示テーブルの画像を挿入します。 欠陥指示テーブルの詳細
については、188ページの「欠陥指示テーブルの設定と作成」を参照してく
ださい。

現在のレイアウト
レポートに現在のレイアウトのスクリーンキャプチャを挿入します。

オフ
画像は挿入されません。

構成内容
レポートに入れる欄を選択します。 希望する項目を選択します。

ユーザーフィールド
レポートにユーザーフィールドを挿入するかしないかの切替を行います。 
ユーザーフィールドの詳細については、256ページの「ユーザーフィールド
カテゴリー」を参照してください。

プローブ
レポートに探触子の特性に関するフィールドを挿入するかしないかの切替を
行います。

セットアップ
レポートのセットアップフィールドを挿入するかしないかの切替を行いま
す。 セットアップ欄には、超音波設定、TCGおよびゲート情報が含まれま
す。

注記
レポートに、編集可能な注記フィールドを挿入するかしないかの切替を行い
ます。

画像
指示テーブルのエントリに関するすべての画像を含みます。

すべて
レポートで使用可能な欄をすべて挿入します。

なし
レポートで使用可能な欄をすべて除去します。

ヘッダーの編集
テキストエディタを開き、レポート、セットアップファイル、またはデータファ
イルのヘッダーを編集します。
メニューの説明
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注記編集
テキストエディタを開き、レポート、データファイル、セットアップファイルの
注記を編集します。

テンプレート
レポートテンプレートを選択します。 レポートタイプは、レポート名の後に括弧
内に表示されます。

Complete（標準）
OmniScanに付属のテンプレートです。 レポートファイルは、保存デバイス
の \App\MXU 4.n\Template\Report\Completeフォルダの中にあります。

Reportフォルダには、 装置に保存されているその他のテンプレートがいくつ
か含まれています。 これらのテンプレートは、実行されている検査タイプ別
に関連情報を表示するために使用されます。

\App\MXU 4.n\Template\Reportにある Completeフォルダ内のファイルは決して
変更したり、移動したりしないようにしてください。 これらは、デフォルトレポート
を作成するための元となるファイルです。 これらのファイルの移動や変更を行うと、
元のファイルがないため、カスタムテンプレートを作成することができなくなりま
す。

カスタムレポート
これは、カスタムファイルによるテンプレートです。 これらのファイルは、
OmniScanの保存デバイス上に作成したフォルダに保管されています。 レ
ポート構成に関する手順については、102ページの「レポートの設定」を参
照してください。

8.1.2.3 ユーザーフィールドカテゴリー

ファイル > レポート > カテゴリー = ユーザーフィールドを選択して、次のパラメー
タにアクセスし、レポートに挿入するカスタム情報などユーザー指定のフィールド
を定義します。

フィールド
編集するユーザーフィールド（1～ 10）を選択します。

注意
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有効化
現在選択中のユーザーフィールドを有効にします。

ラベル
選択中のユーザーフィールドに新しいラベルを入力します。 例：「検査担当者」
を入力。

コンテンツ
選択中のユーザーフィールドの内容を変更します。 例：「Inspector」ユーザー
フィールドに「John Smith」と担当者の氏名を入力。

レポートにユーザーフィールドを挿入するには、 ファイル > レポート > カテゴリー = 
フォーマットを選択してから、ファイル > レポート > 構成内容 = ユーザーフィール
ドにします。

8.1.3 データサブメニュー
データサブメニューには、検査データファイル（.opd）を開いたり、保存したりす
るためのパラメータがあります。

開く
使用できる検査データファイル（.opd）を一覧化するファイルブラウザーを開
きます。
これらのファイルは、ストレージデバイスの \User\Dataフォルダーに保存され
ます。

セットアップ保存
分析モードで使用して、現在の検査データをストレージデバイスの \User\Data
フォルダに保存します。 使用するファイル名形式は、ファイル > データ設定 > 
ファイル名を選択して定義します。

ヒント
メニューの説明

 
257



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
ファイル > データ設定 > 保存キー = データを選択すると、保存 /印刷キー（ ）
は、ファイル > データ > 保存のショートカットになります。

分析モードでは、ファイル名をタップしてそのまま押したままの状態で、保存を選
択することもできます。これは、ファイル > データ > 保存を選択する代わりに実行
して同じ結果を得ることができます。

8.1.4 画像サブメニュー
画像サブメニューには、新しいスクリーンショットや既存のスクリーンショット
（*.jpg）を作成または開くためのパラメータがあります。

開く
ストレージデバイスの \User\Screenフォルダーにある画像ファイル（.jpg）を
一覧化するためのファイルブラウザを開きます。

セットアップ保存
現在表示されているデータコンテンツの JPEGファイル（.jpg）を作成します。 
選択したストレージデバイス（ファイル > データ設定 > ストレージデバイスで選
択）の \ User\ Screenフォルダーに、指定したファイル名形式（ファイル > 
データ設定 > ファイル名で選択）で、ファイルを保存します。

• ファイル > データ設定 > 保存キー = 画像を選択すると、保存 /印刷キー（ ）
は、ファイル > データ > 保存へのショートカットに変わります。 この機能は、
ファイル名をタップしてそのまま押した状態でコンテキストメニューを表示し、
画像の保存を選択して実行するこもできます。

• キーボードをUSBポートに接続している場合、ALT+Pショートカットでフルスク
リーンのスクリーンショットをキャプチャすることができます。 この機能は、

ヒント
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ファイル名をタップしてそのまま押した状態でコンテキストメニューを表示し、
スクリーンの印刷を選択して実行するこもできます。

8.1.5 データ設定サブメニュー
データ設定サブメニューには、すべてのファイルタイプに適用する設定パラメータ
（セットアップ (.ops)、レポート (.html)、データ (.opd)、および画像 (.jpg)）が登録
されています。

データ選択
ファイル > データ > 保存を選択したときに、保存したデータタイプを指定しま
す。

次のような種類を選択できます。

すべての A-スキャンと C-スキャン
すべての A-スキャン波形データと Cスキャンデータを保存します。

C-スキャンのみ
C-スキャンデータのみを保存します（振幅と位置を同時に保存）。

保存
データファイルを保存するストレージデバイスを選択します。

ストレージカード
データ、セットアップ、レポートをデフォルトのストレージデバイス上に保
存します（OmniScanの右側にある SDカード）。

ネットワーク（OmniScan MX2のみ）
ネットワークにデータ、セットアップ、レポートを保存します。 このパラ
メータを機能させるには、OmniScan MX2がネットワークに接続されてい
なければなりません。

OmniScan MX2をネットワークに接続するには、次の項を参照してくださ
い。
○ 216ページの「OmniScan MX2を直接コンピュータに接続」
○ 245ページの「OmniScan MX2とネットワークとの接続」
メニューの説明
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USBストレージ
OmniScanの USBポートのいずれか 1つに接続された外部ストレージデバ
イスにデータを保存します。 ストレージデバイスは、ファイルシステムに
\USB Storageとして表示されます。 この項目は、外部 USB保存デバイスを
使用するときにのみ表示されます。

USBストレージ 2
OmniScanの他の USBポートに接続された 2番目の外部ストレージデバイ
スにデータを保存します。 ストレージデバイスは、ファイルシステムに
\USB Storageとして表示されます。 この項目は、2つ目の外部 USB保存デ
バイスを使用するときにのみ表示されます。

ファイル名
全種類のデータファイルのデータファイル名形式を指定します（セットアップ、
レポート、データおよび画像）。 固定された文字と変数の組み合わせでファイル
名が作成されます。 例えば、WeldABC###_%D_%Tは、
WeldABC001_2010-02-29_11.33.00となります。 ファイル名を作成するため
に使用できる変数は次のとおりです。
#
自動加増方式による番号であることを示します。 (例： data###は、data001、
data002などに自動的に増加 ) 各データタイプによる別々のフォルダ内で番
号を増加します。

%D
国際形式（yyyy[年 ]mm[月 ]dd[日 ]）の日付を示します。

%T
時間を示します（hh[時 ].mm[分 ].ss[秒 ]）。

保存キー

保存 /印刷キー（ ）を押す際に、ストレージデバイス（ファイル > データ設
定 > ストレージ）に保存するデータタイプを指定します 。 次のような種類を選択
できます。

レポート
レポートを、選択したストレージデバイスの \ User\ Report フォルダに
HTMLファイルとして保存します。
第 8章
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データ（既定値）
選択したストレージデバイスの \ User\ Dataフォルダ内に、探傷データを
ファイルとして保存します。

画像
画面を選択したストレージデバイスの \ User\ Screenフォルダに JPEGファ
イル（.jpg）として保存します。

データと画像
探傷データは、\User\Dataフォルダーにファイル（.opd）として保存し、
画像は、選択したストレージデバイスの \User\Screenフォルダーに JPEG
ファイル（.jpg）として保存します。

ファイル > データ設定 > 保存キーパラメータで選択した内容は、デジタル入力（全
般設定 > セットアップ > カテゴリー = DINおよび全般設定 > セットアップ > DIN割
当 = データ保存）で、データを遠隔操作で保存する際にも有効です。

8.2 ウィザードメニュー

ウィザードメニューはサブニューから構成されており、セットアップの具体的な内
容設定をステップ式で行うことができます。 262ページの図 8-1の表に示しているよ
うに、ウィザードの各ステップには、オンラインヘルプ情報があり、タイトル、操
作ボタンそしてそれらに関連するパラメータボタンがあります。 ウィザードを使用す
れば、セットアップを簡単に迅速に行うことができます。

参考
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図 8-1  ウィザードステップの構成

次の標準パラメータボタンを使用し、ウィザードステップに従って操作します。

開始
ウィザードの最初のステップを開始します。

次へ
ウィザードの次のステップへ移動します。

戻る
ウィザードの前のステップに戻ります。

再開
最後の結果が許容範囲内にない場合には、ウィザードを再び開始します。

続行
現在のウィザードを終了し、次のウィザードを開始します。

ウィザード
ステップ
タイトル

ヘルプ情報

ステップ式操作ボタン ステップパラメータ

レイ
トレーシング
第 8章
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キャンセルキーを押して、いつでもウィザードを終了することができます（ ).

レイトレーシングオプションが有効な場合は、ウィザードヘルプの一部が非表示に
なります。 ヘルプキーを押すとレイトレーシングビューを非表示にします。 ヘルプ
キーを再度押すとレイトレーシングビューが表示されます。

解析モードでは、ウィザードステップコントロールボタンは無効です。 スキャン > 開
始 > 一時停止 = オフを選択し、ウィザードを有効にします。

8.2.1 試験体と溶接サブメニュー
試験体と溶接サブメニューウィザードでは、次のステップに進みます。

• 試験体の材質および形状を定義します。
• 溶接の特性を設定します。

8.2.2 セットアップサブメニュー
セットアップサブメニューウィザードでは、グループの管理および探傷技法をス
テップ式に設定することができます。

探傷セットアップとは、一連のパラメータ値のことを指し、測定結果に至るまでの
探傷のあらゆる特性を定義することです。

セットアップウィザードで、探触子やウェッジの試験体に対する位置について定義
します。

ヒント
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パラメータは、ウェッジの特性（ウェッジ使用の場合）および探触子の特性を定義
します。 また、ウェッジや探触子と探傷器の接続、スキャン位置の特性なども定義し
ます。

また、セットアップウィザードでは、ステップ式にフォーカルロウの設定を行いま
す。

新しいグループを追加するには（OmniScan MX2のみ）

1. ウィザード > セットアップ > 開始を選択して、セットアップウィザードを選択し
ます。

2. 操作 = 追加を選択し（操作選択ステップ）、選択 次へを選択します。
3. オンスクリーンヘルプ情報に従い、ウィザードの残りのステップを完了します。

既存のグループを変更するには（OmniScan MX2のみ）

1. ウィザード > セットアップ > 開始を選択して、セットアップウィザードを選択し
ます。

2. 操作 = 変更（操作選択ステップ）を選択し、グループを変更したら次へを選択し
ます。

3. オンスクリーンヘルプ情報に従い、ウィザードの残りのステップを完了します。

既存のグループを削除するには（OmniScan MX2のみ）

1. ウィザード > セットアップ > 開始を選択して、セットアップウィザードを選択し
ます。

2. 操作 = 削除（操作選択ステップ）を選択してから、次へを選択します。
3. オンスクリーンヘルプ情報に従い、ウィザードの残りのステップを完了します。

探傷技法を選択するには

1. ウィザード > セットアップ > 開始を選択して、セットアップウィザードを選択し
ます。

2. アプリケーションを選択した後、使用する探傷 技法（TOFD）斜角、ゼロ度、
またはカスタム）を選択します。

ウィザードのフォーカルロウ部分を続行して、次の操作を実行します。
第 8章
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• フォーカルロウの種類（セクタ、コンパウンド、リニア、または 0°リニア）を設
定します。

• 音波の種類を設定します（縦波または横波 )。
• 使用する探触子の振動素子を選択します。
• ビームの角度を設定します。
• プローブの集束深さ、スキュー角度、インデックス軸補正値、およびスキャン軸
補正値を設定します。

複数のグループがある場合は、フォーカルロウは選択中のグループにのみ適用され
ます。

キャンセルキー ( )押して、いつでもウィザードを終了することができます .

8.2.3 校正サブメニュー
校正サブメニューでは、ステップ式に校正を実行することができます。

校正の実行には校正用試験片が必要です。

校正選択ステップ
校正ウィザードの最初のステップでは、どの項目を校正するか選択します。 次のパラ
メータは、校正選択ステップで表示されます。

種類
校正ウィザードで実行する校正の種類を指定します。 次のような種類を選択でき
ます。

エンコーダー
校正したいエンコーダーを選択します（エンコーダーの使用が設定されてい
る場合 [スキャン > 探傷 > スキャン ]に使用可能）。

UT
モードパラメータで校正する超音波の特性のひとつを選択します。

ヒント
メニューの説明

 
265



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
サイジング
モードパラメータで校正するサイジング機能の１つを選択します。

モード
校正ウィザードで、実行する校正モードを指定します。

種類 = UTを選択する場合には、次の選択肢があります。

感度 （PAグループのみ）
基準反射源を検出できるよう感度を校正します。

音速
試験体の材料の中を通過する際の音波の伝播速度を校正します。 ウェッジの
遅延を校正する場合には、最初に音速校正を行う必要があります。

ウェッジ遅延
ウェッジ内の音響伝播における遅延を校正します。

音速とウェッジ遅延 (UTグループのみ )
1 つのウィザードで、試験体材料の音速およびウェッジ内の音速の遅延を校
正します。

ウェッジ遅延と PCS（TOFDグループのみ）
1つのウィザードで、ウェッジ内を通過する際の音響伝播の遅延および 1番
目の探触子の入射ポイントから 2番目の探触子の入射ポイントまでの距離を
校正します。

ラテラル波同期 （解析モード）
ラテラル波同期は TOFDで使用し、スキャン軸上のラテラル波信号を直線
化します。

種類 = サイジングを選択している場合には、使用または校正するサイジング機能
の種類を選択する必要があります。 次のような種類を選択できます。

DAC
距離振幅特性曲線（DAC） を選択し、校正します。

TCG
時間補正ゲイン（TCG） サイジングカーブを選択し、校正します。

DGS
距離ゲインサイジング（DGS）カーブを選択し、校正します。
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AWS
AWS（米国溶接協会）規格（D1.1または D1.5）の校正を選択･実行します。 
PAグループを選択している場合は、AWSは、セクタースキャンのセット
アップでのみ使用できます。

適用（PAグループのみ）
ウェッジ遅延と感度校正ウィザードの適用範囲を特定します。 次のような種類を
選択できます。

すべての角度
セクタースキャンのすべての角度に校正を適用します（セクタモードの場合
に使用できます）。

すべての VPA
リニアスキャンのすべての VPAに校正を適用します（リニアモードの場合
に使用できます）。

2 または 3角度
セクタースキャンの角度のうち 2つまたは 3 つを選択し校正を適用します。

2または 3VPA
リニアスキャンの 2つまたは 3 つの VPAを選択して校正を適用します。

校正の消去 (感度校正 )
感度校正をリセットします。 このパラメータは感度校正でのみ使用できます。

校正の消去 (ウェッジ遅延校正 )
ウェッジの遅延における校正をリセットします。 このパラメータはウェッジ遅延
の校正でのみ使用できます。

すべてをリセット
サイジング機能の定義をリセットします（DACまたは TCG）。

8.3 UT設定メニュー

UT設定メニューでは、OmniScanの超音波設定を行います。
メニューの説明
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8.3.1 基本設定サブメニュー
基本設定サブメニューには、主要な超音波パラメータがあります。 これらのパラメー
タは現在のグループに適用されます。

ゲイン
信号のゲイン値を設定します。 ゲイン値は常に画面の上部に表示されます（268
ページの図 8-2参照）。

図 8-2  ゲイン値の表示

開始
UT軸上のデータを収集する前に遅延を設定します。

測定範囲
範囲を設定します。

• 測定値の表示エリアでゲインセクションをタップすると、信号のゲインを直接設
定します。

• UT軸の開始位置をタップすると、開始 パラメータに直接アクセスします。
• UT軸の終了位置をタップすると、測定範囲 パラメータに直接アクセスします。
• 詳細については、31ページの表 2を参照してください。

ウェッジ遅延
PAグループが選択されている場合は、このパラメーターでグループ内のすべて
のフォーカルロウのビーム遅延の値を上げます。 UTグループが選択されている
場合は、このパラメーターでウエッジ遅延を手動で調整してゼロ補正を設定しま
す。

基準ゲイン 調整ゲイン
（279ページの「基準 dB」参照 )

ヒント
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ウェッジ遅延は、音波がウェッジ内を通過する時間の合計です。 例 :
— パルスエコー（P/E）タイムオブフライト（往復）
— ピッチキャッチ（P/C）パルサー側ウェッジのタイムオブフライトとレシー
バー側ウェッジのタイムオブフライトの合計

音速
材料内の超音波音速を設定します。 デフォルト値は、試験体と溶接とセットアッ
プウィザードの材質および波形の種類の選択によって決まりますが、この値は上
書き可能です。

現在選択している材質を確認するには、探触子と試験体ウィザードに進みます。

UTモード
ビューで表示されている超音波データの補正レベルを選択します。 ここでは、深
さ表示、ビーム路程、および未補正を選択できます。

8.3.2 パルサーサブメニュー
パルサーサブメニューでは、パルサーに関するさまざまなパラメータを管理します。

パルサー（OmniScan MX2のみ）
選択中のグループのパルサーを選択します。 使用できるパルサーの数は、探触子
とハードウェアの構成に依存します。 一般の値は、探触子 1個による探傷の場合
は 1、（Yスプリッター使用による）探触子 2個による探傷の場合は 1または 65
です。

Tx/Rxモード (UTグループのみ )
トランスミッタ（送信）モードとレシーバー（受信）モードを選択します。

パルスエコー法
送信および受信に同じ探触子を使うパルスエコー モード

ピッチキャッチ法
送信用に一つの探触子、受信用にもう一つの探触子を使用するピッチキャッ
チ (送信－受信）モード

透過法
試験体の片側からの送信に 1つの探触子、また、反対側での受信にもう 1つ
の探触子を使用する透過法モード
メニューの説明
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周波数
探触子の周波数値を設定します。 このパラメータは、探触子タイプが不明 の場合
のみ使用できます。 PAグループが選択されている場合には、 セットアップウィ
ザードにある探触子とウェッジ選択ステップで、自動検出 = オフを選択する必要
があります。 探触子の種類が判っている場合には、デフォルト設定により選択し
た探触子の周波数を使用します。

電圧（V）
各パルサーに出力電圧を設定します。 すべてのグループに対し同じ電圧が適用さ
れます。

パルス幅 (ns)
パルス幅（PW）の値を選択します。 パルス幅は探触子の周波数に従い自動的に
調整されます。 また、パルス幅を手動で変更することもできます。

取得速度
データ収集速度の値を選択します（データ収集速度）。 データ収集速度値は、直
接スキャン速度（スキャン > 探傷 > スキャン = 時間）または最大スキャン速度
（スキャン > 探傷 > スキャン = エンコーダー）パラメータにリンクしています。 
最大スキャン速度は、スキャンパラメータをエンコーダーに設定している場合に
現れます。 最大スキャン速度は、エンコーダーの最大速度を表しています。 最大
スキャン速度パラメータの値は、エンコーダーの実際の速度よりも高く設定する
ことができますが、 エンコーダーの速度は、最大スキャン速度より高く設定する
ことはできません。 エンコーダーの速度が、最大スキャン速度を超えると、デー
タ喪失の原因となってしまう可能性があるからです。 エンコーダーのデータ収集
速度機能には、節電モードが付いているため、エンコーダーが作動していない場
合、データ収集速度速度は低くなります。 そのため、ここでは目標値を入力しま
す。 ソフトウェアは、この値を目標値として使用します。 または、次のプリセッ
トから 1つ選択することができます。

自動最大値
データ取集速度 の最大値を適用します。

最適化
現在の設定における推奨値を計算します（デフォルト値）。 手動で値を入力
することもできます。

データ収集速度と PRFの詳細については、271ページの「データ収集速度と
PRF」、271ページの「マルチグループ構成におけるデータ収集速度と PRFにつ
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いて （OmniScan MX2のみ）」、272ページの「データ収集速度および PRFイン
ジケーター」、および 273ページの「PRF値を最大化」を参照してください。

データ収集速度と PRF

パルス繰り返し周波数（PRF）はパルスが送信されるときの周波数であり、データ
収集速度はすべてのパルスが送信されるときの周波数です。 これらの値は、パルスの
送信間隔に反比例します。 データ収集速度は T合計の反比例であり、PRFは Tビーム
の反比例です。これらの値は次の計算で表します（271ページの図 8-3を参照）。

データ収集速度 = 1/T合計

PRF = 1/Tビーム

図 8-3  データ収集速度と PRFの計算における間隔（PAの場合）

マルチグループ構成におけるデータ収集速度と PRFについて
（OmniScan MX2のみ）

マルチグループ構成の場合、データ収集速度はすべてのグループのパルスを含んで
います。 272ページの図 8-4に示すように、マルチグループ構成のデータ収集速度は
次のように計算されます。

データ収集速度 = 1/(Tグループ 1 + Tグループ 2 + ... + Tグループ n）

PRFビーム = 1/Tビーム

Tビーム

T合計
メニューの説明
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図 8-4  マルチグループ構成におけるデータ収集速度の間隔

データ収集速度および PRFインジケーター

測定値内のデータ収集速度インジケーターには、データ収集速度が周波数 [Hz] また
は速度 [距離 /秒 ] と PRF値が括弧内に表示されます（272ページの図 8-5を参照）。 
インジケータの構文は次のとおりです。

データ収集速度 : X (Y)

この数字は次の内容からなります：

X = データ収集速度。単位はmm/秒またはインチ /秒、あるいは周波数単位 
(Hz)。

Y = パルス繰り返し周波数 (PRF)。単位は Hz。

図 8-5  測定値フィールドにおけるデータ収集速度インジケーター

例：スキャンに 31ビーム (フォーカルロウ )ある場合には、データ収集速度 インジ
ケータは次のようになります。

— データ収集速度：1 1秒あたり 31ビームのスキャンが 1回行われます。
— データ収集速度：60 1秒あたり 31ビームのスキャンが 60回行われます。

この検査速度は、次のように計算されます。

V = PRF × スキャン分解能

スキャン分解能は、 > 領域 > スキャン分解能で設定することができます。

Tグループ1

...
Tグループ2 Tグループ n
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データ収集インジケーターの文字は、273ページの表 20のように 3色で表示されま
す。 PRFの警告またはエラーを防止する方法については、273ページの「PRF値を最
大化」を参照してください。

PRF値を最大化

PRF値を最大にするためのパラメーター条件を次に示します。 これらのパラメー
ターはさまざまな方法で組み合わせることができますが、その組み合わせによって
はさまざまな要因により、PRF値を最大化できない場合があります。

• 単一グループまたは複数のグループのビーム数を減少する（フォーカルロウメ
ニューまたはフォーカルロウウィザード）。

• UT設定 > 基本設定で、範囲値を減少する
• UT設定 > 詳細設定で、ポイント数を減少する
• UT設定 > レシーバーで、平均化の値を減少する
• すべてのA-スキャンとC-スキャンを選択する代わりに、ファイル > データ設定 > 
データ選択 = C-スキャンのみを選択して PRF値を下げないようにする、（また
PRF値を最大にする）
すべての A-スキャンを保存する場合、PRFの最大値は 6,000。

• グループ数を減少する（グループ /探触子と試験体 > グループ管理 > 最後のグ
ループを削除）
PRF最大値は、表示･非表示に関わらず、アクティブなグループの数で割った値
になります。

• 最大スキャン速度を上げるためには、スキャン分解能（スキャン > 領域 > スキャ
ン分解能）を増加することもできます。

表 20  データ収集インジケーター

表示色 意味

緑色 正常な状態

黄色 警告状態
画面に表示できない信号があります。

赤色 エラー
データ喪失とアラームエラーがあります。
メニューの説明
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PRFの異常状態を回避する

データ収集速度値に影響する多くの機能が有効になっていると、OmniScanで必要
な値が生成できない場合があります。 そのような場合には、データ収集速度インジ
ケーターは黄色（警告状態）または赤色（エラー状態）に変わります（詳細は 273
ページの表 20を参照）。

データ収集速度の警告状態やエラーを避けるために、次の指示について考慮する必
要があります。

• UT設定 > パルサー > PRFパラメータの値を減少する
• 表示 > オーバーレイ > A-スキャン = 包絡線を選択しない
• B-スキャンのあるレイアウト（表示 > 選択 > レイアウト）を使用しない。
• UT設定 > 基本設定 > 開始位置および範囲パラメーターで、超音波の範囲を縮小
する

• UT設定 > パルサー > パルス幅パラメーターの値を減少する
• ゲート /アラーム > アナログ > ステイタス = オフ
で、アナログ出力を非選択にします。変数を減算（例： ゲート /アラーム > 厚
さ > データソース = A^ - I^）することにより、計算された厚さ値（ゲート /ア
ラーム > アナログ > データ = 厚さ）のアナログ出力は、PRF値に大きな影響を
与えます。

• UT設定 > 詳細設定 > ポイント数パラメータの値を減少する
A-スキャンのポイント数を減らすと PRF値の最大化に役立ちます。

• それでも、PRFの異常な状態が続く場合には、ファイル > セットアップ > 新規作
成を選択し、新しいセットアップを作成した後、新たに編集し直します。

8.3.3 レシーバーサブメニュー
レシーバーサブメニューでは、A-スキャンの波形を設定し、使用可能な各種フィル
ターを設定できます。

レシーバー（OmniScan MX2のみ）
任意のチャンネルで選択したレシーバーを表示するリードオンリーパラメーター

— UTコネクターを使用する場合には、レシーバーはパルスエコー（PE）モー
ドで P1、ピッチキャッチ（PC）モードで R1になります。 これらのパラメー
ターは変更ができません。
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— ただし、PAコネクターで UTグループを選択する場合には、コネクター要素
をレシーバーの 1つとして選択することができます。 この機能を使用するた
めには、PAコネクターにアダプターを接続し、ピッチキャッチ構成（UT
設定 > パルサー > TX/RXモード = PC、TT、TOFD）を選択する必要があり
ます。

フィルター
適切なフィルター値を選択します。

波形表示
波形表示モードを選択します。

RF （無線周波数 )
波形表示なし（275ページの図 8-6参照）。 250 %モードがオフになっている
場合にのみ使用可能（353ページの「250%モードカテゴリー」を参照）。

図 8-6  RFモード

半波 +（半波 /正 )
正の値のみが波形表示されます（275ページの図 8-7を参照）。

図 8-7  半波 +波形表示
メニューの説明
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半波 - （半波 /負 )
負の値のみが波形表示されます（276ページの図 8-8を参照）。

図 8-8  半波 – 波形表示

全波
波形表示値はすべて絶対値に変更されます（276ページの図 8-9を参照）。

図 8-9  全波波形表示

ビデオフィルター
このパラメーターを有効にすると、ビデオスムージングフィルタが有効になりま
す。 このオプションは、探触子の周波数と整流モードに従って設定されます。 ビ
デオフィルターは RFモードの場合を除いては常に使用することができます。

平均化
電流中のグループの平均値（1、2、4、8、16、32または 64）を選択します。 平
均値は PRF値を平均値で割った値にします。 例えば、1から 4に平均値を変更す
ると、元の PRF値 1 kHzが 250 Hzまで低下します。 ハードウェアが、1kHzで
パルスを発信しても各 4パルスからの反射波信号は平均化され、固有の信号を生
成することになります。 平均化は、エコー信号のノイズの低下に役立ちます。 平
均値 1は、平均化の処理がないことを示しています。
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リジェクション
指定した値より低い信号振幅は、0%になります。 デフォルト値は 0です。 通常、
UTグループのみで使用します。 PAグループで使用すると、PRFが大幅に低下
する場合があります。

8.3.4 ビームサブメニュー
ビーム サブメニューには、ビームに関連するパラメーターがあります。

スキャン軸補正値
スキャン軸補正値は、試験体上にマークされた 0 位置と、探触子の中心、スキャ
ン軸上の実際の開始位置までの差異を設定します（277ページの図 8-10を参
照）。

図 8-10  スキャン軸補正値

インデックス軸補正値
ビームインデックス補正値（ 278ページの図 8-11を参照）では、試験体上に
マークされた 0位置とウェッジにマークした試験体のビーム入射ポイント間の差
異を設定します。 ビームインデックス軸補正値は、探触子がスキュー角 90 度位
置にある場合は、負の値、また、探触子がスキュー角度 270 度位置にある場合
は、正の値になります。
メニューの説明
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図 8-11  溶接部検査におけるビームインデックス軸補正値

屈折角
材料内の超音波ビームの角度。 PAグループの情報のみを表示します。 ウエッジ
が選択されていない場合は、UTモードで手動でも調整することができます。

スキュー
スキャン軸に関連する超音波ビームの配置。 通常、スキュー 90 およびスキュー
270は、両面、2 個の探触子を使用した探傷に使用します。

ビーム遅延（PAグループのみ）
選択したフォーカルロウにウエッジ遅延を設定します。 すべてのビームのビーム
遅延を計算するには、ウエッジ遅延校正ウィザードの使用をお勧めします。 現在
のフォーカルロウのビーム遅延を微調整しなければならない場合のみ、このパラ
メーターを使用します。

ゲイン補正値（PAグループのみ）
現在のフォーカルロウに適用しているゲイン補正値を読込みます。 通常、補正値
は、感度設定ウィザードで作成されますが、必要に応じて、手動で調整すること
もできます。

ビームインデックス軸補正

溶接部中央線

探触子
インデックス軸
補正値

X値
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8.3.5 詳細設定サブメニュー
詳細設定サブメニューでは基準信号を設定することができます。

基準振幅
基準振幅の A-スキャンにおけるフルスクリーンの高さを指定します。 値は、A-
スキャンのフルスクリーンの高さの割合で表示されます。 デフォルトでは 80.0%
です。 この値は、UT設定 > 詳細設定 > XX.X%に設定パラメーターで変更できま
す。 例えば、基準振幅 = 75 %を設定すると、もう 1つのパラメーターは、75.0%
に設定になります。

XX.X%に設定
ゲート A の信号のピーク振幅が、基準振幅パラメーターで指定した FSH （フル
スクリーン高さ） の値（XX.X %） になるように選択中のグループのゲイン（感
度）を調整します。 このパラメーターはゲイン値のフィールドをタップまたは
ホールド（または右クリック）してアクセスすることもできます。

基準 dB
この機能をオンにすると、現在のゲインを基準ゲインとしてフリーズし、ゲイン
値フィールドのゲイン値（最初は 0.0） を調整します（279ページの図 8-12を参
照）。 フェーズドアレイモードで全フォーカルロウに適用するゲインは、基準ゲ
インの合計と調整ゲインを加算したものです。 基準 dB設定パラメーターは、基
準ゲインの確立と調整ゲインの追加、減算が必要な検査に有効です。

図 8-12  基準値が有効な状態のゲイン値フィールド

この機能がオフの場合は、基準設定を削除し、ゲイン値フィールドから調整ゲイ
ンを取り除きます。

ポイント数
A-スキャン波形を構成するポイント数の保存設定を行います。 このパラメー
ターは自動モードに設定することもできます（自動 )。 パラメーターは 320から
640までのポイント数を保持するために、検査範囲に従ってポイント数と圧縮係
数を自動調整します。 測定範囲は、UT設定 > 基本設定 > 測定範囲で指定します。

基準ゲイン 調整ゲイン

ゲイン
メニューの説明
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A-スキャンのポイント数と圧縮係数は直接、ファイルサイズに関係しています。

圧縮係数
現在のグループの圧縮係数を表示します。 圧縮係数 10は、データ収集装置が 10ポ
イント毎に最も意味のあると想定されるポイントを再生成していることを意味し
ます。 圧縮係数は、直接A-スキャンの範囲およびポイント数に関係しています。

圧縮は、TOFDチャンネルでは使用できないため、自動的に 1に設定されます。

合計ゲイン
フォーカルロウの振動素子数を元にグループウィザードで自動計算されたすべて
のチャンネルの合計にゲインを設定します。 通常は、調整する必要はありませ
ん。 PAグループ、または OmniScan MX2 PAコネクターを使用した場合は UT
グループで使用することができます。

手動で合計ゲインを変更する場合、デバイスの増幅直線性が失われます。 したがっ
て、このパラメーターはアドバンスドユーザーの使用のみに限られます。

減衰
20dB信号減衰機能のオンまたはオフ。 UTコネクターによる UTグループが第一
世代の PAモジュールで選択されている場合にのみ使用できます。

8.4 測定メニュー

測定メニューには、測定ツールおよび統計パラメーターがあります。

8.4.1 カーソルサブメニュー
カーソルサブメニューには、カーソルの選択および位置決めのためのパラメーター
があります。 カーソルは、軸に対して移動可能な基準線のことを指します。 基準カー
ソル（赤色の線）および測定カーソル（緑色の線 )は、ビューで直接、または、

参考

参考
第 8章

 
280



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
カーソルカテゴリー測定値フィールドを使用して、正しい測定を可能にします (
カーソルカテゴリー測定値の一覧については、291ページの「カーソルカテゴリー測
定値」を参照してください )。 タイトルバーのショートカットメニューからカーソル
を選択して、カーソルを表示します。

カテゴリー
カーソルの位置を移動したい現在のレイアウトのビューを選択します。 表示され
るビュー（A-スキャン、B-スキャン、C-スキャン、D-スキャン、端面図、S-ス
キャン、またはデータ）は、表示 > 選択 > レイアウトにおける選択に基づきま
す。 カテゴリーの右側に表示されるパラメーターは、選択しているビューにのみ
適用されます。

移動モード
基準カーソルおよび測定カーソルを個別に移動させるか（単一）または同時に移
動させるか（両方）を設定します。 このパラメーターは、測定 > カーソルサブメ
ニューのパラメーターおよびカーソルパラメータのポップアップボタンに影響し
ます。

[デルタ ] <軸 >（<カーソル >）
カーソルパラメーターによって、軸上で 1つのカーソルまたは両方のカーソルを
移動することができます。 選択されたビューによって、使用できるカーソルパラ
メータは変ります。 [デルタ ]は、カーソル > 移動モード = 両方を選択している
場合のみ使用できます。
カーソルパラメーターは、[デルタ ] <軸 >（<カーソル >）と表示されます。こ
の表示規則は次のとおりです。

[デルタ ]は、<カーソル > = （r&m）の場合にのみ使用する任意の接頭コードで
す。これは、パラメーターが 2種類のカーソルの間の距離を制御しているこ
とを意味します。

<軸 >は次のように表します。
%: 振幅軸

U: UT軸

S: スキャン軸

I: インデックス軸

角度 : 角度

VPA: 開口幅（バーチャルプローブアパーチャー）
メニューの説明
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<カーソル >は次のように表します。
r: 基準カーソル

m: 測定カーソル

r&m: 基準カーソルおよび測定カーソル

例えば、U(r)パラメーターにより、UT軸上に基準カーソルを配置することがで
きます。

スキャン
スキャン軸上にデータカーソルの位置を設定します。 測定 > カーソル > カテゴ
リー = データを選択している場合に使用できます。

VPAまたは角度
データカーソルの現在の角度を設定します。 測定 > カーソル > カテゴリー = デー
タで使用できます。

インデックス
インデックス軸上にデータカーソルの位置を設定します。 スキャン > 探傷 > 種
類 = ラスタースキャンの場合に測定 > カーソル > カテゴリー = データで、使用で
きます。

8.4.2 測定値サブメニュー
測定値サブメニューには、画面上部にに表示したい 4つの値を選択するためのパラ
メーターがあります（282ページの図 8-13を参照）。

図 8-13  画面上部の 4つの値

測定モード
検査用途に最も有用な測定値を簡単に選択することができるダイアログボックス
を開きます（283ページの図 8-14を参照）。 ダイアログボックスには、左側に測
定値モードのリスト、右側に測定値モードに関連付けられた 8つの定義済み測定
値のリストが表示されます。 測定モードを選択した後、選択を押し、画面の上部
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に表示する 8種類の測定値を表示します（282ページの図 8-13を参照）。 測定
モードを選択するには、測定値フィールドエリアをタップしたまま押さえ、測定
値リストのショートカットメニューから測定値リストの選択を選択することもで
きます。
画面の上部には一度に 4つの測定値しか表示できないため、8つの測定値は、リ
スト 1/2およびリスト 1/2 というラベルの 2組に分けられます。

表示する測定値リストを選択するには

 測定 > 測定値 > 表示測定値 = リスト 1/2またはリスト 2/2を選択します。
または
測定値の上をタップまたはクリックします。
8種類の測定値すべてが、レポートに表示され、セットアップファイルとともに
保存されます。 
測定値 nパラメーターで、8種類の測定値リストをカスタマイズする場合には、
カスタム値が表示されます。

図 8-14  定義済み測定値の測定値モードの選択ダイアログボックス

測定モードリスト 関連付けられた8種類
の定義済み測定値
メニューの説明
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表示測定値
画面の上部に表示したい 4つの測定値のリスト（リスト 1/2あるいはリスト 2/2）
を選択します。 右の測定値 nパラメーターは選択中のリストに適用されます。

測定値 1、2、3または 4
1つの測定値フィールドを選択し、変更します。 測定値 nボタンを選択すると、
284ページの図 8-15のような測定値選択ダイアログボックスが表示されます。 ダ
イアログボックスにある左側のリストから、目的の測定値カテゴリーを選択して
から、ダイアログボックスの右側にあるリストから、目的の測定値を選択しま
す。

特定の測定値フィールドを変更したい場合は、測定値ショートカットメニューで測
定値選択をタップしたまま押さえると変更することができます。

図 8-15  測定値フィールドの選択ダイアログボックス

ヒント

測定値フィールドの
カテゴリー

関連する測定値
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測定値コードの周囲の縁取りの色は、その測定値フィールドが、縁取りの色に対応
するゲート、カーソルまたは色に関する超音波単位からの情報であることを意味し
ています。 縁取りの色に関する詳細は、84ページの「測定値フィールドの色」を参
照してください。

各カテゴリーにおいて使用できる測定値の説明については、次の項を参照してくだ
さい。

8.4.2.1 一般的な測定値コード

異常が起きて測定値が表示されない場合、次のような測定値の汎用コードが表示さ
れます。

ND（データなし）
信号が検出できません。 このコードは、ゲートを交差する信号がない場合に表示
されます。

- - -
データが収集できません。 このコードは、検査中、スキャン領域の一部に漏れが
ある場合に表示されます。

NS（同期なし）
同期なし。 このコードは、ゲート A またはゲート Bの位置が、ゲート Iの位置と
同期しているものの、ゲート I を交差する信号がないため、同期が確定していな
い場合に現れます。

8.4.2.2 ゲートカテゴリー測定値

次に、ゲートカテゴリー測定値コードのリストとその内容について説明します。

A%
ゲート Aで検出される信号のピーク振幅（286ページの図 8-16を参照）。

参考

参考
メニューの説明
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B%
ゲート Bで検出される信号のピーク振幅。

I%
ゲート Iで検出される信号のピーク振幅。

AdBA
ゲート Aで検出される信号の振幅（dB）からゲートレベルを減算した値。

286ページの図 8-16の例では、49.9% FSH（フルスクリーン高さ）で、ピーク信
号をクロスするゲート Aの振幅値を示しています。 この値は、左の A%測定値
フィールドに表示されています。 ゲート FSHは、25%に設定されています。 2つ
の FSH値の比率は半分です。 つまり、6dBが AdBA測定値フィールドに表示さ
れます。

BdBB
ゲート Bで検出される信号の振幅（dB）からゲートレベルを減算した値
（AdBAを参照）。

図 8-16  AdBA測定値の例
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AdBr
ゲート Aで検出された現在の信号振幅（ページでは右 287ページの図 8-17）と
基準信号振幅（ページでは左 287ページの図 8-17）の差異（dB）。 UT設定 > 詳
細設定 > 基準 = オンに移動してから、XX.X%設定をクリックし、基準を設定し
ます。

図 8-17  AdBr測定値の例

287ページの図 8-17（左）では、基準信号は 100% FSHです。 基準信号の値は、
A%測定値フィールドに示されます。 現在の信号の A%測定値フィールド（右）
は 49.6です。 信号損失が約半分だということは、6dB の減少を意味し、AdBr測
定値フィールド内の値 –6.1によって示されます（右）。

BdBr
ゲート Bで検出された現在の信号振幅（dB）と基準信号振幅の差異 （AdBrを
参照）。 UT設定 > 詳細設定 > 基準 = オンに移動してから、XX.X%設定をクリッ
クし、基準を設定します。

A^
ゲート Aの信号ピーク値の位置（288ページの図 8-18を参照）。 測定値は、選択
しているゲートモードにより異なります（319ページの「ゲートサブメニュー」
を参照）。
メニューの説明
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図 8-18  A%、A^、および A/の測定値の例

B^
ゲート B の信号ピーク値の位置 。 測定値は、選択しているゲートモードにより
異なります（319ページの「ゲートサブメニュー」を参照）。

I/1
ゲート Iをクロスするときの信号の位置 測定値は、選択しているゲートモード
により異なります（319ページの「ゲートサブメニュー」を参照）。

A%r
ゲート Bで検出された現在の信号振幅（%）と基準信号振幅の差異。

B%r
ゲート Bで検出された現在の信号振幅（%）と基準信号振幅の差異。

8.4.2.3 座標カテゴリー測定値

次に、座標カテゴリー測定値コードとその内容について説明します。
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RA^
ビームの入射点とゲート Aで検出される欠陥指示間の試験体表面における水平
距離（290ページの図 8-20を参照）。

RB^
ビームの入射点とゲート Bで検出される欠陥指示間の試験体表面における水平
距離（RA^を参照）。

PA^
ウエッジ（または探触子）前面とゲート A で検出される欠陥指示間の試験体表
面における水平距離（290ページの図 8-20を参照）。

PB^
ウエッジ（あるいは探触子）前面とゲート B で検出される欠陥指示間の試験体
表面における水平距離（PA^を参照）。

DA^
ゲート Aで検出された欠陥指示（反射源）の試験体内の深さ（290ページの
図 8-20を参照）。

DB^
ゲート Bで検出された欠陥指示（反射源）の試験体内の深さ（DA^を参照）。

SA^
試験体への入射点からゲート Aで検出される欠陥指示までのビーム路程（289
ページの図 8-19を参照）。

図 8-19  LAと SA測定値の図解

スキップ 0

溶接部

スキップ 1 スキップ 1 スキップ 0
メニューの説明
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SB^
試験体への入射点からゲート Bで検出される欠陥指示までのビーム路程（SA^
を参照）。

VsA^
スキャン軸に関してゲート Aで検出される欠陥指示の試験体上面から見た位置
（290ページの図 8-20を参照）。

VsB^
スキャン軸に関して、ゲート Bで検出される欠陥指示の試験体上面から見た位
置（VsA^を参照）。

ViA^
インデックス軸についてゲート A で検出される欠陥指示の試験体上面から見た
位置（290ページの図 8-20を参照）。

ViB^
インデックス軸についてゲート Bで検出される欠陥指示の試験体上面から見た
位置。

図 8-20  RA、PA、DA、ViA、VsA測定値の図解

基準ポイント0, 0インデックス軸

ス
キ
ャ
ン
軸
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LA^
超音波ビームの入射点からゲート Aで検出される欠陥指示（反射源） までのス
キップ数。 289ページの図 8-19では、反射源は 1ステップの後に表示されている
ため、LA^の値は 1です。

LB^
超音波ビームの入射点からゲート Bで検出される欠陥指示（反射源）までのス
キップ数（LA^を参照）。

表示 > オーバーレイ > 欠陥指示 =レグがチェックされている場合、ビューに指定し
た厚さ値に対して、周期的に点線が表示されます。

8.4.2.4 カーソルカテゴリー測定値

次に、カーソルカテゴリー測定値コードとその内容について説明します。

%(r)
基準カーソル位置にある振幅値（292ページの図 8-21を参照）。

%(m)
測定カーソル位置にある振幅値（292ページの図 8-21を参照）。

%(m-r)
基準カーソルの振幅を測定カーソルの振幅から減算することにより得られる振幅
値（292ページの図 8-21を参照）。

参考
メニューの説明
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図 8-21  %(r)、%(m)、および%(m-r) 測定値の例

U(r)
UT軸（時間軸）上の基準カーソルの位置（293ページの図 8-22を参照）。

U(m)
UT軸（時間軸）上の測定カーソルの位置（293ページの図 8-22を参照）。

U(m-r)
基準カーソルの位置を測定カーソルの位置から減算することにより得られる UT
軸（時間軸）上の距離（293ページの図 8-22を参照）。
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図 8-22  U(r)、U(m)、および U(m-r)測定値の例

P(r)
基準カーソルと探触子前面間の水平距離。

P(m)
測定カーソルと探触子前面間の水平距離。

P(m-r)
基準カーソルの位置を測定カーソルの位置から減算することによって得られる探
触子の位置。

S(r)
スキャン軸上の基準カーソルの位置。

S(m)
スキャン軸上の測定カーソルの位置。

S(m-r)
測定カーソルの位置から基準カーソルの位置を減算することにより得られるス
キャン軸上の距離。

I(r)
インデックス軸上の基準カーソルの位置。
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I(m)
インデックス軸上の測定カーソルの位置。

I(m-r)
基準カーソルの位置を測定カーソルの位置から減算することにより得られるイン
デックス軸上の距離。

I•U(m-r)
測定カーソルと基準カーソルの交差により形成される長方形の対角線の距離。

%(U(m))
UT軸（時間軸）上の測定カーソルの位置における信号振幅 。 この値は、解析
モードでは計算されません（U(m)を参照）。

%(U(r))
UT軸上の基準カーソルの位置における信号振幅。 この値は解析モードでは計算
されません (294ページの図 8-23を参照 )。

図 8-23  %U(r)測定値の例

TOFD(r)
基準カーソルの UT軸上の試験体内の深さ（校正された TOFDグループのみ）。

 

第 8章

 
294



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
TOFD(m)
測定カーソルの UT軸上の試験体内の深さ（校正された TOFDグループのみ）。

TOFD(m-r)
基準カーソルの深さを測定カーソルから減算することにより得られる UT軸上の
試験体内の深さ（校正された TOFDグループのみ）。

D(r)
基準カーソルの UT軸上の試験体内の深さ。

D(m)
測定カーソルの UT軸上の試験体内の深さ。

D(m-r)
基準カーソルの深さを測定カーソルから減算することにより得られる UT軸（時
間軸）上の深さ。

S(m-r)CSC
試験体の曲率と欠陥の深さを補正した、基準カーソルと測定カーソルの間のス
キャン距離。

TOF:U(r)
ウェッジ内のビーム遅延を除いた、基準カーソルのマイクロ秒単位の位置
（Halfpath）。

TOF:U(m)
ウェッジ内のビーム遅延を除いた、測定カーソルのマイクロ秒単位の位置
（Halfpath）。

TOF:U(m-r)
ウェッジ内のビーム遅延を除いた、測定カーソルと基準カーソルの間のマイクロ
秒単位の差異（Halfpath）。

8.4.2.5 サイジングカテゴリー測定値

次に、サイジングカテゴリー測定値コードとその内容について説明します（296ペー
ジの図 8-24を参照）。

A%カーブ
ゲート Aで検出された信号のピーク振幅と選択中のサイジングカーブとの振幅
の差異（%）。
メニューの説明
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図 8-24  サイジングカテゴリーの測定値の説明図

AdBカーブ
ゲート Aで検出された信号のピーク振幅と、選択中のサイジングカーブとの振
幅の差異（dB）。

最大 A%カーブ
前回選択したカーブの変更または前回のデータリセットにともなう、ゲート A
で検出された信号のピーク振幅と選択中のサイジングカーブとの振幅の最大差異
（%）。

最大 AdBカーブ
前回選択したカーブの変更または前回のデータリセットにともなう、ゲート A
で検出された信号のピーク振幅と選択中のサイジングカーブとの振幅の最大差異
（dB）。

B%カーブ
ゲート B で検出された信号のピーク振幅と、選択中のサイジングカーブとの振
幅の差異（%）。

BdBカーブ
ゲート B で検出された信号のピーク振幅と、選択中のサイジングカーブとの振
幅の差異（dB）。

サイジングカーブ

サイジングカテゴリー
測定値の寸法

（%または dB）。

ゲート

A- スキャン信号
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プレイキー（ ）を押すと、最大 A%カーブ測定値、最大 AdBカーブ測定値、最
大 B%カーブ測定値および最大 BdBカーブ測定値のピーク値のメモリーをリセット
することができます。

最大 B%カーブ
前回選択したカーブの変更または前回のデータリセットにともなう、ゲート B
で検出された信号のピーク振幅と選択中のサイジングカーブとの振幅の最大差異
（%）。

最大 BdBカーブ
前回選択したカーブの変更または前回のデータリセットにともなう、ゲート B
で検出された信号のピーク振幅と選択中のサイジングカーブとの振幅の最大差異
（dB）。

ERS
DGSで使用される同等の反射源の寸法（mm）。

h/l比
基準カーソルと測定カーソルで測定された、欠陥の深さと欠陥の長さのアスペク
ト比。

h/t比
基準カーソルと測定カーソルで測定された欠陥の深さと定義されている試験体の
厚さのアスペクト比。

8.4.2.6 規格カテゴリー測定値

次に、 規格カテゴリー測定値コードのリストとその内容について説明します。

AWS A
AWS（米国溶接協会）規格による、ゲート Aの信号における信号振幅を基準振
幅に設定するために必要なゲイン。

AWS B
AWS規格によるゲート Aの信号のゼロ基準欠陥指示レベル。

ヒント
メニューの説明

 
297



DMTA-20072-01JA [Q1000018]、Rev. C、 2022年 9月
AWS C
AWS規格におけるゲート Aの信号の減衰係数。

AWS D
AWS規格におけるゲート Aの信号の欠陥信号の評価

AWS CL
AWS規格に基づいたゲート Aの信号の非連続性の重大度。

8.4.2.7 包絡線カテゴリーの測定値

次に、包絡線カテゴリー測定値コードとその内容について説明します。

E%
ゲート A にある包絡線のピーク振幅。 
表示 > オーバーレイ > A-スキャンを選択した後、包絡線を選択して、包絡線を
設定します。

包絡線をリセットするには、A-スキャンビューをタップしたまま押さえてから、
ショートカットメニューで包絡線消去をタップします。

E^
ゲート Aの包絡線ピーク値の位置（299ページの図 8-25を参照）。 ゲート /ア
ラーム > ゲート > パラメータ = モードおよび測定 = ピークの場合にこのコードが
表示されます。

E/
ゲート Aの包絡線エッジ値の位置。 このコードは、ゲート /アラーム > ゲート > 
パラメータ = モードおよび測定 = エッジの場合に現れます。

E–3dB
ゲート Aで検出される信号の -3dBにある信号包絡線の幅。

E–6dB
ゲート Aで検出される信号の -6dBにある信号包絡線の幅（299ページの図 8-25
を参照）。

ヒント
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図 8-25  E%、E^、および E-6dB測定値の例

E–12dB
ゲート Aで検出される信号の -12dBにある信号包絡線の幅。

E–20dB
ゲート Aで検出される信号の -20dBにある信号包絡線の幅。

8.4.2.8 腐食および複合材カテゴリーの測定値

次に、腐食および複合材カテゴリーの測定値コードとその内容について説明します。

C-スキャンにおけるゲート内での UT 軸（時間軸） と振幅の測定は、デジタル化サン
プリングレート 100MHzで行われます。

 

参考
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T
Tは、肉厚を測定するダイナミック測定値です。 厚さは、1つのゲートで測定、
または、2つのゲート値を減算することによって測定することができます（301
ページの図 8-26を参照）。

厚さを計算するには、ゲート /アラーム > 厚さ > データソースを選択します。 測
定値は、T (A^)、T (B/)、または T(B^-A/)などと表示されます (328ページの
「厚さサブメニュー」を参照）。 厚さ値（T）は、常にミリメートル表示で測定さ
れます。

ML
材料減肉（%）とは、試験体の厚さ（グループ /探触子と試験体 > 試験体 > 厚さ
で設定）  から、T 測定値フィールドの値を減算して、試験体の厚さで割り、パー
セント表示にした値です。 301ページの図 8-26の例では、Evidentという言葉の
各文字が彫られた平板の探傷結果を示しています。初めの文字から段々と欠陥の
深さが大きくなっていることがわかります。

Tmin
Tminは、現在取得中のデータにおける厚さの最小値（最小肉厚）を表示しま
す。

Tminおよびそれに関連する測定値 [S(Tmin)、I(Tmin)、および角度 (Tmin)] 
は、通常、腐食マッピングおよび複合材の探傷に使用します。この測定値は現在
データ収集中に記録された最小厚さをモニタリングすること、更新することを目
的としています。 Tmin測定値は、ゲートアラーム > 厚さ = データソース、最小
値および最大値 で定義されている厚さ範囲内で表示されます。Tmin測定値は、
新しいデータ取得を開始するとリセットされます。

S(Tmin)
S(Tmin) は、Tmin測定値のスキャン軸の位置を表示します。

I(Tmin)
I(Tmin)は、Tmin測定値のインデックス軸の位置を表示します。

角度（Tmin）
角度（Tmin）は、Tmin測定値のフォーカルロウまたはバーチャルアパー
チャー（VPA）を表示します。

TminZ
TminZは、厚さ C-スキャンの基準カーソルと測定カーソルに囲まれたボックス
内で記録された厚さの最小値（最小肉厚）を表示します。
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TminZとそれに関連する測定値 [S(TminZ)、I(TminZ)、および角度 (TminZ)] 
は、通常、腐食マッピングと複合材の探傷に使用します。これは、厚さ C-ス
キャンにおける基準カーソルおよび測定カーソルに囲まれた長方形の領域内の厚
さの最小値を表示します。 TminZ測定値は、ゲート /アラーム > 厚さ = データ
ソース、最小値および最大値で定義された厚さ範囲内の測定値のみを表示しま
す。

S(TminZ)
S(TminZ)は、 TminZ測定値のスキャン軸の位置を表示します。

I(TminZ)
I(TminZ)は、 TminZ測定値のスキャン軸の位置を表示します。

角度 (TminZ)
角度 (TminZ)は、TminZ測定値のフォーカルロウまたはバーチャルアパー
チャー（VPA）を表示します。

図 8-26  腐食検査結果の例（測定値 TとML）
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8.4.2.9 水浸カテゴリーの測定値

次に、水浸カテゴリーの測定値コードとその内容について説明します。

I/1
ゲート Iをクロスするときの信号の位置

I(w)/1
水の音速でゲート Iをクロスするときの信号の位置

8.4.2.10 UT設定カテゴリー測定値

圧縮
圧縮係数。デジタイジング周波数に関する信号圧縮のことです。

8.4.3 指示テーブルサブメニュー
指示テーブルサブメニューには、欠陥指示テーブルを設定するために必要なパラ
メーターがあります。 欠陥指示テーブル（303ページの図 8-27を参照）では、探傷
中に検出され、記録された各反射源に関連する詳しい情報を提供しています。
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図 8-27  欠陥指示テーブルの例

選択
テーブルの特定の欠陥指示を選択します。 選択した欠陥指示に関連するデータを
表示します。 レイトレーシングビューでは、選択したエントリーのポイントは赤
色に変わります。

追加
現在のデータを欠陥指示の一つとして、欠陥指示テーブルに追加します。

削除
欠陥指示テーブルで選択した欠陥指示を削除します。

コメント
現在選択中の欠陥指示にコメントを追加・編集します。

測定値ゾーンをタップしてしばらくそのまま待つと、欠陥指示テーブル管理のため
によく使用されるオプションにアクセスできます。

ヒント
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8.5 表示メニュー

表示メニューには、A-スキャンに関するパラメーター（A-スキャン設定サブメ
ニュー）とビュー内のグラフ要素（オーバーレイサブメニュー）が含まれています。

8.5.1 A-スキャン設定サブメニュー 

A-スキャン設定サブメニューには、データをより鮮明に表示するための A-スキャ
ンビュー用のオプションが含まれています。

グラフ外観
A-スキャンビュー上の信号の外観を選択します。

空洞
A-スキャン信号の下の領域は色づけされません。

塗りつぶし
A-スキャン信号の内側の領域が、A-スキャン信号の表示色で塗りつぶされ
ます。

空洞 2色
A-スキャン信号の下の領域は色づけされません。 ゲート Aをクロスする
A-スキャン信号が赤で示されます。

塗りつぶし 2色
A-スキャン信号の下の領域が、A-スキャン信号の表示色で塗りつぶされま
す。 ゲート Aをクロスする A-スキャン信号とその内側の領域が赤色で塗り
つぶされます。

データソース
A-スキャンビューに表示したい A-スキャンタイプまたは複数の A-スキャン
(元データ )の組み合わせを選択します。 PRF値が、表示更新速度を上回る場合、
収集された A-スキャンをすべて表示できない場合があります。 このため、重要
な信号を見逃す可能性があります。 A-スキャンの表示方法については、次のよう
な選択肢があります。
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標準
PAグループが選択されている場合、現在のフォーカルロウの A-スキャンを
表示します。 UTグループが選択されている場合、表示更新速度よりも低い
PRF値ですべての A-スキャンを表示し、その他の場合、A-スキャンのサン
プルを表示します。

最大信号 (%)
ゲート Aで最大信号を示すフォーカルロウの A-スキャンを表示します
（PAグループのみ）。 S-スキャンでは、現在のフォーカルロウにリンクされて
いるデータカーソルが最大信号を追跡します。

最小肉厚
最小肉厚を示すフォーカルロウの A-スキャンを表示します（PAグループの
み）。

全フォーカルロウ
すべてのフォーカルロウの最大値を示した A-スキャンを表示します（PAグ
ループのみ）。

A%最大振幅
PRFが表示更新速度を上回る時、表示更新の間隔で表示されないものを含む
すべての A-スキャンの内、ゲート Aで最大振幅を示した A-スキャンを表
示します（UTグループのみ )。

最小厚さ
PRFが表示更新速度を上回る時、表示更新の間隔で表示されないものを含む
すべての A-スキャンの内、ゲート Aで最小厚さを示した A-スキャンを表
示します（UTグループのみ )。

最大厚さ
PRFが表示更新速度を上回る時、表示更新の間隔で表示されないものを含む
すべての A-スキャンの内、ゲート Aで最大厚さを示した A-スキャンを表
示します（UTグループのみ )。

表示範囲追加
UT軸の開始位置と終了位置で特定の割合で A-スキャンビューを拡大します。 グ
リッドが有効な場合（表示 > オーバーレイ > A-スキャン = グリッド）、UT設定 > 
基本設定 > 開始位置および範囲パラメーター設定で指定した囲いの開始位置と終
了位置が、グリッドに実線で示されます。 306ページの図 8-28の例にあるよう
に、表示範囲追加 = 5% - 5%を選択すると、A-スキャンは、範囲の両端におい
て 5%ずつ拡大することを意味します。
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図 8-28  表示範囲追加 5% - 5%の例

グリッド
グリッド線の色を選択します。 表示 > オーバーレイ > A-スキャン = グリッドを
選択し、グリッドを表示します。

UTセル数
UT軸のグリッドセルの数を設定します。

振幅グリッドセル数
振幅軸のグリッドセルの数を設定します。

表示範囲 = 80mm
開始位置 = 20mm

表示範囲追加 = 5%

表示範囲追加を示す実線

表示範囲追加 = 5%
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8.5.2 オーバーレイサブメニュー
オーバーレイサブメニューには、ビュー内のさまざまなグラフの構成要素を表示す
るために必要なパラメーター（ゲート、カーソル、A-スキャン要素、インジケータ
など）があります。

カーソル
カーソルに関連して画面に表示したいオーバーレイの項目について選択します
(307ページの図 8-29を参照 )。 リストから目的の項目を選択します。

カーソル
基準カーソル（赤色の線）および測定カーソル（緑色の線）を表示します。

値
表示中のカーソルで、カーソル線の最終位置のカーソル位置の値を表示しま
す。

A-スキャン測定値
A-スキャンビューの右上隅にあるカーソル位置に、A-スキャンの値を表示
します。

図 8-29  カーソルオーバーレイの例

カーソル位置の値
基準カーソルのA- スキャン測定値
測定カーソルのA- スキャン測定値
メニューの説明
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A-スキャン
画面の上に表示したい A-スキャンに関連するオーバーレイ要素を選択します。 
リストから目的の項目を選択します。

包絡線
A-スキャンビューの最大振幅および最小振幅から生成されたカーブを表示
（308ページの図 8-30を参照）。

包絡線をリセットするには、A-スキャンビューをタップしたまま押さえてから、
ショートカットメニューで包絡線消去をタップします。

図 8-30  A-スキャン包絡線

サイジングカーブ
サイジングメニューで設定したサイジングカーブ（DAC、リニア DAC、
TCG、または DGS）を表示します。

TCGゲインカーブ
各 TCGカーブのゲインに等しい振幅で水平の線を表示します。

基準振幅
基準振幅値の高さで、A-スキャン上に水平の点線を表示します。

グリッド
A-スキャンビュー上にグリッド線を表示します。 表示 > 全般設定 > カテゴ
リー = グリッド設定を選択して、グリッドに関するその他の要素を設定しま
す。

ヒント
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インジケータ
ビュー上のオーバーレイに関する項目の表示・非表示を切り替えます。 一覧の各
項目の横にチェックマークがあれば、そのオーバーレイの項目が表示されます。 
以下の要素が作成されます。

溶接部
溶接形状の S-スキャンと各レグにおける溶接形状の反射を表示します。

レグ
各レグの範囲を示す点線を表示します。 レグとは、試験体裏面および表面で
のビームの反射数を示しています（1 レグは 0.5 スキップを意味します）。 底
面で反射する位置は、点線 Bnと表示され、 試験体表面で反射する位置は、
点線 Tnと表示されます。

8.5.3 レイトレーシングサブメニュー
レグ

R-スキャン表示に表示するレグの数を設定します。

8.6 サイジングメニュー

サイジングメニューでは、さまざまなタイプのサイジング機能に必要な選択、設定、
測定、カーブ作成を行います。

音波ビームが試験体を通過すると、材料減衰や指向性が原因で、同サイズ（ただし
探触子からの距離は異なる）の反射源から送られる信号振幅に誤差が生じます。 そこ
で、サイジング機能は、信号減衰を計算し、補正することにより、試験体内のあら
ゆる位置にある反射源のサイズを評価することができます。 使用できるサイジング機
能は、DAC （距離振幅特性曲線 )、リニア DAC、TCG (時間補正ゲイン )、
DGSAWSです。

リニア DAC カーブは、便利な機能で設定も簡単です。 ただし、材料の減衰があるこ
とを念頭に入れ、これらは実際とは異なる可能性があることを理解する必要があり
ます。 ポイントごとの DACカーブは、校正用試験片の基準反射源からの信号から生
成するため、より正確であるといえます。
メニューの説明
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サイジング機能を簡単にすばやく選択したり、校正するにはウィザード > 校正を選
択します。 校正選択ステップで、種類 = サイジングを選択してからモード = DAC、
TCG、DGSまたは AWSを選択します。 開始を選択し、ウィザードステップに進み
ます。 詳細は、265ページの「校正サブメニュー」を参照してください。
表示 > オーバーレイ > A-スキャン = サイジングカーブで、画面におけるサイジング
カーブの表示 /非表示を行います。

8.6.1 種類サブメニュー
種類サブメニューでは、設定したいサイジング機能の種類を選択できます。 使用でき
るサブメニューは、種類サブメニューリストでの選択に依存します。 いったんサイジ
ング機能の校正を完了すると、種類サブメニューリストに、現在有効なサイジング
機能を表示して、あらゆるサイジング機能をすばやく切替えることができます。

サイジング機能には、次の種類があります。

なし
サイジング機能を無効にします。 既存のサイジング機能定義は、まだ、使用可能
なので、すばやく再度有効にすることができます。 この選択で使用できるサブメ
ニューはありません。

DAC
距離振幅特性曲線（DAC）は、探触子からの距離が増加するに従って、同サイ
ズの反射源からの信号振幅の変化を描きます。 これらの反射源からは、音波ビー
ムが試験体を通過する際の材料減衰や指向性が原因で振幅が低下した反射波が
返ってきます。 DACカーブの目的は、グラフで、振幅に対する材料減衰、近距
離音場効果、指向性、表面祖度などの影響をグラフで表示することです。

DACカーブを生成後、カーブ生成に使用した同サイズの反射源が試験体内の異
なる場所にあっても、その反射波はカーブに沿ってピークを示します。 カーブを
生成する反射源より大きな反射源からの反射波のピークは、カーブを超え、同様
により小さい反射源からの反射波のピークは、カーブより低くなります。

DACカーブは、複数の同サイズの反射源の反射波（最大数 32）に基づき、生成
されます（UTモードまたは PAモード）。 JIS（日本工業規格）、ASME、ASME-3
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（米国機械学会）に準拠した定義済みの DACカーブパラメーターを、313ペー
ジの表 21に示すように使用することができます。

DACカーブを表示するには、基準感度を設定する必要があります。 基準感度を設定
せずに、DACカーブを有効にしようとすると、基準感度（ゲイン）が自動的に設定
されます。 基準感度（ゲイン）をキャンセルするには、DACカーブを最初に取り消
す必要があります。

リニア DAC
試験体の材料減衰値を用いて自動計算したリニア距離振幅特性 (DAC)曲線を表
示します。 同じサイズの反射源が、試験体内の異なる位置にあるにもかかわら
ず、カーブに沿って振幅を形成する反射波を生成します。 リニア DACの定義に
は基準反射源は必要ありません。 サイジング > カーブ設定 > 材料減衰 パラメー
ターで材料減衰を指定します。 

TCG
時間補正ゲイン (TCG)機能は、反射波が戻ってくる時間の関数に合わせ、信号
に適用したゲインを増加します。 結果的に、同じサイズの基準欠陥からの反射波
が、試験体の中の反射波の位置とは別に、同じスクリーンの高さに表示されま
す。 TCGは、DACと同じ係数を使用します。

DGS
距離ゲインサイジング（DGS）機能は、既知の探触子、材料、反射源サイズに
対し計算した DGSカーブに基づき、欠陥を計測するために使用します。 主要な
DGSカーブは、特定サイズと同等の平底穴（FBH）からの反射源の信号振幅を
表します。 DAC機能および TCG機能では、いくつかの基準反射源が必要です
が、それとは対照的に、DGSカーブの生成には、1つの基準反射源のみが必要
です。 DGS機能は、主要なカーブと警告カーブを表示します。

AWS
米国溶接協会（AWS）サイジング校正機能は、AWS-D1.1/1.5規格に準拠してお
り、基準反射源における 3種類の屈折角について校正を行うために使用します。

重要
メニューの説明
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8.6.2 オペレータモードサブメニュー
オペレータモードサブメニューには、有効なカーブを選択し、感度を設定するため
に必要なパラメーターがあります。

有効カーブ（DGSおよび AWSには不適用）
定義済みサイジングの 1つを有効なカーブとして選択します。 すると有効なカー
ブは緑色に表示され、その他のカーブは白色に表示されます。 設定を変更するに
は、カーブを有効にする必要があります。 このパラメーターは、複数のサイジン
グカーブが定義されている場合にのみアクセス可能です。

次のカーブ（DGSおよび AWSには不適用）
次に定義したサイジングカーブを有効なカーブとして選択します。 設定を変更す
るには、カーブを有効にしなければなりません。 このパラメーターは、複数のサ
イジングカーブが定義されている場合にのみアクセス可能です。

DACゲイン（DACとリニア DACのみ）および TCGゲイン（TCG のみ）
信号のゲインと DACカーブあるいは TCGカーブのゲインを同時に変更します。 
ゲインを変更し、サイジング処理を改善する必要がある場合には、この機能を使
用します。

基準ゲイン （DACとリニア DACのみ）
DACゲインに対して、特に信号に影響する基準ゲインを変更します。

検出 レベル（DGSのみ）
検出 レベルは、メイン DGSカーブの高さを表します。 DGSカーブは、直径が検
出レベルに相当する平底穴から期待される（厚さ測定範囲全体の）振幅反応を表
します。 検出 レベル値は、通常、アプリケーションの臨界欠陥サイズと同等であ
り、使用する探触子の直径によって制限されます。

警告カーブ（DGSのみ）
警告カーブのいずれか 1つを選択します。

警告レベル （DGSのみ）
警告レベルは、主要 DGSカーブより下に位置する 2番目の DGSカーブです。 主
要なカーブは、赤色で表示され、警告カーブは白色で表示されます。 警告レベル
を 0に設定すると、関連付けられている警告カーブはオフになります。
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デルタ Vt（DGSのみ）
校正用試験片と試験体の表面状態の違いを原因とする接触部における減衰を補正
します。 ISO 16827規格では、 転送補正を計算するための方法が定められていま
す。

材料減衰 （DGSのみ）
試験体の減衰値を dB/mmで表示します。 校正用試験片の減衰を計算し、ここで
値を入力しなければならない場合もあります。

8.6.3 種類設定サブメニュー
種類設定サブメニューには、通常、一定の検査に対し 1度だけ設定しなければなら
ないパラメーターがあります。 種類設定サブメニューで使用可能なパラメーターは、
サイジング > 種類サブメニューリストで選択した内容に依存します。

8.6.3.1 DAC、リニア DACおよび TCGカーブのパラメーター

サイジング > 種類 = DAC、リニア DACまたは TCGを選択している場合、次のパ
ラメーターが使用できます。

規格準拠（リニア DACには不適用）
カスタマイズされたサイジング機能または JIS、ASMEなどのプリセットサイジ
ング機能のどれを使用するか選択します（詳細は 313ページの表 21を参照）。 プ
リセットを選択している場合には、特定のサイジング機能パラメータが自動的に
設定され、リードオンリーになります。

表 21  規格に関連する DACカーブのプロパティ

パラメータ JIS ASME

カーブ 1 （主要） 0dB 0dB

カーブ 2 +24dB 該当せず

カーブ 3 +18dB 該当せず

カーブ 4 +6dB 該当せず

カーブ 5 −6dB 該当せず
メニューの説明
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サイジング機能には、次の種類があります。

カスタム
各ポイントの作成や単数または複数のサイジング機能の変更を可能にしま
す。

JIS
JIS （日本工業規格）規格に準拠した 7つのサイジングカーブを定義します。

ASME
ASME（米国機会学会）の規格に準拠した一つのサイジングカーブを定義し
ます。

基準振幅
A-スキャンの基準振幅におけるフルスクリーン高さを指定します。 値は、A-ス
キャンのフルスクリーンの高さの割合で表示されます。 デフォルトでは 80.0%で
す。 この値は、UT設定 > 詳細設定 > XX.X%に設定パラメーターで変更できま
す。 例えば、基準振幅 = 75 %を設定すると、もう 1つのパラメーターは、75.0%
に設定になります。

カーブの種類（DACのみ）
カーブのポイント間にある補間の種類を指定します。 このパラメーターは、規格
に準拠するサイジングカーブでは読み取り専用です。 次のようなデータタイプを
選択できます（315ページの図 8-31を参照）。

カーブ 6 +12dB 該当せず

カーブ 7 −12dB 該当せず

カーブの種類 直線 多項式

X軸グリッド区分 10 10

Y軸振幅 110%
（校正のみ）

100%

グリッドオーバーフロー
（表示範囲追加参照 )

0%～ 10% 0%～ 10%

カーブポイント前の遅延 直線 該当せず

表 21  規格に関連する DACカーブのプロパティ（続き）

パラメータ JIS ASME
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直線
DACポイント間のリニア補間（直線）

対数
DACポイント間の対数尺度補間 DACでは、補間は 2つの基準ポイントに
基づき計算されます。 リニア DACでは、補間は指定した材料減衰に基づき
計算されます。

多項式
DACポイント間の 3次多項式補間。

図 8-31  カーブの種類と補間オプション

カーブ数
サイジングカーブの数を定義します。 このパラメーターは、規格に準拠するサイ
ジングカーブでは読み取り専用です。

カーブ設定
補正値を変更したいカーブを選択します。

補正値
主要カーブ [1 (0.0 dB)]に対し、カーブ設定パラメーターで選択したカーブの振
幅補正値（dB）を指定します。 補正値の範囲は、–24dB～ +24dBです。 2本の二
次カーブには、同じ補正値を指定できません。 補正値は、サイジング > 種類設
定 > 規格 = カスタムの場合、カーブ設定パラメータが 2またはそれ以上の数に設
定されている場合（カーブ数が 2以上）のみ有効です。

8.6.3.2 DGSのパラメーター

探傷器により、基準反射源の反射波と次のパラメーターで指定した値に基づいた距
離ゲインサイジング（DGS）が計算されます。

直線
（リニア補間）

対数尺度 多項式
メニューの説明
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角度
現在の DGS角度を選択します。

材料減衰
試験体の材料の減衰 (dB/mm)を指定します。 試験体の減衰を計算し、このパラ
メータで値を入力しなければならない場合もあります。

適用
材料減衰パラメータを DGS校正に適用します。

リセット
材料減衰パラメータを元の値にリセットします。 適用ボタンをタップした後は、
リセットパラメータの効果はなくなることに注意してください。

補正
S-スキャンの振幅補正をオンまたはオフにします。 オンにすると、補正パラメー
タは S-スキャンの信号振幅の色を TCGと同じように正規化します。 たとえば、
A-スキャンでは 80%よりも弱い信号を表しているとしても、S-スキャン上で
は、A-スキャン上の対応する校正カーブ信号に対し 80%のオレンジ色を表示す
ることを意味します。

8.6.3.3 AWSカーブのパラメータ

サイジング > 種類 = AWSを選択している場合に、次のパラメータが使用できます。

規格
適合試験に使用する AWS規格のバージョンを指定します : AWS-D1.1 or 
AWS-D1.5。

溶接の種類
探傷する溶接部タイプを指定します。 規格 = 1.1を選択している場合には、静的
及び循環的、または規格 = 1.5を選択している場合には、圧縮と引張から選択す
ることができます。

角度
AWS 45°、AWS 60°および AWS 70°欠陥指示測定のための実際の入射角を調整
します。

AWS 45°
AWS 45欠陥指示における実際の入射角を調整します。
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AWS 60°
AWS 60欠陥指示における実際の入射角を調整します。

AWS 70°
AWS 70欠陥指示における実際の入射角を調整します。

厚さ
試験体の厚さを設定します。

8.6.4 カーブ設定メニュー
カーブ設定サブメニューで使用可能なパラメータは、サイジング > 種類サブメ
ニューリストの値における選択に依存します。

8.6.4.1 DACカーブと TCGカーブのパラメータ

次のパラメータは、サイジング > 種類 = DACまたは TCGの場合に、サイジング > 
カーブ設定サブメニューで使用できます。 これらのパラメータにより、ポイントごと
にカーブを定義することができます。 手順については、181ページの「DACカーブ
の手動設定」を参照してください。

適用（PAグループのみ）
DACサイジングカーブの適用範囲を指定します。

すべてのフォーカルロウ：サイジングカーブをすべてのフォーカルロウに適用し
ます。

現在のフォーカルロウ：サイジングカーブを現在のフォーカルロウにのみ適用し
ます。

ポイント
編集するポイントを選択します。 選択したポイントは、ビュー上で白いドットで
表示されます。

位置
UT軸上の選択したポイントの位置を設定します。

振幅軸（DACのみ）
選択中の DACポイントに振幅 (%)を指定します。
メニューの説明
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ゲイン（TCG のみ）
信号のゲインと TCGカーブのゲインを同時に変更します。 ゲインを変更し、サ
イジングの作業を改善する必要がある場合には、この機能を使用します。

追加
TCGまたは DACカーブにポイントを追加します。 DAC/TCGカーブには、32ポ
イントまで追加できます。 追加パラメータは、リニア DACでは、無効です。

削除
TCGカーブまたは DACカーブから選択したポイントを削除します。

8.6.4.2 リニア DACカーブのパラメータ

サイジング > 種類 = リニア DACの場合、次のパラメータがサイジング > カーブ設
定サブメニューで使用可能になります。

材料 減衰
試験体の材料の減衰を設定します。

遅延
カーブの最初のポイントのための超音波軸上の補正値を指定します。 補正値は、
超音波ビームが試験体に入射する位置に対応します。

8.7 ゲート /アラームメニュー

ゲート /アラームメニューには、ゲート、アラームおよび出力に関する必要なパラ
メータがあります。

ゲートは、A-スキャンビューおよび S-スキャンビューでは色のついた線（赤色、緑
色または黄色）で表示されます。

アラームは、ゲートまたは厚さ (T)測定値に関連する特定の条件の発生にともない
反応する機能です。 OmniScanでは、3種類の独立したソフトウェア アラーム条件を
設定することができます。 これらのアラーム条件は、3つのハードウェア論理出力の
1つに割り当てることができます。 各ハードウェア出力は、フロントパネルインジ
ケータと OmniScanに備わっているアラームと I/Oのコネクタの信号ラインの一つ
に対応しています。 出力は、任意で、警告音の設定に使用することができます。
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8.7.1 ゲートサブメニュー
ゲートサブメニューには、ゲートを設定するためのパラメータがあります。 323ペー
ジの「ゲート位置」 では、パラメータボタン、スクロールノブ、またはマウスを使っ
てゲートの位置とサイズを変更する方法について説明します。

ゲート
設定するゲートを指定します。 色分けされた 3種類のゲートがあります。

I
ゲート I（黄色）は他のゲートの位置を同期させます。

A
ゲート A （赤色）は、一般的な目的に使用します。

B
ゲート B（緑色）は、一般的な目的に使用します。

パラメータ
パラメータボタンの右側に表示されるゲートパラメータのグループを選択します 
（319ページの図 8-32を参照）。

図 8-32  ゲートパラメータの選択肢

ゲート

RF

パラメータ

位置

モード

位置

正パルス ピーク（^）

同期 測定

I/

A- スキャン
同期 測定

エッジ (/)

ゲート I

ゲートAまたはB
最大ピーク
ピーク
選択

RF

正最大ピーク
ピーク
選択
メニューの説明
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ゲート /アラーム > ゲート > パラメータ = 位置を選択し、ゲート /アラーム > 
ゲート > ゲートで選択したゲートの次のパラメータを設定します :

形状
深さ表示、ビーム路程、オフのゲートタイプから 1つを設定します。

深さ表示：材料の深さに応じてゲートを設定します。 ビーム路程：材料内の
伝播距離によってゲートを設定します。 オフ：選択したゲートをオフにしま
す。

開始
選択中のゲートの開始位置を設定します。 この位置は、ゲート同期に関係し
ています。 ゲートの実際の位置は、同期の位置にゲート開始位置を加算した
ものです。

幅
選択中のゲートの幅を設定します。

しきい値
選択中のゲートの高さを設定します。 このパラメータでは、ゲートで検出す
る信号振幅を定義します。

ゲート /アラーム > ゲート > パラメータ = モードを選択し、ゲート /アラーム > 
ゲート > ゲートで選択したゲートの次のパラメータを設定します :

同期 （ゲート /アラーム > ゲート > ゲート = Aまたは B)
選択したゲートの同期の種類を指定します。

パルス : パルスの開始位置で同期します。
I/：信号がゲート Iとクロスする位置に同期します。 信号がゲート Iと交
差しない場合は、ゲート Iの終了位置に同期します。
A^：ゲート Aの振幅のピーク位置に同期します。 信号がゲート Aと交
差しない場合は、ゲート Aの終了位置に同期します。 仮に、ゲート A
で、ゲート /アラーム > ゲート > パラメータ = モードおよび 測定 = ピー
クを選択していた場合、ゲート Bの同期で、A^が表示されます。
A/：信号が最初にゲート Aと交差する位置に同期します。 信号がゲート
Aと交差しない場合は、ゲート Aの終了位置に同期します。 仮に、ゲー
ト Aで、ゲート /アラーム > ゲート > パラメータ = モードおよび測定 = 
エッジを選択していた場合、ゲート Bの同期で、A/が表示されます。

A-スキャン同期 （ゲート /アラーム > ゲート > ゲート = I)
ゲート Iの同期の種類を指定します（321ページの図 8-33を参照）。
第 8章
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パルス : パルスの開始位置で同期します。 ゲート I は、ゲート Aとゲー
ト Bが A-スキャンとともに移動する間、固定しています。
I/：信号がゲート Iをクロスする A-スキャンの開始位置に同期します。 
信号がゲート Iと交差しない場合は、ゲート Iの終了位置に同期します。 
ゲート Iの開始位置から表示を開始します。
水浸検査では、このゲート同期を使用することにより、試験体の信号の
表示を安定させ、探触子と試験体の間の水を通過する信号を除去しま
す。

図 8-33  ゲート Iの A-スキャン同期の種類

ピーク選択
ピーク選択パラメータは、最大ピークまたは第 1ピークに設定することがで
きます。

○ 最大ピークが特定のゲート（A、Bまたは I）で選択されている場合は、
データ、測定値、パラメータは、このゲートをクロスする一番高い（最
大）ピークに一致させることができます。

表面反射波 表面反射波

x mm

x mm

パルス同期の種類 I/ 同期タイプ
メニューの説明
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○ 特定のゲート（A、Bまたは I）で第 1ピークが選択されている場合は、そ
のゲートをクロスする最初のピークに対応するデータ、測定値、パラ
メータのみが表示されます。

ピーク選択パラメータは、各ゲートに合わせて個別に設定します（A、B、および
I）。

選択したゲートで、ピーク選択パラメータを第 1ピーク（ピーク選択 = 第 1
ピーク）にすると、｢% ｣による測定値および｢ ^ ｣による測定値（ゲート /ア
ラーム > 厚さ > データソース）は、自動的に、選択中のゲートをクロスする
最初のピークに一致します。 第 1ピークを選択してもエッジの測定値（/）は
変わりませんが、選択したゲート（A、B、I）に対応する測定値はそれにと
もない変化します。

第 1ピークを選択すると、測定値名の最後に｢ 1 ｣が表示されます。 例えば、
ゲート Aを選択している場合は、DA^および A%測定値は、DA^1および
A%1となります。

測定
測定をピーク位置またはエッジ位置のどちらで行うか選択します。 このパラ
メータの選択は、関連するすべての測定に影響します (322ページの表 22の
例を参照 )。

— 位置 C-スキャン
— 容積測定値（例 : SA、PA、DA、…）
— 厚さ（測定値「T」、C-スキャン、ストリップチャート )
— 校正（ピーク上またはエッジ上）
— ゲート同期

表 22  測定パラメータの影響に関する例

設定 結果例

ゲート /アラーム > ゲート > ゲート = A
ゲート /アラーム > ゲート > パラメータ = モード
ゲート /アラーム > ゲート > 測定 = エッジ (/)

測定値 SA = SA/

参考
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RF
ゲートのトリガーに信号のどの部分を使用するか指定します。

絶対位置：半波 +（正）または半波 -（負）信号がゲートをクロスすると
ゲートがトリガーされます。
正：信号の正の部分のみがゲートをトリガーします。
負：信号の負の部分のみがゲートをトリガーします。

8.7.1.1 ゲート位置

ゲートの開始位置、幅、閾値を設定するには多くの方法があります。 ファンクション
キー（OmniScan MX2のみ）、スクロールノブ、タッチスクリーン、またはマウスを
使用して、パラメータボタンに値を入力することができます。

タッチスクリーン
ゲートの左端をタップすると、編集モードのゲート開始位置パラメータポップアッ
プボタンを開きます。 ゲートの中央部をタップすると、編集モードのゲートしきい値
パラメータポップアップボタンを開きます。 ゲートの右端をタップすると、編集モー
ドのゲート幅パラメータポップアップボタンを開きます。

ゲート /アラーム > ゲート > ゲート = B
ゲート /アラーム > ゲート > 測定 = ピーク (^)

測定値 SB = SB^

ゲート /アラーム > 厚さ > データソース = B^ - A/ 厚さ測定値 = 
T（B^ - A/）

 

表 22  測定パラメータの影響に関する例（続き）

設定 結果例
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ゲートが短すぎる場合には、その位置をタップすることができない可能性がありま
す。 ビジュアルなリファレンス表示によりゲートのどのセクションがタップ可能かが
表示されます。

キー（ショートカット）[OmniScan MX2のみ ]

ゲートキーを押してから、スクロールノブで編集したいパラメータを選択します。 承
認キーを押して編集モードに入ります。 スクロールノブで値を変更、または、承認
キーを再度押して、仮想キーボードを表示します。 承認キーを押し値を設定するか、
またはキャンセルキーを押し、その値をキャンセルします。 値を承認するため「承
認」を押した後、キャンセルを押して、ゲートのポップアップボタンを閉じます。

8.7.1.2 飽和ゲート

飽和ゲートとは、少なくとも 1つのフォーカルロウの振動素子からの信号振幅また
は 1つのビーム（フォーカルロウ自体）のすべての振動素子の合計がゲート Aの範
囲から 200%を超えていることを意味します。 A-スキャンのゲート Aが点滅してい
る場合は、飽和状態が現在のフォーカルロウにあるということを意味しています。

8.7.2 アラームサブメニュー
アラームサブメニューには、アラーム条件を定義するパラメータがあります。 アラー
ムは、特定の条件の発生の通知に大変有効です。

3系統の論理アラームが使用可能です。 論理アラームはゲート条件により生成しま
す。 条件は、1チャンネルあるいは 2チャンネルに割り当てることができます。 ア
ラーム出力の設定方法については、326ページの「出力サブメニュー」を参照してく
ださい。

アラーム
編集するアラームを選択します。

適用（OmniScan MX2のみ）
アラームをトリガーする 1つあるいはいくつかのグループ（チャンネル）を選択
します。

参考
第 8章
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条件（適用リストで選択したグループ）
アラームをトリガーする条件を割り当てます。

ゲート A
信号がゲート Aをクロスしたときにアラームがトリガーされます。

ゲート B
信号がゲート Bをクロスしたときにアラームがトリガーされます。

ゲート I
信号がゲート Iをクロスしたときにアラームがトリガーされます。

ゲート A交差なし
信号がゲート Aをクロスしないときにアラームがトリガーされます。

ゲート B交差なし
信号がゲート Bをクロスしないときにアラームがトリガーされます。

ゲート I交差なし
信号がゲート Iをクロスしないときにアラームがトリガーされます。

<最小厚さ
ゲート /アラーム > 厚さ > 最小厚さで設定した最小厚さの基準値より小さい
場合に、アラームがトリガーされます。

>最大厚さ
ゲート /アラーム > 厚さ > 最大値で設定した最大厚さの基準値を超える場合
に、アラームがトリガーされます。

オペレータ
アラームに適用した条件が 2つある場合に使用します。

AND
アラームに割り当てられた両方の条件が発生した場合に、アラームをトリ
ガーします。

OR
アラームに割り当てられた条件のうちどちらかが 1つが発生した場合に、ア
ラームをトリガーします。

条件（グループ B）
アラームをトリガーする 2次条件を割り当てます。
メニューの説明
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ステイタス
アラームを有効 /無効にします。

アラームの詳細については、Rev. CDMTA-20072-01JA [Q1000018]を参照してくださ
い。

8.7.3 出力サブメニュー
出力サブメニューには、アラームのトリガーに使用可能な出力信号を設定するため
のパラメータがあります。 OmniScanには、3種類のアラーム出力と 2種類のアナロ
グ出力があります。 アラーム出力タイプは次のとおりです。

• OmniScan MX2のフロントパネルにあるインジケータランプによる可視アラー
ム

• 警告音による可聴アラーム
• アラームと I/Oコネクタ信号による TTLアラーム

アラーム出力の設定に関する手順は、180ページの「アラーム出力の設定」を参照し
てください。

アラーム
リードオンリーパラメータ。 どの出力を設定するか指定します。 各出力には、1
つのアラームのみ設定できます。

カウント
関連付けられている出力を有効にするために必要なアラームの回数を設定しま
す。

警告音
内蔵スピーカーからの警告音で知らせます。

遅延
アラーム信号からアラーム（TTLポート、可視アラーム、警告音）を開始する
までの遅延時間を設定できます )。
オンラインの測定システムでは、この機能は、遅延した TTLアラーム信号によ

参考
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り探傷後スプレーガンをトリガーする場合に有用です。 超音波探触子の位置から
試験体を通過してスプレーガンの位置までかかる時間に対し遅延を設定します。

遅延が発生している間は、OmniScanは他のアラームを検出することができません。

保持時間
アラーム条件の終了からアラーム（TTLポート、可視アラーム、警告音）の終
了までの遅延時間を設定できます。

8.7.4 アナログサブメニュー（OmniScan MX2のみ）

アナログサブメニューには、OmniScanに接続した他のシステムで A-スキャン信号
を使用可能にするためのパラメータがあります。

アナログ出力
設定するアナログ出力を選択します。 アナログ 1～ 2は、A-スキャン信号が転送
されるアナログ信号出力です。

グループ
A-スキャン信号をアナログ信号に送るためのグループを選択します。

データ
アナログ出力に送る A-スキャンデータの種類を選択します。 使用可能なオプ
ションは、A%、B%および厚さです。

A%
アナログ出力にゲート Aをクロスする信号を送ります。

B%
アナログ出力にゲート Bをクロスする信号を送ります。

厚さ
アナログ出力に T測定値フィールドで計算した厚さ値に対応する信号を送り
ます。

重要
メニューの説明
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ステイタス
アナログ出力のオン /オフの切替を行います。

8.7.5 厚さサブメニュー
厚さサブメニューには、次の測定値で示された試験体の厚さの最小値および最大値
に関するパラメータがあります。

データソース
T測定値で厚さ値を示すためのゲートの組み合わせを選択します（329ページの
図 8-34を参照）。

この一覧に表示されるパラメータは、次の変数の組み合わせによって構成されて
います。
A^
ゲート Aの最大ポイント（ピーク） [ゲート Aで、ゲート /アラーム > ゲー
ト > パラメータ = モードおよび ゲート /アラーム > ゲート > 測定 = ピーク
(^)の場合に使用可能。

B^
ゲート Bの最大ポイント（ピーク）[ゲート Bで、ゲート /アラーム > ゲー
ト > パラメータ = モードおよびゲート /アラーム > ゲート > 測定 = ピーク (^)
の場合に使用可能。

A/1
ゲート A のクロスポイント [ゲート Aで、ゲート /アラーム > ゲート > パラ
メータ = モードおよびゲート /アラーム > ゲート > 測定 = エッジ (/)の場合に
使用可能。

B/1
ゲート Bのクロスポイント [ゲート Bで、ゲート /アラーム > ゲート > パラ
メータ = モードおよびゲート /アラーム > ゲート > 測定 = エッジ (/)の場合に
使用可能。

I/1
ゲート Iのクロスポイント（常に使用可能）

I^
ゲート I最大ポイント（常に使用可能）
第 8章
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図 8-34  ゲート Aのデータソースコードの説明

最小値
ゲート /アラーム > アラーム > 条件 = <最小厚さで、アラーム条件としての厚さ
の最小値を設定します。

最大値
ゲート /アラーム > アラーム > 条件 = >最大厚さで、アラーム条件として厚さの
最大値を設定します。

エコー数
試験体の厚さを測定するための底面反射波の数を設定します。 この機能は、特
に、肉厚の薄い材料を測定する場合に有用です。 多くの底面反射波を用い測定を
行うことにより、正確な厚さ値を導き出します。

8.8 グループ /プローブと試験体メニュー

グループ /プローブと試験体 メニューには、パルサー、レシーバー、探触子、
ウェッジのグループ化や設定、また、試験体の定義を行うパラメータがあります。

エッジ

ピーク

ゲートA

振幅軸

UT軸A^A/1

A%
メニューの説明
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8.8.1 プローブとウェッジサブメニュー
プローブとウェッジ サブメニューには、現在のグループに使用されている探触子と
ウェッジを定義するためのパラメータがあります。

選択 /編集
探触子とウェッジの選択または定義という 2つの選択肢があります。 その他のパ
ラメータボタンは、選択した内容により変わります。

選択（パルスエコーで使用可能）
定義済みのリストから探触子とウェッジを選択するパラメータです。

送信選択（ピッチキャッチで使用可能）
定義済みのリストから送信用探触子とウェッジを選択するパラメータです。

受信選択（ピッチキャッチで使用可能）
定義済みのリストから受信用探触子とウェッジを選択するパラメータです。

探触子： 定義済みの探触子のリストから探触子を選択するための探触子選択
ダイアログボックスを開きます（331ページの図 8-35参照）。 ダイアログ
ボックスで、左側の一覧から探触子カテゴリーを選択し、右側の一覧から探
触子を選択し、最後に選択を選択します。
第 8章
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図 8-35  探触子選択ダイアログボックス

ウェッジ： 定義済みのウェッジの一覧からウェッジを選択するため、ウェッ
ジ選択ダイアログボックスを開きます。

編集
新しい探触子あるいは新しいウェッジを定義します。

探触子編集： 探触子定義マネージャーを開き、新しい探触子を定義します
（詳細は 332ページの「探触子定義マネージャー」を参照）。

ウェッジ編集： ウェッジ定義マネージャーを開き、新しいウェッジを定義し
ます（詳細は 334ページの「ウェッジ定義マネージャー」を参照）。

自動検出
オンを選択すると、探触子に埋め込まれた自動検出チップが自動的に、定義およ
びパラメータを読み込みます。

ウェッジ長さ（材料がチューブ > OD > 長手で指定されている場合のみ使用可能）
この特定の試験体形状に従う正確なフォーカルロウを生成するために、ウェッジ
の長さを指定します。 一般的なウェッジの場合、この値は自動的に入力されます
が、カスタムウェッジの場合は手動で入力する必要があります。

探触子カテゴリー 選択したカテゴリーにある
探触子の一覧

探触子パラメータ
メニューの説明
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8.8.1.1 探触子定義マネージャー

探触子定義マネージャーは、カスタム探触子のパラメータを定義します。

閉じる
探触子定義マネージャーを閉じると、探触子が未選択の状態のデータビュー画面
に戻ります。

参照
使用可能な探触子定義のパラメータを参照します。

選択して閉じる： 探触子を選択し、探触子定義マネージャーを閉じます。

新規作成
新しい探触子のテンプレートを作成します。

シリアル番号： 新しい探触子のシリアル番号を入力します。

モデル： 定義したい探触子の元となる既存の探触子モデルを選択します。

編集
選択中の探触子のパラメータを編集します。

種類 (UT探触子 )
振動素子の数を選択します（一振動素子または二振動素子）。

周波数
探触子の周波数を設定します。

形状
探触子の振動素子の形状を設定します（円形または矩形 )。

振動素子径（UTグループのみ）
円形振動素子の場合は、探触子の振動素子の直径を設定します。

サイド 1 長さおよびサイド 2 長さ（UTグループのみ）
振動素子が長方形型の場合は、探触子の振動素子の寸法を設定します。

基準ポイント（PAグループのみ）
探触子の基準ポイントを設定します。これは、探触子（ウェッジ）の前面か
ら探触子の最初の振動素子までの距離を指します（333ページの図 8-36参
照）。
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図 8-36  探触子の基準ポイント測定

種類（PAプローブ )
カスタム、斜角、接触、水浸（PAグループのみ）または一振動子型 /二振
動子型（UTグループのみ）を選択します。

振動素子数 （PAグループのみ）
探触子の振動素子の数を設定します。

ピッチ（PAグループのみ）
探触子のピッチ（中央から中央まで）の距離を設定します。

管理
ストレージカードに保存されている探触子定義ファイルを管理するパラメータで
す。

シリアル番号変更
探触子のシリアル番号を編集します。

削除
選択中の探触子を削除します。

コピー
選択中の探触子の定義をコピーします。

保存
選択した情報を保存し、探触子を定義します。

探触子定義マネージャーを開始するには

1. グループ /プローブと試験体 > 探触子とウェッジを選択するか、セットアップ
ウィザードのプローブ触子とウェッジの選択ステップに進みます。
メニューの説明
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2. 選択 /編集 = 編集を選択します。
3. プローブ編集を選択します。

8.8.1.2 ウェッジ定義マネージャー

ウェッジ定義マネージャ－は、カスタムウェッジのパラメータを定義します。

閉じる
ウェッジ定義マネージャーを閉じると、ウェッジが未選択の状態のデータビュー
画面に戻ります。

参照
使用可能なウェッジ定義のパラメータを参照します。

選択して閉じる
ウェッジを選択し、ウェッジ定義マネージャーを閉じます。

新規作成
新しいウェッジテンプレートを作成します。

Serial Number（シリアル番号）
新しいウェッジのシリアル番号を入力します。

モデル名
新しいウェッジのモデル番号を選択します。

編集
選択中のウェッジのパラメータを編集します。

ウェッジ角度（PAグループのみ）
ウェッジ内の超音波ビームの角度を指定します。

屈折角（UTグループのみ）
ウェッジ内の超音波ビームの角度を指定します。

探触子遅延（UTグループのみ）
ウェッジ内の遅延を指定します。

音波の種類（UTグループのみ）
音波の種類（縦波または横波）を選択します。
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基準ポイント（UTグループのみ）
探触子とウェッジの基準ポイントを設定します。これは、ウェッジの前面か
らビームの入射ポイントまでの距離を指します（335ページの図 8-37参照）。 
ビームの入射ポイントは、通常、ウェッジの上に線で印されています。

OmniScan MXUソフトウェアは、デフォルトで、ビームの入射ポイントに
0基準ポイントを設定するため、この値は、負の値になります。 0基準ポイ
ントをウェッジの前面に配置するには、ウェッジの先端とビーム入射ポイン
トの間の距離を測定する必要があります。そして、その値をデフォルトの 0
基準ポイントから減算します（UTグループのみ）。

図 8-37  ウェッジの基準ポイント測定

配置（PAグループのみ）
ウェッジの配置を設定します（標準または反転）。

音速
ウェッジの材質の音速を設定します。

一次補正値（PAグループのみ）
1次補正値を指定します。これは、ウェッジの前面から探触子の最初の振動
素子までの距離を指します（336ページの図 8-38参照）。

2 cm
メニューの説明
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図 8-38  1次補正値による測定

2次補正値（PAグループのみ）
2番目の軸に対するウェッジの補正値を設定します。 パッシブ軸の探触子の
中央を意味するため、通常、値は 0です。

高さ（PAグループのみ）
ウェッジの高さを設定します。

管理
メモリーカードのウェッジ定義ファイルを管理します。

シリアル番号変更
ウェッジのシリアル番号を変更します。

削除
選択したウェッジのデータを削除します。

コピー
選択したウェッジのデータをコピーします。

保存
ウェッジを定義するために選択した情報を保存します。

ウェッジ定義マネージャーを開始するには

1. グループ /プローブと試験体 > プローブとウェッジを選択するか、セットアップ
ウィザードのプローブ触子とウェッジの選択ステップに進みます。

2. 選択 /編集 = 編集を選択します。
3. ウェッジ編集を選択します。

8.0 cm-
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8.8.2 位置サブメニュー
位置サブメニューには、探触子と検査の 0, 0位置の関係性を定義し、データを正確
に表示するためのパラメータがあります。

スキャン軸補正値（OmniScan MX2のみ）
検査 0, 0の位置から探触子の前面までのスキャン軸上の差異を定義します。

インデックス軸補正値
検査 0, 0の位置から探触子の前面までのスキャン軸上の差異を定義します。 ス
キュー 90では負の値、スキュー 270では、正の値です。 溶接中心線は、通常イ
ンデックス軸上では、0です（337ページの図 8-39参照）。

図 8-39  スキャン軸補正値とインデックス軸補正値

スキャンの種類（TOFD）
スキャン軸に関する超音波ビームの配置を選択します（平行または非平行）
（338ページの図 8-40参照）。 TOFDグループでのみ使用できるパラメータです。
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図 8-40  平行スキャンタイプと非平行スキャンタイプ

PCS (TOFD)
探触子の中央から中央までの距離を設定します（PCS）。 これは、2つの探触子の
うち、ビームの出射ポイントからもう 1つの探触子のビームの出射ポイントまで
を指します。 TOFDグループでのみ使用できるパラメータです（338ページの
図 8-40参照）。

スキュー
スキャン軸に関連する超音波ビームの配置

8.8.3 試験体サブメニュー
試験体 サブメニューには、試験体に関する情報が含まれています。

材質
検査材料の材質を選択します。 材質の横波及び縦波の音速を設定します。

厚さ
試験体の厚さを設定します。

スキャン方向

0°

180°

90° 270°

ビームの
方向

ビ
ー
ム
の

方
向

ビームの
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表示 > オーバーレイ > 欠陥指示 =レグをチェックすると、指定した厚さに対応する
点線がビューに表示されます。

被検体タイプ
検査対象の試験体の形状を指定します。

平板
平板

チューブ
曲面

CSCモード
試験体の形状に合わせて曲面補正を定義します。
OD
チューブの外径に対して探傷を実施します。

ID
チューブの内径に対して探傷を実施します。

溶接の向き
パイプに対する溶接の向きを定義します。 このパラメータを使用できるのは、被
検体タイプがチューブに設定されている場合のみです。

長手
溶接の向きはチューブの縦方向です。

円周
溶接の向きはチューブの円周方向です。

直径
チューブの直径を設定します。 このパラメータは、CSCモードパラメータが、
内径または外径のどちらかに設定されている場合のみ、使用可能です。

参考
メニューの説明
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8.9 フォーカルロウサブメニュー（PAグループのみ )

フォーカルロウメニューには、探触子のプログラミングに関するパラメータがあり
ます。

8.9.1 設定サブメニュー
設定サブメニューでは、探触子によるスキャンの種類に関するパラメータがありま
す。

フォーカルロウ設定
選択した探触子のグループのスキャンの種類を指定します。

セクター
スキャンのすべての角度について、同じエレメントを使用して複数の角度の
スキャンを提供します（340ページの図 8-41を参照）。

図 8-41  セクタースキャン

リニア
角度変更ができるリニアスキャンを行います（341ページの図 8-42参照）。 
スキャンの重複が必要なければ、ゼロ度でこのモードを使用することができ
ます。

0°リニア
容積補正リニアスキャンをゼロ度で掃引します（341ページの図 8-42参照）。 
重複スキャンを行う際には、このモードを使用します。 この機能は単数のグ
ループでしか使用できません。
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図 8-42  屈折角（左）およびゼロ度（右）によるリニアスキャン

コンパウンド
スキャンのすべての角度について、（探触子の長さ全体で同じ素子数を持つ）
異なるエレメントを使用して複数の角度のスキャンを提供します（341ペー
ジの図 8-43を参照）。

図 8-43  コンパウンドスキャン

パルサー（OmniScan MX2のみ）
探触子の自動検出機能がオフの場合（グループ /プローブと試験体 > プローブと
ウェッジ > 自動検出 = オフ）、送信側探触子の最初の振動素子の番号を入力しま
す。 パルサーを選択します（UTグループ）。 複数の探触子を使用した探傷にてス
プリッターを使用している場合に、このパラメータが必要です。 通常、XX:128
モジュールにて探触子を 2個使用する検査では、1と 65です。
メニューの説明
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レシーバー（OmniScan MX2のみ）
このリードオンリーパラメータは、選択したチャンネルのレシーバーを表示しま
す。 パルスエコーモードでは、レシーバーパラメータは、パルサーパラメータと
同じ値に設定します。

8.9.2 開口幅サブメニュー
開口幅サブメニューでは、各ビーム（フォーカルロウ）を生成するための振動素子
を管理することができます。

同時制御振動素子数
開口幅における振動素子数を設定します。

最初の振動素子
開口幅における最初の振動素子を設定します。

最後の振動素子
セクタスキャンの場合に、使用する最後の振動素子を指定します。 リニアスキャ
ンでは、フォーカルロウの数を定義するため最後の振動素子を設定します。

振動素子ステップ
リニアスキャンを選択している場合、開口幅にある振動素子のステップを設定し
ます。

8.9.3 ビームサブメニュー
ビーム サブメニューでは、ビームの設定を管理することができます（角度と集束ポ
イント）。

最小角度
超音波ビームの最小角度を設定します（セクタフォーカルロウ設定）。

最大角度
超音波ビームの最大角度を設定します（セクタフォーカルロウ設定）。

角度ステップ
各角度内のステップの値を設定します（セクタフォーカルロウ設定）。

集束深さ
試験体内における集束の深さを設定します。
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角度
フォーカルロウの角度を設定します（リニアフォーカルロウ設定）。 フォーカル
ロウを 0°リニアに設定すると、角度は、0となり変更することはできません。

8.10 スキャンメニュー

スキャンメニューには、スキャン検査シーケンス（エンコーダー、検査の種類、
データ保存および試験体の範囲）を設定するためのパラメータがあります。

8.10.1 探傷サブメニュー
探傷 サブメニューでは、さまざまなスキャンタイプの設定を行います。

種類
検査の種類を選択します。 次のような種類を選択できます。

ワンラインスキャン
ワンラインスキャンでは、データ収集は、エンコーダーまたは内部クロック
に基づいて行われます（回数 /秒）。

ラスタスキャン
フェイズドアレイ探触子がスキャン軸およびインデックス軸の両方で移動し
ている場合には、超音波データの収集は、二方向走査パターンあるいは一方
向走査パターンで行われます。

スキャン
スキャン軸のデータソース位置を特定します。

時間
正確な時間間隔によるデータ収集 種類 = ラスタスキャンでは使用できませ
ん。

エンコーダー 1
エンコーダー 1は、スキャン軸のデータ位置に使用されるデータソースで
す。
メニューの説明
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エンコーダー 2
エンコーダー 2は、スキャン軸のデータ位置に使用されるデータソースで
す。

インデックス軸
インデックス軸のデータソース位置を特定します。 使用可能なパラメータは次の
とおりです。

エンコーダー 1
エンコーダー 1は、インデックス軸のデータ位置に使用されるデータソース
です。

エンコーダー 2
エンコーダー 2は、インデックス軸のデータ位置に使用されるデータソース
です。

スキャン速度（mm/sまたはインチ /s）
スキャンの速度を設定します（mm/sまたはインチ /s） このパラメータを変更す
ると、自動的にデータ収集速度の値を調整します。 単位の種類は（長さあるいは
角度）は、スキャン軸単位パラメータでの選択に依存します。 このパラメータ
は、スキャン > 探傷 > スキャン = 時間の場合のみ、使用できます。

最大スキャン速度
スキャナーの最大スキャン速度を設定します（mm/sまたはインチ /s）。これに
より、自動的に PRF値を調整し、データの漏れを防ぐことができます。 このパ
ラメータは、スキャン > 探傷 > スキャン = エンコーダー 1あるいはエンコーダー
2の場合に使用できます。

スキャンの仕組みにより、定格のスキャン速度を超えてしまう不規則なスキャン速
度を生成してしまうことがあります。 このような場合は、最大スキャン速度パラメー
タに、スキャンの定格速度よりも高めの値を入力して収集データに漏れがないよう
にします。

ヒント
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8.10.2 エンコーダーサブメニュー
エンコーダーサブメニューには、エンコーダーの設定に関するパラメータがありま
す。

エンコーダーサブメニューは、スキャン > 探傷 > スキャン = エンコーダー 1または
エンコーダー 2の場合にのみ、表示されます。

エンコーダー
設定したいエンコーダー（1または 2）を選択します。

極性
探触子が反対方向にしかスキャンできない場合は、エンコーダーのカウントを反
転します。

種類
現在選択中のエンコーダーの種類を選択します。 エンコーダーのハードウェア出
力は 2個あり、別々に設定することができます。 各エンコーダー入力には、A相
と B相の 2つのチャンネルがあり、2チャンネルエンコーダーを可能にします。

時計回り
ステッパーコントローラーを使用しており、その文書に位置出力信号が、時
計回りタイプ（位置 /速度に 5Vパルスおよび方向に 5V信号）と指定され
ている場合に、この項目を選択します。

90°位相差
接続しているエンコーダー（5V TTL出力）が、2チャンネル出力エンコー
ダーである場合、この項目を選択します。 チャンネルは通常、A相および B
相と名づけられています。 エンコーダーが時計回りに回転している場合
（346ページの図 8-44では左から右）、B相は 90度の遅延で A相に続きま
す。 エンコーダーは時計回りとは反対に回転している場合、A相は 90度の
遅延で B相に続きます。 このように、回転を時計回りあるいは反時計回りに
定義することができます。 デコーダーは、A相あるいは B相で立ち上がりあ
るいは立ち下がりを検出するたびに、1ステップカウントします。 このこと
は、実際のエンコーダーの分解能が 1000ステップ /分解能の場合、直角位

参考
メニューの説明
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相測定による最終的な分解能が、4000ステップ /分解能であることを意味し
ます。

図 8-44  分解能の直角位相測定値と標準測定値

アップ
デコーダーは、エンコーダーが時計回りと反対に回転していても、A相のみ
を読み取り、カウンターを増加させます。 最終的な分解能は、実際のエン
コーダーの分解能となります。

ダウン
エンコーダーが時計回りに回転していても、デコーダーは、A相のみを読み
取り、カウンターを減らします。 最終的な分解能は、実際のエンコーダーの
分解能となります。

時計回りアップ
デコーダーは、A相のみを読み取り、カウンターを増加させます。 チャンネ
ル _B（方向）の信号がハイの場合、探触子が後ろに動き、カウンターの回
数が減少する間、データが書き換えられないよう、データ収集が停止しま
す。

時計回りダウン
デコーダーは、A相のみを読み取り、カウンターの回数を減らします。 B相
（方向） の信号がハイの場合、探触子が後ろに動き、カウンターの回数が増
加する間、データが書き換えられないよう、データ収集が停止します。

90°位相差アップ
デコーダーがA相と B相を 90° 位相差モード（4 倍のエンコーダー分解能で
読み取り、エンコーダーが時計回りに回転する場合にカウンターの回数を増
加します。 エンコーダーが反時計回りに回転する場合、データの書き換えが行
われないよう、カウンターの回数を減らさないようデータ収集を停止します。

A相

B相

90°位相差測
定値

標準測定値
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90°位相差ダウン
デコーダーが A相と B相を 90° 位相差モード（4 倍のエンコーダー分解能）
で読み取り、エンコーダーが反時計回りに回転する場合にカウンターの回数
を減少します。 エンコーダーが時計回りに回転すると、データ収集はデータ
を書き換えないように、また、カウンターが増加しないように停止します。

クリッカー
エンコーダー 1でエンコーダーを使用し、エンコーダー 2で Evidentのイン
デクサーデバイス（クリッカー）を使用する場合に使用します。 エンコー
ダーは、スキャン軸上の位置を測定します。 インデックス軸上で探触子を 1
ステップ分、手動で動かした場合、そのインデックス軸上での位置増加を入
力するため、インデクサーデバイスの押ボタンを押します（二方向ラスタス
キャン）。 この手順は、手動でラスタスキャンを行う際に頻繁に使用します。

クリッカー +プリセット
エンコーダー 1でエンコーダーを使用し、エンコーダー 2で Evidentのイン
デクサーデバイス（クリッカー）を使用する場合に使用します。 エンコー
ダーは、スキャン軸上の位置を測定します。 インデックス軸上で探触子を 1
ステップ分、手動で動かした場合、そのインデックス軸上での位置を増加
し、位置をリセットするため、インデクサーデバイスの押ボタンを押します
（一方向ラスタスキャン）。 この手順は、手動でラスタスキャンを行う際に頻
繁に使用します。

分解能
選択中のエンコーダーに対し単位ごとのカウント数を設定します。 ステップ
/mmまたはステップ /回転で表示されます。

初期値
プリセットコマンドボタンが使用されている場合、選択したエンコーダーにプリ
セットされた値を設定します。

プリセット
選択しているエンコーダーを初期値にリセットします。

8.10.3 検査領域サブメニュー
検査領域サブメニューには、スキャンを行う領域に関するパラメータがあります。 検
査領域はすべてのグループに対し同じです。
メニューの説明
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スキャン軸開始位置
スキャン軸の開始位置を設定します（mmまたはインチ）。

スキャン軸終了位置
スキャン軸の長さを設定します（mmまたはインチ）。

スキャン軸分解能
スキャン軸上で収集するポイントのステップ（分解能）を設定します。

インデックス軸開始位置
インデックス軸の開始位置を設定します。 ラスタスキャンタイプのみで使用でき
ます。

インデックス軸終了位置
インデックス軸の長さを設定します。 ラスタスキャンタイプのみで使用できま
す。

インデックス軸分解能
インデックス軸の分解能を定義します。 ラスタスキャンタイプのみで使用できま
す。 0°リニアスキャンでは、変更不可。

エンコーダー許容誤差
インデックス軸上のインデックスエンコーダーが重複するゾーンを定義します。 
このゾーンで収集されるデータは、データを喪失しないよう次のインデックス軸
のステップに転送されます。 リニアスキャンのみで使用できます。

8.10.4 データサブメニュー
データサブメニューには、データの保存に関するパラメータが含まれています。こ
れは、エンコーダーに同期したデータ収集の場合にのみ使用できます。 データは、保
存リストで選択したパラメータに基づいて保存されます。 保存されるデータ収集ポイ
ントの数は、スキャンの長さ、検査分解能および OmniScanのメモリーの容量に基
づき、検査領域サブメニューで定義されています。

スキャンが同じ位置（スキャン軸、インデックス軸）を通過するときに、保存され
るデータは、保存リストで作成された選択に基づいています。

保存
最新
最新のデータを保存します。
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A%
ゲート Aで検出される最大振幅を示す信号のデータを保存します。

最大厚さ
最大厚さ計算に基づいたデータを保存します。 ゲート /アラーム > 厚さ > 
データソースで指定した値に従って、厚さが計算されます。

最小厚さ
最小厚さ計算に基づいたデータを保存します。 ゲート /アラーム > 厚さ > 
データソースで指定した値に従って、厚さが計算されます。

8.10.5 開始サブメニュー
開始サブメニューには、探傷の開始および停止のためのパラメータがあります。

開始モード

データ収集を開始する際（プレイキー [ ]または開始パラメータボタン）に適
用する操作を指定します。

すべてリセット
すべてのパラメータをリセットします（両方のエンコーダーを初期値に戻
し、データを消去します）。

エンコーダーリセット
両方のエンコーダー初期値にリセットします。

データリセット
データを消去します。

開始
開始モードパラメータボタンで指定した操作を適用します。

直接スキャン > 開始 > 開始パラメータにアクセスするにはプレイキー（ ）を押し
ます。

ヒント
メニューの説明
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一時停止
探傷モードと解析モードの切り替えによって、データ収集を制御します。

オン
データ収集を停止し、現在のデータ表示をフリーズします。 OmniScanは解
析モードで作動します。

オフ
データ収集を開始し、現在のデータ表示のフリーズを解除します。 
OmniScanはデータ収集（探傷）モードで作動します。

直接、スキャン > 開始 > 一時停止 = オン /オフの切替、解析モードと探傷モードの切

替を行うには、一時停止キー（ ）を押します。（詳細は 31ページの表 2または
33ページの表 3を参照 )。

8.11 全般設定メニュー

全般設定メニューには、さまざまな要素の設定やツールへのアクセスのためのサブ
メニューがあります。

8.11.1 セットアップサブメニュー
セットアップサブメニューには、さまざまなハードウェア設定およびソフトウェア
設定に関連するパラメータがあります。

カテゴリー
サブメニューのその他のパラメータのカテゴリーを選択します。 この一覧で項目
を選択すると、カテゴリーボタンの右側にあるパラメータボタンを変更すること
になります。 使用できるパラメーターカテゴリは次のとおりです。

— DIN（351ページの「DINカテゴリー」を参照）
— ゲート（352ページの「ゲートカテゴリー」を参照）

ヒント
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— 250 %モード（353ページの「250%モードカテゴリー」を参照）
— 補間（353ページの「補間カテゴリー」を参照）
— インターリーブ（353ページの「インターリーブカテゴリー」を参照）

8.11.1.1 DINカテゴリー

全般設定 > セットアップ > カテゴリー = DINを選択します。これは、デジタル入力
（DIN）を設定する場合に必要です。 各 4つの DINnパラメータには、独自の機能が
あります。 他の機能は、デジタル入力に割り当てることができます。

デジタル入力およびデジタル出力を使用し、OmniScanを遠隔操作にて制御します。 
リモートコントローラーを適切な OmniScanコネクターに接続します。 信号とコネ
クターに関する詳しい内容は、OmniScan MXおよびMX2ユーザーズマニュアルま
たは OmniScan SXユーザーズマニュアルを参照してください。

DIN選択
DIN割当リストから、機能を割り当てるデジタル入力（DIN1～ DIN4）を選択
します。

DIN割当
DIN選択 リストから選択したデジタル入力に機能を割当てます。 次の機能を使
用できます。

プリセットエンコーダー 1
DIN1/専用機能。 リモート信号 Din1/プリセット 1をハイレベルに設定して
いる場合にこのパラメータを選択すると、エンコーダー 1が自動的に元の値
に設定されます。これは、スキャン > 探傷 > スキャン > エンコーダー 1を選
択した後、スキャン > エンコーダー > プリセットを選択して実行することも
できます。 リモート信号がハイの間は、探触子が動いていてもエンコーダー
は初期位置に固定されたままです。

プリセットエンコーダー 2
DIN2専用機能。 リモート信号 Din2/プリセット 2をハイレベルに設定して
いる場合にこのパラメータを選択すると、エンコーダー 2が自動的に元の値
に設定されます。これは、スキャン > 探傷 > スキャン > エンコーダー 2を選
択した後、スキャン > エンコーダー 2 > プリセットを選択して実行すること
もできます。 リモート信号がハイの間は、探触子が動いていてもエンコー
ダーは初期位置に固定されたままです。
メニューの説明
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データ収集ステイタス
DIN3専用機能。 このパラメータを選択すると、リモート信号 Din3/データ
収集をハイレベルに設定し維持することにより、ハードウェアレベルのデー
タ収集を可能にします。 リモート信号を低レベルに設定し続けるとデータ収
集の妨げになります。

一時停止 /再開
探傷モードと解析モードの切替を行います。 リモート信号がローレベルから
ハイレベルに上がるとモードが変更されます。 これは、スキャン > 開始 > 一
時停止 = オンまたはオフの手動選択、またはをフリーズキー押した場合と同
様の結果を導きます。

データの保存
リモート信号が、ローレベルからハイレベルに立ち上がるとデータを保存し
ます。 これは、ファイル > データ > 保存の手動選択あるいは、保存 /印刷
キーを押すのと同様の結果を導きます。

すべて消去
リモート信号がローレベルからハイレベルに立ち上がるとすべてのデータを
消去します。 これは、スキャン > 開始 > 開始モード = すべてリセットを手動
で選択したのと同様の結果を導きます。

ステイタス
DINを有効あるいは無効にします。

ファイル > データ設定 > 保存キーパラメータの選択は、保存するデータの種類を定
義することになります（レポート、データまたは画像）。

8.11.1.2 ゲートカテゴリー

全般設定 > セットアップ > カテゴリー = ゲート を選択し、次のパラメータを表示し
ます。

ゲートモード
ゲートモードは、すべてのコンテキスト（グループ単位）または一度に 1つのコ
ンテキスト（コンテキスト単位）のみ適用されます。

参考
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8.11.1.3 250%モードカテゴリー

250%モードをオン（デフォルト値）に設定して、250% A-スキャン測定値と解析
モードの減衰ゲイン 10dBにアクセスします。

8.11.1.4 補間カテゴリー

補間は、OmniPCソフトウェアで使用可能です。このパラメータをオン（デフォル
ト値）に設定して、振幅を滑らかな C-スキャン画像で表示します。

8.11.1.5 インターリーブカテゴリー

このパラメータをオン （デフォルト値）に設定して、フォーカルロウのファイアリ
ングシーケンスのインターリーブを有効にします。これにより、ゴーストエコーが
発生するのを遅らせることができます。

8.11.2 探傷器サブメニュー
探傷器サブメニューには、探傷器のさまざまな機能について設定するパラメータが
あります。 これらのパラメータは、セットアップファイルではなく、探傷器内に恒久
的に保存されています。

カテゴリー
サブメニューのその他のパラメータのカテゴリーを選択します。 この一覧で項目
を選択すると、カテゴリーボタンの右側にあるパラメータボタンを変更すること
になります。 使用できるパラメーターカテゴリは次のとおりです。

— 単位（354ページの「単位カテゴリー」を参照）
— スクリーン（354ページの「スクリーンカテゴリー」を参照）
— システム（354ページの「システムカテゴリー」を参照）
— ネットワーク設定 （355ページの「ネットワーク設定カテゴリー
（OmniScan MX2のみ）」を参照 ）

— 外部保存 （356ページの「外部保存カテゴリー（OmniScan MX2のみ）」を参
照）

— ヘルプ（357ページの「ヘルプカテゴリー」を参照） [レイトレーシングオプ
ションで使用可能 ]
メニューの説明
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8.11.2.1 単位カテゴリー

全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = 単位を選択し、次のパラメータを表示します。

長さ単位
メートル方式（ミリメートル）または米慣習単位（インチ）を長さの測定単位と
して指定します。

8.11.2.2 スクリーンカテゴリー

全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = スクリーンを選択し、次のパラメータを表示しま
す。

画面表示色
室内用または屋外用の操作に適切な OmniScanの画面の表示色とコントラスト
を選択します。

室内
室内用の表示色設定です。

屋外
屋外用の表示色設定です。

タッチスクリーン
タッチスクリーンの有効（オン）あるいは無効（オフ）を切り替えます。 タッチ
スクリーンが無効の場合、仮想キーボードが現れると一時的に有効になります。

輝度
1%～ 100%の範囲で、1%ずつ明るさのレベルを設定します。 バッテリー消費を
最小限にするために、75%をデフォルト値として設定しています。 OmniScanが
バッテリー電源を使用して稼働している場合、（消費量を最小限にするため）こ
の最大値は 75%です。

タッチスクリーン校正 
必要に応じてタッチスクリーンを再校正します。 画面上に表示される手順に従っ
て再校正を実行します。

8.11.2.3 システムカテゴリー

全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = システムを選択し、次のパラメータを表示します。
第 8章
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時刻設定
時刻を設定します（詳細は、95ページの「日付と時刻の設定」を参照）。

日付設定
日付を設定します。 年を設定する場合は 1回、月を設定する場合は 2回、日付を
設定する場合は 3回押してください。

管理者パスワード
管理者パスワードを変更します。 このパラメータは、セットアップのロックを解
除し、Microsoft Windows CEオペレーティングシステムにアクセスするために
使用します。

マニュアル起動
自動起動機能をリセットします。
ランチャーの画面で、ランチャー画面をスキップし、選択したアプリケーション
を自動的に開始するために、選択したアプリケーションを常に起動します 
チェックボックスを選択することができます。 この機能をリセットするために
は、選択 マニュアル起動を選択します。

8.11.2.4 ネットワーク設定カテゴリー（OmniScan MX2のみ）

ネットワーク設定カテゴリーには、OmniScan MX2をネットワークに接続するため
のパラメータがあります。 ネットワーク管理者に連絡し、次のパラメータの適切な数
値を確認してください。

DHCP
オンに設定し、OmniScan MX2の起動プロセスを有効にして DHCPサーバーか
ら IPアドレスを取得します。 オフに設定し、OmniScan MX2起動プロセスで IP
アドレスパラメータで指定した規定の IPアドレスを使用します。

IPアドレス
OmniScan MX2の IPアドレスを手動で設定します。

サブネットマスク
OmniScan MX2のサブネットマスクを手動で設定します。

適用
ネットワーク サブメニューのパラメータに変更を適用します。
メニューの説明
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8.11.2.5 外部保存カテゴリー（OmniScan MX2のみ）

全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = 外部保存を選択して、次のパラメータを表示しま
す。

リモート PC
OmniScanに接続するコンピュータ名を指定します。 コンピューター名は、356
ページの図 8-45の例に示すように、コンピューターのWindowsのシステムの
プロパティダイアログボックスのリストに表示されています。 詳しい手順につい
ては、230ページの「OmniScan MX2のネットワーク接続の設定
（Windows XP）」を参照してください。

図 8-45  システムプロパティダイアログボックスのコンピュータ名（Windows XP）

接続
OmniScanと PC間の接続の状態を切り替えます。

コンピュータ名
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8.11.2.6 ヘルプカテゴリー

全般設定 > 探傷器 > カテゴリー = ヘルプを選択し、次のパラメータを表示します。

ウィザードヘルプ
各ウィザードステップに関するヘルプ情報の表示を無効にし、画像表示エリア全
体にレイトレーシングの図を表示します。 既定値はオンです。

8.11.3 ツールサブメニュー
ツールサブメニューには、さまざまなツールにアクセスするためのパラメータがあ
ります。

ファイルマネージャー
次のパラメータを含むファイルマネージャーを開きます。

閉じる
ファイルマネージャーを閉じ、データビューに戻ります。

ファイルタイプ
検索するファイルの種類を指定します。 それ以外のファイルタイプは無視さ
れます。

フォルダ作成
選択した現在のフォルダに空のフォルダを作成します。

選択
ファイルを選択します。

すべて選択
選択したフォルダのすべてのファイルを選択します。

コピー
選択したファイルを右側の枠に表示されているフォルダにコピーします。

移動
選択したファイルを右側の枠に表示されているフォルダに移動します。

削除
選択したファイルを削除します。
メニューの説明
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ファイル名変更
選択されているファイルの名前を変更します。

システム情報
ハードウェアバージョン番号、ソフトウェアバージョン番号、メモリーの状態な
どのシステム情報を表示します。

システム情報 ウィンドウを閉じるには、閉じるを選択するかキャンセルキーを

押します（ ).

Win CE
Microsoft WindowsCEオペレーティングシステムの環境にアクセスするために
使用します。 操作を完了するには、管理者パスワードが必要です。 管理者パス
ワードの設定方法については、206ページの「管理者パスワードの設定」を参照
してください。

OmniScanのインターフェイスに切り替えるには、ALT+TABキーを押すか（プ
ラグインキーボードの場合）、Windowsタスクバーの OmniScanボタンを押し
ます。

8.11.4 FFTサブメニュー

FFT（特性解析）サブメニューには、探触子の特性を設定するパラメータがありま
す。 特性解析は、探触子の劣化を予測し、公称周波数がシフトまたは拡散していない
か確認するために大変有用です。

特性解析は、高速フーリエ変換（FFT）を使用し、周波数成分カーブと探触子が生成
するクリアなエコーデータを表示します。 詳しい手順については、118ページの
「FFTによる探触子の特性解析」を参照してください。
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FFTは、圧縮（圧縮係数）の値が 1で、また、ゲート A全体が A-スキャンに表示
されている状態で、UT設定 > レシーバ > 波形表示 = RF、ファイル > データ設定 > 
データ選択 = すべての Aスキャンと C-スキャンに設定されている場合にのみ使用で
きます。 探触子が定義済みであれば、探触子特性解析データをセットアップファイル
に保存できます。

FFT
この選択肢がオンの場合、A-スキャンの下に FFTカーブとデータが表示されま
す（359ページの図 8-46参照）。 この機能をオフにすると、セットアップファイ
ルに探触子の特性解析データを保存することができるようになります。 保存した
データは、レポートに挿入することもできます。 レポートに FFTを表示するため
には、レポート（ファイル > レポート > カテゴリー = フォーマット > 構成内容 = 
探触子）で探触子を挿入します。

図 8-46  FFTカーブとデータの例

FFTパラメータは、FFTカーブの表示 /非表示の切替を行います（オンまたはオ
フ）[359ページの図 8-46参照 ]。

ゲイン
エコー振幅を最適化するためのゲインを変更します。

重要

測定範囲と
ゲートAを

エコーの周囲に
設定した

A- スキャン

FFTデータ

FFTカーブ
メニューの説明
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開始
ゲート Aの開始位置を設定します。

幅
ゲート Aの幅を設定します。

手順名
探触子の特性解析データとともに保存する手順名を入力します。

試験片名
特性解析に使用する校正用試験片の識別名称を入力します。 この試験片名は、探
触子の特性解析データとともに保存されます。

8.12 設定構成メニュー

OmniScan MXUには、複数の設定を効率的に確認したり調整したりできる、設定構
成メニューがあります。

• メニュー、ウィザード、レポートを通過しなくても、すべてのグループ設定をす
ばやく確認できます。

• データ収集モードのまま、表示されるすべてのパラメータをすぐに調整できま
す。
— 各パラメータは、ウィザードやソフトウェアインターフェイスの他の領域と
同じように制御されます。

— 承認をタップするとパラメータの変更が計算されて、複数の値を瞬時に変更
できます。

設定構成メニューにアクセスするには

1. タイトルバーの角度 /VPAをタップしたまま押します。
設定構成ボタンが表示されます。

2. 設定構成をタップします。
すべてのメイン構成パラメータが画面に表示されるため、1か所からすぐにアク
セスできます（361ページの図 8-47を参照）。
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図 8-47  設定構成画面

パラメータを変更するには

1. 必要に応じて、グループ名ボタンをタップして現在のグループに名前を付けま
す。

2. 変更するパラメータをタップします。
3. スクロールノブまたはソフトウェアの仮想キーボードを使用して、パラメータ値
を調整します。
（OmniScanで調整を行うための標準的な方法です。）

4. 承認キーを押します（  ).
5. 必要に応じて、他のパラメータについても調整ステップを繰り返します。
メニューの説明
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6. 必要なパラメータ調整が終わったら、次の手順に従います。
 承認し次へをタップして、現在のグループへの変更を承認し、適用します。
次のグループの構成画面が表示され、調整できるようになります。
または承認し閉じるをタップして、変更を承認して適用し、構成を終了しま
す。
構成画面が閉じられ、「ライブスキャン」画面に戻ります。
またはキャンセルをタップして、現在のグループへの調整を取り消し、構成
を終了します。
構成画面が閉じられ、「ライブスキャン」画面に戻ります。

• パラメータはどの順番でも調整できます。
• 必要なパラメータのみにアクセスして変更しても構いません（すべてのパラメー
タを調整する必要はありません）。

• プローブパラメータとウェッジパラメータにアクセスすると、Probe and Wedge 
Manager（プローブおよびウェッジマネージャー）画面が表示されます。 ここ
で、使用可能なモデルの一覧から選択できます。

• 調整によって、フォーカルロウに対して不正なパラメータの組み合わせになる
と、承認ボタンが赤色になり、承認できる値が入力されるまで無効なままになり
ます。

• 構成画面は、キャンセルをタップすればいつでも終了できます。

構成画面へはデータ収集モードと解析モードのどちらからでもアクセスできます。
メニュー画面やフルスクリーンモードからでもアクセスできます（MXUおよび
OmniPCソフトウェアの両方）。 解析モードの場合、表示される一部のパラメータは
調整できません。 ただし、スキャン軸補正値、インデックス軸補正値、およびス
キューパラメータは調整できます。

設定構成画面からは、一部の設定調整は行えません。 たとえば、まったく新しいス
キャンの設定を作成する場合、試験体と溶接および設定ウィザードを使用する必要
があります。

参考
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8.13 スキャン構成メニュー

スキャン構成メニューは、データ収集モードと解析モードのどちらでも使用できま
す（MXUおよび OmniPCソフトウェアの両方）。 データ収集モードの場合、「ライ
ブ」パラメータ調整を行うことができます。 解析モードの場合、パラメータの確認に
使用できます。

スキャン構成メニューを使用するには

1. タイトルバーのスキャンまたはインデックス軸をタップしたまま押します。
スキャン構成ボタンが表示されます。

2. スキャン構成をタップします。
スキャン構成パラメータが画面に表示されます（364ページの図 8-48を参照）。
メニューの説明
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図 8-48  スキャン構成パラメータ

3. 必要に応じて、スキャンタイプをタップしてスキャンのタイプを変更します（た
とえば、、ワンラインスキャンからラスタスキャンへの変更）。
選択したスキャンタイプに対応するパラメータが表示されます。

4. 必要に応じてパラメータを調整します。
5. 承認をタップして変更を適用し、スキャン構成画面を終了します。
またはキャンセルをタップして変更を取り消し、スキャン構成画面を終了しま
す。
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